

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　冒ぼう険けん譚たん的てき物語における主しゆ人じん公こうの多くは、何らかの事じ情じようにより事じ件けんに巻まき込まれる。

　仮かりに正しよう体たい不ふ明めいの少女が突とつ如じよ登とう場じようして始まるタイプの物語があったとして、主人公が少年だったとしたら、この少年は以後、恋れん愛あい要よう素そが大なり小なり込められた空くう想そう的てきかつ夢む想そう的てき、なにより非ひ現げん実じつ的てきな物語の主しゆ軸じくをなす人物として話が進められるだろう。

　彼はしばしば生せい命めいの危き機きを覚おぼえるような事じ態たいに遭そう遇ぐうし、死ぬような目に遭あうかもしれない。だが物語の途と上じようで実じつ際さいに彼が死に、物言わぬ屍しかばねの状じよう態たいを維い持じしたまま舞ぶ台たいから退たい場じようすることは決してない。

　なぜなら、その物語はあくまで仮か想そうのものであり、現実ではありえない条じよう理りによって覆おおわれているからである。

　だが、死なない原げん因いんが物語展てん開かい上じようの都つ合ごうではなく、それこそまさに主人公の特とく性せいだとしたらどうだろう。それは羨うらやむべき事じ態たいなのだろうか。

　限げん定ていされた場合において、不ふ死しは歓かん迎げいされる状態である。しかし大たい局きよく的てきに見た場合、その概がい念ねんはおおむね不ふ幸こうをもたらす。彼は自分以外の者が残らず死んでいく様さまを見続けなければならないのである。

　彼には自由がない。

　主人公である限かぎり。
















　心しん臓ぞうが破われ鐘がねのように鳴なり響ひびいている。すでに呼こ吸きゆうは限げん界かいに達たつしていた。吸すっても吸っても酸さん素そが肺はいまで届とどかないような、そんな錯さつ覚かくを覚おぼえる。

　──急げ、急ぐんだ。

　ただそのフレーズだけが[image: たつみ]たつみの頭を駆かけ巡めぐり、思し考こうのすべてを統すべていた。

　全力疾しつ走そうを始めてまだ間もない。だがもう、両りよう脚あしの筋きん肉にくは悲ひ鳴めいを上げていた。

　真夜中の校こう舎しや内ない、外そと窓まどから見えるまばらな星ほしの明かりが唯ゆい一いつの照しよう明めいだ。暗く、滑すべりやすい廊ろう下かにも構かまわず、[image: たつみ]は自分の教室を目指して走り続ける。

　背はい後ごでまた、爆ばく音おんが轟とどろいた。

　《剣メ精イ》と《魔術師フアルムテイ》の戦たたかいは続いている。しかし[image: たつみ]には、媛ひめとすみれ台だいの身体からだを案あんじる余よ裕ゆうはなかった。彼女たちには彼女たちの役やく割わりがある。《魔術師》の呪じゆ圏けんから[image: たつみ]と猫ねこ子こを逃がし、加くわえて《天使テイシユリー》の動きを抑おさえてくれているのは、その彼女たちだった。

　そして[image: たつみ]には[image: たつみ]の役やく目めがある。

　一いつ刻こくも早く、綾あや羽はのもとに駆かけつけなければならない。

　──ごめんよ、綾羽。

　暗くら闇やみの中を駆けながら、[image: たつみ]は悔くやむ。

　──綾羽を信じていれば。せめて、もう少しだけでも綾羽の言こと葉ばに耳を傾かたむけていたら。

　こんなことにはならなかったかもしれない。

　階かい段だんを跳とび登のぼろうとして足を踏ふみ外はずす。コケた。膝ひざを思い切り打った。だが痛いたみも感じない。全ぜん神しん経けいは綾羽の身みを心しん配ぱいすることに傾けい注ちゆうされていた。

「お兄にいちゃーん！」

　[image: たつみ]の後ろを走っていた猫子が[image: たつみ]の身体を抱だき起こす。小さく細い手を借かりて、[image: たつみ]は階段半なかばで立ち上がった。

　猫子の表情にも憂ゆう慮りよの色が浮いていた。パジャマ姿すがたは深しん夜やの校舎にふさわしいものではなく、[image: たつみ]と綾羽のどちらを気にしているのか判はん別べつできなかったが、[image: たつみ]にはあらゆる余裕がない。彼の頭には、教室に残してきた綾羽の姿だけがフラッシュバックしていた。

　逃げろ──と綾羽は叫さけんでいた。その悲ひ痛つうな顔。絶ぜつ望ぼうに彩いろどられ、色をなくした苦くるしげな表情。

　敵てきの策さくにまんまと嵌はめられ、おびき出されたのは[image: たつみ]だったというのに、たった一ひと言ことも責せめる言葉を発せず、ただ[image: たつみ]の身を守まもろうとして──。

「くそっ！」

　[image: たつみ]は歯はを嚙かみしめ、自分の愚おろかさを呪のろいながら疾走を再さい開かいする。

　自分が駆けつけたところでどうにもならないかもしれない。むしろその可か能のう性せいのほうが高い。猫子の放った重じゆう火か器きの弾だん頭とうをものともせず、綾羽を一いつ瞬しゆんで無む力りよく化かしてしまった相あい手てだ。

　爆ばく音おんが立て続けに鳴った。生物教室はもう遠い。《魔術師》の〝右目〟は媛が、降ふり注そそぐ《天使》の石いし矢やはすみれ台が防ふせいでくれている。

　たとえ自分のなすべきことが何もなくても、[image: たつみ]たつみは綾あや羽はのもとに辿たどり着くつもりだった。

　もしここで綾羽を失うしなうことになれば、[image: たつみ]は一生を悔かい恨こんと失しつ意いの中で生きていかなければならないだろう。それとも長く生きることもないだろうか。彼の身みを狙ねらう何なん種しゆ類るいもの異い能のうの者たちから、すぐ側そばで守まもってくれていた綾羽がいなくなれば。

　階かい段だんを登のぼりきり、踊おどり場から廊ろう下かに飛び出す。壁かべに激げき突とつしそうになりながら、[image: たつみ]は自分の教室へ汗あせまみれの顔を向けた。

　もうすぐだ。

　猫ねこ子こに抱かかえられて走ってもらったほうが速はやいだろうが、[image: たつみ]に気を回す余よ力りよくはなく、目的地を目指して一いつ心しんに走り出す。

　開け放して出てきたはずの扉とびらは、邪じや魔ま者ものを排はい除じよするように閉ざされていた。

　[image: たつみ]はその扉にすがるようにして急きゆう停てい車しやし、スライドさせようと力を込める。汗で指が滑すべった。指がまるで自分のものではないようだった。

　小さくくぐもった呻うめきが耳に届とどく。教室の内部から発せられたその声は、綾羽のものに間ま違ちがいなかった。

　頭に血ちが上る。

「綾羽！」

　勢いきおいよく扉を開け放った[image: たつみ]が見たもの、それは──。

　衣い服ふくが散ちらばる中、強ごう引いんに唇くちびるを奪うばわれ、半はん裸らの身体からだを弄もてあそばれて苦く悶もんする綾羽と、背はい後ごから綾羽に絡からみついている異い世せ界かいの住じゆう人にんだった。

　その陵りよう辱じよく者しやは、弛し緩かんした綾羽の口に差さし込んでいた自分の舌したを引き抜き、戻ってきた[image: たつみ]に顔を向けて──。

　嗤わらった。
















　その日、その夕ゆう暮ぐれ時。

　朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみは学生服ふく姿すがたで通学鞄かばんを携たずさえ、高校からの帰り道を歩いていた。

　一いつ見けんして何も考えていないようなのんきな顔をしているが、それは彼の日にち常じよう的てきなデファクトスタンダードな表情であり、むろん何も考えていないわけではない。

　この時も頭の中では深い問題が駆かけ巡めぐり、彼の思し考こうを千ち々ぢに乱みだれさせていた。

　淡たん々たんと歩き続けるのに飽あいたのか、彼は次のように呟つぶやいた。

「湯ゆ豆どう腐ふの豆腐、絹きぬと木も綿めんのどっちにしようかなぁ」

　だいたい何を考えているのか理り解かいできたと思う。

　彼には同どう居きよする家族と呼よべる存そん在ざいが一人いて、それは実じつの姉あねにして担たん任にん教きよう師しというハタ迷めい惑わくな人間である。授じゆ業ぎようをすべて終えた[image: たつみ]の帰り際ぎわ、彼の姉である朝凪津つ波なみはいつものアンニュイかつ無む感かん動どうな態たい度どで、「他のおかずは何でもいいけど、今こん晩ばんは湯豆腐が食べたいわ」とだけ告つげると南なん極きよく基き地ちから帰ってきたような顔をして職しよく員いん室しつへと消えていった。

　また、今や家族同どう然ぜんの存在として彼の意い思しとは無関係に同居している者どももおり、そちらは[image: たつみ]との帰き宅たく道みちを現在進しん行こう形けいで連つれ添そっている二人の少女だった。

「ねえ」

　[image: たつみ]は一人のうち、長い足を大きくストライドさせて歩く長ちよう髪はつの娘むすめに、

「綾あや羽ははどっちがいい？　絹ごし豆腐と木綿豆腐」

　自分の意思より他た者しやの意見を尊そん重ちようしがちな少年なのだった。

　問といかけられた少女──正せい式しき名めい称しようを津つ門と綾羽紬つむぎといい、今ではどこからも綾羽としか呼ばれなくなった彼女は、どういうわけだかムッツリとどこか険けわしい顔つきをして歩いているが、これは彼女の素すの表情であり、何かに対して怒いかりを表ひよう明めいしているわけではない。

　綾羽はへの字に曲まげていた唇くちびるを優ゆう雅がに開き、[image: たつみ]を見み据すえてこう言った。

「〝とうふ〟とは何か」

「ええと……」

　[image: たつみ]は口ごもる。豆腐について説せつ明めいしようとしたものの、大だい豆ずから作る四角い食しよく材ざい──としか説明できそうにないことに気づき、もう少しマシな解かい説せつはないだろうかと思わず考えてしまったからである。

　結けつ局きよく、[image: たつみ]は、

「食べ物だよ。そういえば一度、みそ汁しるの具ぐで入れたことがあるよ。白くて柔やわらかいツルツルしたやつ。あれは絹ごしでさ。覚おぼえてないかなあ」

　綾羽は険しい顔をさらに険けんのあるものにした。別に[image: たつみ]の言こと葉ばに気を悪くしたわけではない。思い出そうとしているだけらしい。

　しばらくして、

「わたしの記き憶おく力りよくの恥はじをさらすのも無む念ねんだが」

　綾あや羽ははかぶりを振りつつ、

「記き憶おくにないようだ。しかし[image: たつみ]たつみ、気にすることはない。食事に関かんして言うべき言こと葉ばをわたしは持っておらん。お前の姉あねがそうしているように、わたしもまたすべてお前に任まかせよう。わたしにはもっと重じゆう要ような任にん務むがある」

　その任務とは、[image: たつみ]の身みの安全を力の限かぎり保たもち続けることである。それは[image: たつみ]も知っていた。綾羽の勤きん労ろう意い欲よくは今まで大いに発はつ揮きされ、時ときには[image: たつみ]を困こん惑わくさせ、時には感かん謝しやさせることもあったので。

　初めて綾羽に出会ったとき、決けつ意いも露あらわに表ひよう明めいされた宣せん言げんを[image: たつみ]は今も覚おぼえていた。忘れようもないだろう。あれ以い来らい、綾羽は宣言通りに行動し、有ゆう言げんをほぼ完かん全ぜんに実行していたからだ。

　──わたしは今からお前の保ほ護ご者しやになる（中ちゆう略りやく）わたしはお前の生せい命めい維い持じを最さい優ゆう先せんにして動く。それ以外の仕し事ごとはいっさいしない──。

　事じ実じつだった。確たしかに綾羽は[image: たつみ]の身み柄がらを過か剰じようなほど重じゆう要よう視しし、その反動でもなかろうがその他の作さ業ぎように対する意い欲よくをうち捨すてたかのように何一つしなかった。

　同じ家か屋おくに住すみ暮くらしているというのに、料りよう理り洗せん濯たく掃そう除じ等などの家か事じ業ぎよう務むはほぼすべてが[image: たつみ]の双そう肩けんにかかっており、だからといって[image: たつみ]は綾羽に文もん句くがあるわけではない。

　いつだったか、綾羽が率そつ先せんして家事手て伝つだいを申もうし出たことがあった。[image: たつみ]の料理をただ食べるだけでは気が咎とがめたのか、あるいは別に思うところがあったのかは定さだかではないが、ともかく彼女は料理を手伝おうと試こころみ、[image: たつみ]も試ためしに簡かん単たんな作業を任せてみた。

　……結けつ果かから言うと、綾羽が台所に立ったのは後にも先にもそれっきりである。

　以上の結果をもって、その時どのような有あり様さまが展てん開かいされたのか想そう像ぞうできるであろう。

　今も[image: たつみ]のアシスタントとして家事を律りち儀ぎに手伝う役目を担になっているのは、もう一人の少女……いや幼よう女じよだ。

「はいはいはいーい！　お兄にいちゃーん！　あたしわかりまーす。お豆とう腐ふというのはぁ、水にひたした大だい豆ずを砕くだいて煮にた汁しるを絞しぼってにがりで固かためた食品でぇす。あたしのぱーそなるでぇたべぁすに載のってまぁす」

　[image: たつみ]の腕うでにしがみつき、嬉うれしそうにステップを刻きざんで歩いている小さな娘むすめが、あどけない笑え顔がおと声を振りまいた。ちなみにその彼女が語った豆腐の解かい説せつが『岩いわ波なみ国こく語ご辞じ典てん　第六版ぱん』からの引いん用ようになっていることを[image: たつみ]は気づかず、

「猫ねこ子こは物知りだなぁ」

　悠ゆう長ちように感心し、[image: たつみ]はちびっこい小娘を見下ろした。

「えへへへへぇ」

　褒ほめられて嬉うれしいのか、幼女はアンテナのように一ひと房ふさだけ飛び出した髪かみを振りつつ、ショートカットの頭を[image: たつみ]の腕にぐりぐりと押しつける。

　この幼女、正せい式しき名めい称しようをＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００５というのだが、その型かた番ばんじみた名前を見て解わかるとおり、人ではなく人ひと型がた兵へい器きである。少なくともそういうことになっている。通つう称しようであるところの猫ねこ子こなる名は津つ波なみが付けた。どことなく猫っぽいからという適てき当とうな理り由ゆうであったが、このところだんだん名が体たいを表あらわしつつあり、猫ぶりに拍はく車しやがかかっている。[image: たつみ]たつみへのからみつき方はほとんど子猫も同どう然ぜんだ。そして猫という生物は子猫時じ代だいが最もつとも可愛かわいい性せい格かくをしているものなのである。いや本当に。成長した途と端たんに消え失うせる、それまであったはずの可愛げはどこに行ってしまうのだろうか。これは猫に限かぎったことでもないが行方ゆくえを教えて欲ほしい。

　その点てん、猫子は安心していい。身しん体たい的てきにも性せい格かく的てきにもこれ以上成長しないに違ちがいない。何しろ綾あや羽はが猫子を指さして説せつ明めいするところによると、猫子は人型兵器であると同時に人型爆ばく弾だんでもあり、何にせよ人のカタチを模も倣ほうしているだけの人以外のものだからである。

　安心ばかりしていられない事じ情じようがあるとするなら、この少女は[image: たつみ]から五メートル以上離はなれると自動的に爆発するという意味の解わからない法ほう則そくを持っていることくらいだった。

　猫子は頭ぐりぐりを続けながら、

「続いてー、絹きぬと木も綿めんの違いを説明しまーすぅ。絹ごし豆腐というのはぁ──」

　と、作り方や栄えい養よう価かの差さ違いまで事こと細こまかに喋しやべり出してくれたが、引いん用ようするのも面めん倒どうなので割かつ愛あいさせていただく。どうしても知りたければ検けん索さくエンジンに『豆腐　絹　木綿』と打ち込んでみると手っ取り早いのでオススメだ。

「へー。ふぅん。そうだったのかぁー」

　などと、[image: たつみ]がいちいちうなずいてやっているその横で、綾羽はフンっと今にも言いたそうな顔をしてそっぽを向いていた。

　こうして三人揃そろってのどかに歩いてることがあまりお気に召めさないらしい。彼女にしてみれば脳のう天てん気きに夕ゆう飯はんの心しん配ぱいをしている場合ではないのである。世せ界かいはもっと殺さつ伐ばつとすべきであり、緊きん迫ぱく感かんに満みちていなければならないのに、どうして彼女が知るこの世界の人間たちは、こうも危き機き意い識しきが著いちじるしく欠けつ如じよしているのか。

　つい先日、[image: たつみ]と綾羽は二人して死にかけ、危あやういところを猫子の自じ律りつ自じ爆ばく行動によって救すくわれたばかりだというのに、それが終わったらすぐに日にち常じように復ふつ帰きしてしまうとはどういう魂こん胆たんなのか。[image: たつみ]には自分が命いのちを狙ねらわれているという自じ覚かくがあるのだろうか──とでも思っているかのようだった。

　[image: たつみ]は「ない」と言わざるを得えない。

　綾羽によると世界は破は滅めつの危機に見み舞まわれているらしい。その世界も一つではなく、合計して八つあるらしい。綾羽は[image: たつみ]のこの世界──彼女は《無属ニヴオーズ》と呼んだ──とは別の世界から来た《妖精アプリリス》なる種しゆ属ぞくで、猫子は《科マ学ー者ガ》によって作られたのだという。なんのことやら。

　綾羽の言こと葉ばからは他に《魔術師フアルムテイ》、《剣メ精イ》、《天使テイシユリー》、《不死人アーザール》、《邪神ズー＝ル》とかいう世界があるようで、前の二つから来た者たちは[image: たつみ]も既き知ちの間あいだ柄がらである。

　どうやら[image: たつみ]たち《無属》を含ふくめるこの世界群ぐんは、放っておくととんでもないことになってしまうらしいのだが、いったい何がどうなるのかは解わからず、ましてやそれぞれがそれぞれの理り由ゆうで[image: たつみ]たつみの命いのちを狙ねらったり守まもったりする事じ態たいになると、これはもう完かん全ぜんにお手上げだった。

　彼ら及および彼女たちの戦たたかいを傍ぼう観かんすることしかできない。

　ところで、学がく園えんを主おもな舞ぶ台たいとしたファンタジックな物語において散さん見けんされることであるが、登とう場じよう人物たちは世せ界かいがどうの、敵てきだの味み方かただのとか言いながら何やら超ちよう常じよう能のう力りよく的てきなギミックで戦たたかいを繰くり広げつつ、どういうわけだか並へい行こうして日にち常じよう生活も送っている。本ほん来らいならそれどころではないだろうに、バトルしては日常風ふう景けい、またバトっては通常生活という繰くり返しに陥おちいりがちなのはなぜなのだろう。普ふ通つうに学校で授じゆ業ぎようを受けるヒマがあるのなら、彼らの属ぞくする世界や次に起こりうる事じ件けんへの対たい策さくこそを優ゆう先せんすべきではなかろうか。なのに何な故ぜ、むざむざ新あらたな敵や次なる事件をのほほんと待まち続け、そのような者や事こと柄がらが新たに発はつ生せいしてから改あらためてうろたえたりするのだろうか。

　その答えは単たん純じゆんである。

　難なん解かいな事件が発生するから名めい探たん偵ていの出番が生しようじ、怪かい獣じゆうや悪あくの組そ織しきが出てくるから正せい義ぎのヒーローが必ひつ要ようとされるのだ。逆ぎやくはない。何の事件も起きてないのに名探偵がウロウロしていても一いつ般ぱん人じん以上の役には立たないし、怪獣や悪の組織が存そん在ざいしないのに正義のヒーローが右う往おう左さ往おうしたところで単たんなる変な邪じや魔ま者ものに過すぎない。

　物語を形けい成せいする上での必ひつ然ぜん性せいにより、すべての展てん開かいは左右されるのである。たいていの場合、主しゆ人じん公こうサイドが受うけ身みに回らざるを得ないのはそのせいであり、彼らに責せき任にんがあるわけではない。考えてもみよう。推すい理りしたいがために自分で事件を起こすような名探偵がいたら、それは純じゆん粋すいなる自じ作さく自じ演えんであり、悪いことをまだ何一つしていない怪獣や組織を先んじて殲せん滅めつするようなヒーローはヒーローでも何でもなく、どちらにせよ、むしろ犯はん罪ざい者しやの烙らく印いんを押おされることになるだろう。

　つまり主しゆ要ような登場人物はほとんど常つねに受け身でなくてはならず、そのためには普通の日常生活を送りながら、話が続く限り発生するだろうイベントを待ち続けなければならないのだ。この図ず式しきをさらに単たん純じゆん化かすることも可か能のうであり、要ようするに戦ってばかりでは疲つかれる、という一いち文ぶんで済すませられるものでもあるが、それではあまりに身も蓋ふたもない。

　とまれ、物語には都つ合ごうというものがあり、その都合に従したがわなければならないのが彼らの運うん命めいである。

　もちろん、そんな運命など放り出し、好すき勝かつ手てにしてしまっても構かまわないし、もっと言うならば作り手側がわの都合や事情など無む視ししてしまったほうがよほどいいものになるかもしれないと感じないでもないのだが、とりあえずこの物語とはおそらく何の関係もない話題になろうかと思われるので話を元もとに戻すことにする。

　数週間前まで過ごしていた[image: たつみ]と姉あねとの二人暮ぐらし生活は、綾あや羽はと猫ねこ子この登場と時を同じくした実家の全ぜん壊かいとともに終しゆう了りようした。かつて[image: たつみ]が誕たん生じよう以い来らい住んでいた朝あさ凪なぎ家けは無む惨ざんに倒とう壊かいし、今では単たんなる更さら地ちになっている。崩くずれ落ちた一いつ軒けん家やの残ざん骸がいを撤てつ去きよしてくれたのは津つ波なみの知り合いらしき解かい体たい工こう事じ業ぎよう者しやで、どういうわけだかタダ同どう然ぜんの値ねで仕し事ごとを請うけ負おってくれた。家か計けいを案あんずる[image: たつみ]たつみとしては願ねがったりだったが、津波の視し線せん一つで直ちよく立りつ不ふ動どうの体たい勢せいを取る業者さんたちを見て、津波の恐おそろしさをあらためて実じつ感かんもしたのだった。実じつの弟おとうとである自分以上に姉あねの暴ぼう君くんぶりを知る者はいないと思いつつも。

　そういうわけで住すまいは安やすアパートに移うつされ、綾あや羽はと猫ねこ子こが加くわわった四人同どう居きよ生活が開始の合あい図ずを告つげたわけだが、生せい活かつ費ひの発はつ生せい源げんは津波の月々の給きゆう与よをメインにする以外になかった。

　いくら津波でも法ほう外がいな給きゆう料りようを学校に要よう求きゆうしたりしない程てい度どの常じよう識しきは持ち合わせていたようで、振り込まれる金きん額がくも職しよくに就ついてそうそう時じ期きを経へていない津波の身み分ぶんに合ったものとなっている。どこか超ちよう然ぜんとした部分を持つ津波には、勤きん労ろう意い欲よくと同じくらい物ぶつ欲よくも欠かけていた。

　ちなみに綾羽が所しよ持じして来た金銭は微び々びたるものであり、猫子に至いたっては手ぶらだったので、おのずと家計は圧あつ迫ぱくされることになる。かかるのは食しよく費ひの部分だけと言ってよかったものの、体たい型けいの割わりには津波も綾羽も大たい食しよく漢かんで、これまたどういう仕し組くみになっているのか人ひと型がた兵へい器きであるはずの猫子までが普ふ通つうに飯めしを喰くっているため、けっこうな額がくの経けい費ひがかかる。

　ちなみに綾羽は何なん着ちやくかの制せい服ふくを着回していて私し服ふくを持たず、猫子もまたオシャレ心ごころとは無む縁えんのため、幸さいわいにも衣い類るいに金が飛んでいくことはなかった。

　そんなわけで朝あさ凪なぎ家けのエンゲル係けい数すうは果はてしなく高い数すう値ちを叩たたき出していた。これは料りよう理り人にんの[image: たつみ]にも責せき任にんがあるだろう。自分の作った料理を残さずきれいに平たいらげる様さまを見るのが好すきな彼は、ついつい量りようを作りすぎてしまうのである。

　それでも[image: たつみ]に金銭的危き機き感かんが薄うすいのは父ちち親おやが残していった銀ぎん行こう口こう座ざのおかげだった。この朝凪家の家か長ちようは現げん在ざい行方ゆくえ不ふ明めいとして姉弟きようだいに認にん識しきされていたが、どこかで生きている証しよう拠こを示しめそうとでもいうのか、不ふ定てい期きではあったが口座にまとまった金額を入金してくるとはいえ、電話一本、電でん報ぽう一つもよこさなくなって何年も経つ父親の動どう静せいを朝凪姉弟が気にしなくなって久ひさしい。特に[image: たつみ]は物心つく前に母はは親おやと死し別べつしており、父親が留る守すがちなこともあって姉に育そだてられたようなものだ。

　それにしてはまともに育ったんじゃないかなあ、自分でいうのも何だけど──とは[image: たつみ]の決して声に出さない慨がい嘆たんである。




　とまあ、このように──。

　別に読み飛ばしたところで困こまらないような主しゆ要よう登とう場じよう人じん物ぶつ三人の簡かん易い的てきイントロダクションが終しゆう了りようしたところで、物語は動き出すわけである。

　それは行きつけのスーパーマーケットで[image: たつみ]たちが買い物を済すませ、湯ゆ豆どう腐ふと煮に込こみハンバーグおよびマカロニサラダの材ざい料りようを袋ふくろに満まん載さいして出てきたところから始まった。
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　[image: たつみ]たつみが声を挙あげたのは、自動ドアが開いてすぐ、スーパーの駐ちゆう車しや場じように足を踏ふみ入れた時じ点てんだった。

「あれっ？　三み弥やちゃん？」

　この時、[image: たつみ]は両手にスーパーの袋ふくろを掲かかげ、いつであろうと護ご衛えい任にん務むに専せん心しんするため綾あや羽はは空から手てで、猫ねこ子こは[image: たつみ]の通学鞄かばんを頭の上に載のせていた。

　一いつ瞬しゆん足を止めた[image: たつみ]は、駐車場の隅すみに座すわり込んでる小さい女の子、一ひと目め見て猫子より年下に見える少女に改あらためて声をかけた。

「三弥ちゃんじゃない？　一人でどうしたの？」

　綾羽と猫子がそっくりの動どう作さでそちらを向く。

「…………」

　幼よう稚ち園えん児じくらいの女の子が、車くるま止どめの上に座っている。[image: たつみ]の声を受けてパッと顔を上げた少女は、黙だまりこくったまま、ただしかけてきた声の主ぬしを見て顔を歪ゆがめた。泣きそうな顔で、

「…………」

　[image: たつみ]が歩あゆみ寄よっても無む言ごんを通していたが、同どう様ように接せつ近きんする綾羽と猫子を見て明あきらかに怯おびえた表情になった。

「む」

　とは綾羽の漏もらした声。通りかかった地じ雷らい原げんで金きん属ぞく塊こんを発見したような目になりつつ、

「何なに奴やつか」

「怪あやしい子じゃないって」

　[image: たつみ]が先回りして言った。

「近所の子だよ。ああ、うん。壊こわれた家があったところの近所だけど、その近くの家に住すんでいる子。鮎あゆ川かわさんところの末すえっ子の三弥ちゃんだよ。今年から幼稚園の」

　[image: たつみ]は屈かがみ込んで三弥の目め線せんに高さを合わせ、

「一人なの？」

　三弥は首をこっくり。

「お母さんは？」

　ふるふると首を振る。

「スーパーの中かな？」

　ふるふる。

「一人でここまで来たの？」

　こっくり。

「幼よう稚ち園えんの帰りじゃないよね」

　こっくりとして、三み弥やは泣き出す数すう秒びよう前まえの顔になった。

　その顔に安あん堵どと不安の感情が渦うず巻まいていることに気づき、[image: たつみ]たつみはやっと解わかったというように、

「ひょっとして、迷まい子ご？」

　こくこく。首を二回縦たてに振り、三弥は[image: たつみ]の制せい服ふくをしっかとつかんでようやく言こと葉ばを発した。

「迷子……」

　それからもう片かた方ほうの手を出して、握にぎりしめていた拳こぶしを開く。

　小さな手のひらに小こ銭ぜにが載のっていた。

「えーと」

　[image: たつみ]は即そく座ざに考えを巡めぐらせた。

「一人で買い物に来たんだ。でも帰り道が解らなくなっちゃったんだね」

　うなずきを繰くり返す三弥は、必ひつ死しで涙なみだをこらえながら救すくいを求めるような表情を作る。[image: たつみ]も納なつ得とくしてうなずいた。

「ここから鮎あゆ川かわさんの家までちょっと距きよ離りあるからなあ。三弥ちゃん、お母さんは君きみが一人で出かけたことを知ってるの？」

　今度は横よこに首が振られ、三弥はついにポロリと涙をこぼした。

「ダメじゃないか。一人でこんなところまで来たりしちゃあ。お母さんじゃなくても心しん配ぱいするよ」

[image: ]

　たとえ泣かれてもたしなめなくてはならないと思う[image: たつみ]たつみは、あえてそう注ちゆう意いしてから、安心させるように笑え顔がおを三み弥やに向け、

「僕ぼくが家まで送ってあげるから、もう泣かなくていいよ」

「うん……」

　ぐしゅっと鼻はなをすすった三弥は小こ銭ぜにを握にぎり込んだ拳こぶしで目め元もとを拭ぬぐい、しかしまだ怯おびえた目を[image: たつみ]の背はい後ごへやっている。

「あ、だいじょうぶ」と[image: たつみ]は、「このお姉ねえちゃんたちは僕の……えー……友達だから」

「うん……」

　幼よう稚ち園えん児じに恐おそる恐るという目で見られた二人は、それぞれ違ちがった反はん応のうを見せた。

「はぁーいー。猫ねこ子こでーす。よろしくなのでぇす」

　ニコヤカに言って猫子は三弥の顔に鼻先を近づけ、匂においを嗅かぐようにしてからニパっと笑い、

「お兄にいちゃんの友達でぇす。登とう録ろくかんりょーしましたぁ。アユカワミヤさんですねーっ」

　対して綾あや羽はは、

「待まつのだ、[image: たつみ]」

　三弥に手を差し伸のばそうとしていた[image: たつみ]の腕うでをつかみ、

「この者が敵てきの放った刺し客かくでないという保ほ証しようが得えられん」

　キッとした目は《魔術師フアルムテイ》を見た時と大たい差さのない危き険けんな色を帯おびていた。

「そんなはずないよ」

　[image: たつみ]は反はん論ろんする。

「よく知ってる子だよ。鮎あゆ川かわさんとことは近所付き合いも長かったし、見み間ま違ちがえるはずなんてないさ。僕はこの子が赤あかん坊ぼうのときから知ってるんだよ？」

「それでもだ」

　綾羽の視し線せんは三弥から離はなれない。

「お前の知り合いに擬ぎ態たいしているだけかもしれんだろう。《科マ学ー者ガ》が使用する人ひと型がた爆ばく弾だんの中にはそのような性せい質しつを持つものがあったのだ。小さな子供の姿すがたを取り、戦せん場じようとなった街まちにあたかも取り残されたかのような振ふる舞まいを見せるというものだ。救きゆう出しゆつに向かった者を巻まき込んで自じ爆ばくする、底そこ意い地じの悪いブービートラップだぞ。お前は知らんのか」

　もちろん[image: たつみ]には知りようのないことであった。

「ねえ、綾羽。君きみのところにはあったみたいだけど、僕の世せ界かいにはそんなのないよ。それにさ、爆発する気ならもう爆発してると思うんだ」

「遅ち効こう式しきの爆弾かもしれん。仲なか間まのもとに連れ帰った時に爆発すれば、より多くの死し傷しよう者しやを出せるゆえ」

　頑かたくなな綾羽に、何と言おうかと[image: たつみ]が頭を痛いためていると、

「違ちがいまーすぅ。この人はーっ、あたしと同じ人じゃありませぇん」

　猫ねこ子こが挙きよ手しゆして言った。

「綾あや羽はお姉ねえちゃんの言ってるたいぷのはぁ、あたしの旧きゆう式しきな人たちでぇす。今は製せい造ぞうされていないはずでぇす。それにー、アユカワミヤさんからあたしと同じ匂においがしませーん。人じん工こう物ぶつではないのでぇすよーぉ」

「だってさ、綾羽」

　見知らぬ二人が何やら意い味み不ふ明めいな会話をしているせいか、三み弥やのせっかく止まりかけた涙なみだが再ふたたび流りゆう出しゆつを始めそうなのを見て取って、[image: たつみ]たつみは綾羽に言い聞かせた。

「綾羽と猫子のところは休きゆう戦せんしてるんだろう？　僕ぼくを狙ねらって爆ばく発はつするようなものを送ってくるはずはないよ。この三弥ちゃんは僕の知ってる三弥ちゃんで、ここで迷まい子ごになってただけだって」

　まだ納なつ得とくしていないような綾羽から三弥に顔を戻し、

「じゃあ、僕と一いつ緒しよにお家に帰ろうか。遅おそくならないうちに戻らないとお母さんに怒おこられるよ」

　三弥は安心と悲ひ哀あいが入り交まじり、さらに泣くのをひたすら我が慢まんする表情で、

「うん……」

　腰こしを引かせた感じで立ち上がって、[image: たつみ]をじっと見上げた。[image: たつみ]は持っていたスーパー袋ぶくろの一つを渋しぶる綾羽に渡わたし、三弥の片かた手てを握にぎる。三弥は素す直なおに手を握られたが、[image: たつみ]が歩き出そうとしても身体からだを揺ゆらしただけで足を動かそうとしなかった。

「どうしたの？」

　その問といに、三弥はさんざん逡しゆん巡じゆんするような素そ振ぶりをし、やがてポツリと訴うつたえかけた。

「おんぶ……」
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　さしもの非ひ力りきな[image: たつみ]でも幼よう稚ち園えん児じを背せ負おったくらいならば足取りにも乱みだれはなく、軽けい快かいに歩道を進むことができていた。

　背負われている三弥は、[image: たつみ]の首にぎゅっと両手でかじりつき、肩かたに頰ほおをつけてじっとしている。年下の弟妹きようだいのいない[image: たつみ]にとっては思わず微笑ほほえましくなってしまうような感かん触しよくだった。

　三弥を背に乗のせる関かん係けい上じよう、荷に物もつは綾羽に一いち任にんしようとしたのだが、彼女は両手がふさがることを頑がんとして拒きよ否ひした。

「どちらか一つなら持ってやらんでもない。だが二つは無理だ。これでも譲じよう歩ほしてやっているのだぞ」

　結けつ局きよく、綾羽はしぶしぶのように片かた手てにスーパー袋を提さげ、もう一つの袋と[image: たつみ]の鞄かばんは猫子に任まかせるしかなく、小さい猫子では中なか身みでいっぱいの袋は両手持ちしなければならなかったため、彼女は器き用ように頭に鞄かばんを載のせ、スーパーの袋ふくろをだっこする形で[image: たつみ]たつみの後をちょこちょこ追っていた。まるで本物の猫ねこが二本足で歩いているようだ。ただちょっと不ふ満まんがあるようで、

「あたしもオンブして欲ほしいのですーう。あたしのお兄にいちゃんなのにーぃ。ズルっ子ですよー」

　珍めずらしくふくれ面つらを作っていた。[image: たつみ]は苦く笑しようしながらたしなめる。

「今度ね」

「わぁい。きっとですよーうっ」

　あっさり機き嫌げんを直す猫子。

　綾あや羽はは綾羽で、まだまだ三み弥やに警けい戒かいする目を注そそいでいる。そんな硬かたい顔ばかりしているとそのうち笑え顔がおを浮かべるのに苦く労ろうするようになるよ、と注意したくなる。[image: たつみ]がそうしないのは、歩いている道行きの風ふう景けいに密ひそかな哀あい愁しゆうを感じていたせいだった。

　一いち同どうは、かつての朝あさ凪なぎ家けがあった場所へ向かう道みち筋すじを辿たどっている。仮かり住ずまいのアパートに愛あい着ちやくを感じるにはまだ時間が足たりていなかった。十五年数ヶ月と数週間では比くらべものにならない。

　その思いは更さら地ちとなった元もと実じつ家かの横を通りがかった際さいに最さい大だいとなり、[image: たつみ]はしばし足を止めた。

「いつになったら再さい建けんできるのかなぁ……」

　独ひとり言ごとのつもりだったのだが、

「気にすることはないぞ」

　綾羽が応おうじた。気にするも何も、この家を破は壊かいせしめた両りよう翼よくの一つを担になっているのは彼女であり、気にするならば自じ身しんこそがそうしてしかるべきなのだが、

「わたしは今の居きよ住じゆう空くう間かんを好このましく感じている。手て狭ぜまなぶん、お前を守まもりやすいからな」

　[image: たつみ]の顔が晴はれないのを見て、綾羽は眉まゆを寄よせつつ、

「失うしなわれた建たて物ものが気になるのか？　ならば案あんずることはない。あの程てい度どの物ぶつ質しつ的てき建けん築ちく物ぶつ、《科マ学ー者ガ》に命めいじれば元もとあった通りに復ふく元げんすることなど造ぞう作さもないであろう」

　猫子へ目を転てんじ、

「この者をここへ送り込んだ《科学者》本体を締しめ上げ、ひとこと命めい令れいすればよいだけだ。この世せ界かいに姿すがたを現あらわしたなら、必かならずやわたしが拘こう束そくしてお前の面めん前ぜんに連つれて行ってやる。約やく束そくする。もっとも、《科学者》が戦せん闘とう現げん場ばに生なま身みをさらすことなど滅めつ多たにないが」

「……来てくれたらお願ねがいもできるんだけどね。でも、これ以上ヘンな人に出てきて欲ほしくないなぁ」

　[image: たつみ]も猫子を見下ろした。荷に物もつを抱かかえ、頭に鞄を載せているせいで顔がよく見えないものの、笑顔であることは間ま違ちがいなさそうで、

「はぁい。あたししりーずのあーきてきちゃさんが来たらあたしもお願いするのでぇす。ぜったいそうしまぁすぅー」

　朗ほがらかに約束してくれた。

　[image: たつみ]は細い溜ため息いきをつく。どうも綾羽にしろ猫子にしろ加か害がい者しや意い識しきがゼロのようだ。

「住じゆう宅たくの一つや二つが吹ふき飛んだところでどうということもないだろう」

　綾あや羽はがだめ押しのように、

「[image: たつみ]たつみ、最さい優ゆう先せんなのはお前の無ぶ事じなのだ。そして今、お前は無事だ。何も問もん題だいはない」

　そう言われるとそんな気もしてくる[image: たつみ]だった。

　──津つ波なみ姉ねえさんも全ぜん然ぜん気にしてないようだったしなぁ。ひょっとしたら今でも気に病やんでいる僕ぼくのほうがおかしいのかな？　これって本当に些さ末まつなことに過すぎないんだろうか……？

　言うまでもなく常じよう識しき的てきな価か値ち基き準じゆんで判はん断だんすると、[image: たつみ]の心しん情じようのほうが正しい。彼の至し近きん距きよ離りにいる三名が非ひ情じようなまでに常識的ではないだけのことだ。明らかに間ま違ちがっている意見でも、民みん主しゆ主しゆ義ぎ体たい制せい下かでは多た数すう派はが勝しよう利りを収おさめるのが必ひつ然ぜんだった。

「ふう」

　もう一度小さく息いきを吐はき、自じ宅たくに背せを向けようとした、その時、

「ん？」

　首の後ろにチクリとした感かん覚かくを覚おぼえ、[image: たつみ]はとっさに振り返った。

　三み弥やがぎゅっと目を閉じてしがみついている。あまりに軽いので背せ負おっていることを忘れかけていたが、迷まい子ごの幼よう稚ち園えん児じは確たしかにそこにいた。瞬しゆん間かん的てきな微び痛つうのあった箇か所しよに触ふれようとして、自分の両手が幼よう女じよの足を支ささえていることを思い出す。

「どうした」

　綾羽が不ふ審しんそうな声こわ色いろで訊きいてくる。

「いや……なんでもないよ」

　実じつ際さい、今は何も感じていない。きっと三弥の睫まつ毛げか髪かみの毛けの先が触ふれたかしたのだろう、と[image: たつみ]は思い、三弥を背負い直すと歩あゆみを再さい開かいさせた。

　ここから鮎あゆ川かわ家けは近い。三弥でも自分の足で帰れそうだ。だが、ここまで来たらついでである。ちゃんと家まで送り届とどけてあげよう。

　歩き出した[image: たつみ]に不ふ満まん足ぞくげな顔つきになっていた綾羽は一いつ瞬しゆん何かいいたげに口を開いたが、しつこいほどに警けい戒かいの視し線せんを三弥に向けてから、何も言わずに[image: たつみ]と歩ほ調ちようを合わせた。大おお荷に物もつの猫ねこ子こがついてくる。

　三分も歩かないうちに、[image: たつみ]たち一いつ行こうは鮎川家の玄げん関かん先さきに到とう着ちやくした。




　　　　＊＊＊




　[image: たつみ]と鮎川家の付き合いは長い。なんせ生まれた時からだ。朝あさ凪なぎ家けがこの区く画かくに居きよを構かまえた時にはすでに鮎川と表ひよう札さつをつけた家もここにあって、近きん隣りんの者もの同どう士しという繫つながりでそれぞれの家族とは一通り顔見知りである。

　[image: たつみ]が呼よび鈴りんを押し、やがて出てきた三弥の母親は、

「まあ、ごめんなさいね。[image: たつみ]たつみ君くん。三み弥や、あなた何ど処こに行ってたの？」

　一ひと目めで状じよう況きようを見抜いたように、末すえ娘むすめに向けて叱しつ責せきの表情を浮かべる。[image: たつみ]の背せから降おりた途と端たん、三弥はたたっと走って母親のスカートに顔を埋うずめ、

「ママー」

「道に迷まよってたみたいですよ」

　[image: たつみ]は三弥を見つけた経けい緯いを話して聞かせる。鮎あゆ川かわ夫ふ人じんは娘の頭に手を置いて耳を傾かたむけることしばし、呆あきれたような安心したような息いきをつき、

「もう、三弥。[image: たつみ]君が見つけてくれなかったらどうするの。恐こわい人に連つれて行かれてたかもしれないのよ。ほんとうに、もう。お母さんは心しん配ぱいしたのですよ」

「ママー」

「ママじゃないでしょう。ごめんなさい、でしょう？」

「ごめんなさいー」

　親子のやりとりに我われ知らず微笑ほほえんでしまう[image: たつみ]だった。その傍かたわらで、綾あや羽はは鮎川親おや子こを険けわしい目で見つめている。睨にらんでいると表現するにはレベルが不ふ足そくしていたが、当とう該がい人物を完かん全ぜんに無む害がい認にん定ていした上で見る目ではないことは確たしかだ。ようは慣なれの問もん題だいで、初しよ対たい面めんの人間に対して綾羽がこのような態たい度どを取ることは最も早はや不ふ思し議ぎではなかったため、[image: たつみ]もあえて咎とがめることをしなかった。

「ところで[image: たつみ]君」

　柔やわらかい口く調ちようで娘をしかりつけていた鮎川夫人は、微び苦く笑しようしながら顔を上げ、

「そちらの綺き麗れいなお嬢じようさんと可愛かわいらしいお子さんはどなた？　親しん戚せきの方？」

「ええ、そうですね。そんなようなものです」

　他に言いつくろいようもなかったのでそう言った[image: たつみ]に非ひはないだろう。猫ねこ子こにもなかったに違ちがいない。だが、

「そんなようなものとは何だ」

　綾羽は衆しゆう目もくをはばからず、憤ふん然ぜんたる声を出す。

「わたしはお前を守しゆ護ごする者だ。親戚などではないことをここではっきりさせておけ」

　と、[image: たつみ]に声を浴あびせかけてから、不ふ意いに鮎川夫人に向き直り、

「だが、わたしを綺麗なお、お、お嬢さんと形けい容ようしたことについてはわずかながらの謝しや意いをつげよう。世せ辞じでも嬉うれしい」

　肩かたをすくめていた[image: たつみ]は、わずかながらの驚おどろきを感じた。

　──綾羽がまともなことを喋しやべった。

　それも会ったばかりの見知らぬ人間に。

　照てれ隠かくしなのだろうか、綾羽は[image: たつみ]へと向き直り、まるで喧けん嘩かを売うるような顔を作って、

「どうした[image: たつみ]。何か文もん句くでもあるのか」

「いやぁ……ないよ。ぜんぜん」

　[image: たつみ]たつみの驚おどろきが鮎あゆ川かわ夫ふ人じんに届とどくことはなく、彼女は面おも白しろそうに微笑ほほえんで首を傾かしげる。すんでのところで[image: たつみ]は立ち直った。

「彼女は……えーと、同じ学校の……、そうだ、クラスメイトなんです。津つ門と綾あや羽は紬つむぎさんというんです。同じアパートに住すんでるんで帰り道が偶ぐう然ぜん一いつ緒しよになって……。あっ、こっちの子は本当に親しん戚せきです。朝あさ凪なぎ猫ねこ子こ。えー、えーと。父方の叔お父じの子供で、つまり僕ぼくの従い姉と妹こですね」

「はぁいぃ？」

　猫子が喜き々きとして、

「従姉妹ですかーっ？　従姉妹ですねーっ。わかりましたぁ、あたしはお兄にいちゃんの従姉妹でぇす。そうしま──モガ」

　それ以上何か言う前に、[image: たつみ]はさり気なく手を伸のばして猫子の口を塞ふさいだ。

「そうなの」

　鮎川夫人は疑ぎ念ねんの欠片かけらもない笑え顔がおを見せ、次に深しん刻こくな表情に移うつった。

「そういえば[image: たつみ]君くんの家、大変なことになったわねえ。津つ波なみちゃんに聞いたの。ガス爆ばく発はつだなんてねえ。気をつけないとダメよ。幸さいわいケガはなかったそうだけど」

「あっと……ええ、はい。まったく本当に、不ふ注ちゆう意いでして……」

　津波姉ねえさん、家が吹ふき飛んだことを僕の責せき任にんにしてしまっているのかなぁ、と思いつつ頭を下げる[image: たつみ]。今目の前にいる二人の少女の私し闘とうによって破は壊かいされたんです、とはまさか言えない。それに綾羽と猫子が自じ宅たくで鉢はち合あわせしたのは津波からすれば弟おとうとの責任にも見えるのだろう。二人がおのおの[image: たつみ]を目指して登とう場じようした以上、標ひよう的てきとされた物体──この場合は[image: たつみ]──にも原げん因いんがあるなどと言い出しかねない牽けん強きよう付ふ会かいさが、いかにも津波の持ち味あじだった。

　その津波の持ち味は職しよく場ばでも発はつ揮きされており、本当に仕し事ごとをしているのかどうか疑ぎ問もんを持たれる要よう因いんの一つとして、彼女の帰き宅たく時間の早さと言えば、そろそろ帰って料りよう理りを始めないと姉の帰りに間に合わなくなるくらいであり、よって[image: たつみ]は鮎川夫人に軽く頭を下げ、

「それじゃあ、僕はこれで」

「あら、そうなの？　残ざん念ねんね。上がっていって欲ほしかったのに、立ち話が長くなっちゃったかしら」

　婦人は心から名残なごり惜おしそうに、

「せめて一かず巳みと次つぎ絵えが帰ってくるまで待またない？　ウチの子たちも、あなたのことを心しん配ぱいしていたのよ」

　[image: たつみ]は上げた頭をかきながら、

「いやあ、今日は早めに帰らないと……。二人にもよろしくと伝つたえてください」

「また遊あそんでやってね。二人とも[image: たつみ]君が高校に入ってから会う機き会かいもないって悲かなしんでいたわ」

「はぁ……まあ」

　後はごにょごにょとイイワケじみたセリフでお茶ちやを濁にごし、[image: たつみ]たつみはペコペコお辞じ儀ぎしながら鮎あゆ川かわ家けに背せを向けた。その背に、

「ほら三み弥や。さようならは？」

「ばいばーい」

　幼よう女じよの舌した足たらずな声がかかり、[image: たつみ]はわざわざ振り返って手を振り返すと、また律りち儀ぎに会え釈しやくしてから歩き出し、そのまま心持ち早はや足あしで歩き続けて角かどを曲まがったところでようやく一ひと息いきつく。

　綾あや羽はが鋭するどく言った。

「カズミとツギエとは誰だれだ。お前とどのような関かん係けい性せいを所しよ持じする者どもだ」

「ああ……」

　何となく口ごもる[image: たつみ]だったが、

「家が近所だったからね。中学までずっと同じ学校だったんだ。一かず巳みちゃんとは同学年で、幼よう稚ち園えんも一いつ緒しよだったかな。高校で別れたけど。いや、あの。別れたっていうのはそういう意味じゃなくて、ただ単たんに行く高校が別々になったっていうだけだよ。それで──」

「そんなことは訊きいていない」

　綾羽の声は不ふ審しんと警けい戒かい心しんの塊かたまりとなっていた。

「何者なのだ」

「だから……さっきの三弥ちゃんの二人のお姉ねえさんだよ。一巳ちゃんと次つぎ絵えちゃん」

「幼おさななじみー。ですねぇー」

　と、猫ねこ子こが答えを出した。

「……まあ、そうなるかなぁ」

「つまり何か」と綾羽。「その二人はお前と長い付き合いを持つ女なのか」

「付き合いと言っても……。その、小学校の時にちょくちょく遊あそんだとか、子供の会でみんなと一緒に旅りよ行こうしたとか、たまにあのお母さんが作った料りよう理りを持ってきてくれたとか、その程てい度どだよ」

「それだけか」

「うん」

「噓うそだ。お前は噓を言っている」

「……どうして？」

「なぜ、わたしの目を見ない。なにゆえ、猫子に向かって語かたりかけている。わたしは虚きよ言げんを弄ろうする人間が何よりも嫌きらいだ」

　[image: たつみ]は全ぜん身しんの勇ゆう気きを総そう動どう員いんし、綾羽の顔を直ちよく視しした。相あい手ても直視している。

「実じつは……うーん、あまり言いたくないんだけど……」

「言え」

「解わかったよ」

　[image: たつみ]たつみはヤケになったように、

「一かず巳みちゃんとは、小学校のときに恋れん愛あいの真ま似ねごとみたいなことをしてたことがあったんだ。もうホントに子供だったと思うよ。初はじめて好すきになったと思ったのが彼女だったんだ」

「…………」と綾あや羽はは険けわしい目。

　[image: たつみ]は遠い目。

「今思えば初はつ恋こいみたいなものだったのかなぁ。でも、そのうちいつのまにかそんなに意い識しきすることもなくなって、向こうもそうだったみたいで、すぐに普ふ通つうの仲なかになったんだよ。中学に入る頃ころには普通の幼おさななじみさ。何というか、変な照てれがあって廊ろう下かですれ違ちがっても目をあわせづらかったけど」

「…………」

「それだけだよ。もういいかな？」

「もう一人の女の話がまだだ」

「次つぎ絵えちゃん？　は、姉し妹まいの真ん中の子だってだけ。学年も違うしあまり接せつ点てんは──」

「だから、なぜ目を逸そらすのだ。いいか[image: たつみ]。お前はわたしの保ほ護ご下かにある。わたしはお前が朝あさ凪なぎ[image: たつみ]であり、守しゆ護ご対たい象しようだということしか知らん」

「それだけじゃダメなの？」

「悪くはない。だが、お前の交こう友ゆう関かん係けいを知っておくことは無む益えきではないと考える。特に親したしければ親しい者ほどだ。なぜならば、我われ々われの敵てきはその者たちを操あやつり、あるいはその者たちに偽ぎ装そうして接せつ近きんしてくるやもしれんからだ。情じよう報ほうの欠けつ落らくが思わぬ失しつ敗ぱいを生むこともなしとは言えないであろう」

「今はそんなに親しくないんだよ。ホントに」

　なぜか物もの悲がなしい気分になりながら、[image: たつみ]はここまできたらもういいかと、

「次絵ちゃんには……あれは僕ぼくが中学二年で彼女が小学生の時だったかな。バレンタインの日に電話で呼よび出されてチョコクッキーをもらった。包つつみの中に手紙が入っててね。なんかこう……たどたどしい感じで、まあ告こく白はくめいたものが書いてあったんだ。きっと向こうももう忘れているだろうけど」

「お前は覚おぼえていたではないか」

　綾羽の鋭するどい指し摘てきに、[image: たつみ]はもごもごと、

「……うん、まあそうなんだけど。僕も何て返していいのか解わからなくてさ。ホワイトデーにコンビニで買ってきたキャンディを渡わたしたよ。何も言わずにね。どうしていいのか途と方ほうに暮くれてたし……今思えばもう少しちゃんとしたことを言えばよかったって、時々思い返すんだ。でも次絵ちゃんも何も言わなかったしさ、それからは普通だったよ。道で会ったら挨あい拶さつはするし。その程てい度ど」

「よく解らん」

　綾あや羽はは首を傾かしげながらも、眼がん光こうはそのままに、

「ばれんたいん及およびほわいとでぃとは何だ。土ど着ちやくの通つう過か儀ぎ礼れいか宗しゆう教きよう行ぎよう事じの一つか」

「あながち間ま違ちがってないかなあ。似にたようなもんだよ」

「ふん」

　鼻はなを鳴ならした綾羽は、ようやく[image: たつみ]たつみを視し線せんの呪じゆ縛ばくから解かい放ほうしてやり、

「つまりその者たちはお前に好こう意いを抱いだいていたのだな。たとえ仮かり初そめのものだとしてもだ」

　何を言っていいのか解わからず、[image: たつみ]が黙だまっていると、

「そしてお前もその者たちに幾いくばくかの好意を抱いていたのであろう」

「それは……うーん、そうかも。でも昔むかしのことだよ？」

「正しよう直じきでいいことだ」

　綾羽はてらいもなくそう言って、深くうなずいた。

「参さん考こうになった。かつてお前と親したしき仲なかにあり、今も疎そ遠えんではない人間なのだな。やはり要よう注ちゆう意いだ」

　[image: たつみ]のリアクションを待またず、綾羽は言こと葉ばを続ける。

「お前のその知り合いどもは無む害がいな《無属ニヴオーズ》かもしれぬ。しかし[image: たつみ]、もしその者どもが敵てきに拉ら致ちされ、お前とその者たちの命いのちを等とう価かに交こう換かんせよと迫せまってきたらどうする。お前なら指し示じに従したがおうとするのではないか？」

　誰だれかの命と引ひき替かえに自分の命を差さし出す。そこまでの自じ己こ犠ぎ牲せいの精せい神しんが自分にあるだろうかと[image: たつみ]は考え込み、鮎あゆ川かわ家けの家か族ぞくを一人一人思い浮かべていると、

「お前はそうしかねんな」

　綾羽は結けつ論ろんを先回りして、

「そう言う奴やつだ、お前は。言っておくがわたしは許ゆるさんぞ。この世せ界かいにお前の命ほど大だい事じなものはないと思い知れ。わたしの任にん務む遂すい行こうのためにも、お前には生き続けてもらう」

「人ひと質じちを取って迫ってくるなんて、そんなことしそうな人たちがいるの？」

「誇ほこり高き我われ々われ《妖精アプリリス》は決してせんが、《魔術師フアルムテイ》の連中は何だってするだろう。すべての世界を見み渡わたしてもあれほどモラルの欠けつ落らくした種しゆ属ぞくはおらん」

「そう？　この前出てきた人たちは……」

「お前が他た者しやの死より自じ身しんを優ゆう先せんしては意味がないからな。奴やつ等らはお前をよくは知らなかったのだ」

「綾羽は知ってるんだね、僕ぼくのこと」

　少し嬉うれしくなりながら言った[image: たつみ]に、綾羽はじろりとした目め線せんを向けて、

「知らされた、と言うべきであろう。知りたくもなかったと言っておきたい。いいか、お前の存そん在ざい意い義ぎはただわたしに守まもられるためだけにあるのだ。お前がどのような人間でもわたしにとってはどうでもいいことなのだ。それを忘れるな」

　すっと視し線せんを前に戻した綾あや羽はの横よこ顔がおはどこまでも冷ひえていた。しかし[image: たつみ]たつみにはその言こと葉ばが額がく面めん通りのものではないと感じていた。

　なぜならば、綾羽が[image: たつみ]を知るのに充じゆう分ぶんだったように[image: たつみ]も綾羽を知るには充分な時間をともに過すごしていたからである。

　[image: たつみ]が微笑ほほえみかけながら見つめているのをどう思ったか、綾羽は長い髪かみをうるさそうに払はらいのけて、

「何をしている。急ぐのだ。外は危き険けんだ。我われらは一いつ刻こくも早く部へ屋やに戻らねばならぬ。もっと早く歩け。いや、走れ」

　[image: たつみ]はこっちの目を見ず早はや口くちで告つげる綾羽にうなずきつつ、猫ねこ子こが抱かかえるスーパーの袋ふくろを持ち上げた。
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「相あい変かわらず隙すきだらけですこと」

　暮くれなずむ空を背せに、[image: たつみ]達たちを見送る小さな人ひと影かげが不ふ満まんそうに言う。

「今、まさに今、背はい後ごから朝あさ凪なぎ[image: たつみ]様さまを襲おそえば、下か級きゆう妖よう精せいと絡から繰くり人形ごと殲せん滅めつできるでしょうに、わたしたちはこうしていることしかできませんの？」

[image: ]

　返事は鍔つば広ひろ帽ぼう子しを被かぶったひょろ長い人ひと影かげの口から漏もれた。

「……そうだねぇ……僕ぼくたちはどうしてこんなことをしているのだろうね……。帰ろうか……香こう炉ろ……僕たちの世せ界かいに……」

「帰き還かん命めい令れいが出ましたのなら」

　巻まき毛げの少女の影は、無む造ぞう作さにぶら下げたヌイグルミに向かって、

「ヘリコバクター、ご機き嫌げんいかが？　わたしたちの出で番ばんが来るまで、あなたは我が慢まんできるかしら？　わたしのこのやるかたない欲よつ求きゆうを、いったい誰だれにぶつければいいのかしら？」

「くえええええ」

　後ろ足を持たれているせいで逆さかさずりになっているのはコミカライズされたコアラのヌイグルミ。その叫さけびは怯おびえとも賛さん同どうとも取れる。

「ああ、ああ。ヘリコバクター。わたしはあの妖よう精せいさんを縊くびり殺したくてしかたがありません。綺き麗れいなお顔をズタズタに切り裂さき、悲ひ鳴めいを上げる口に自分の内ない臓ぞうを詰つめ込んでさしあげたくてたまりませんわ」

「……いい趣しゆ味みだね……香炉……とてもいいと思うよ。でもね……今ここでそれをするわけにはいかないのさ……そうじゃなかったかい……？」

「あら先生。ちゃんと指し令れいを覚おぼえておいでだったんですね。わたし、ことのほか意外ですわ。三日前のことをご記き憶おくなさっていたとは」

「……君きみが教えてくれたからね……。一時間前まで忘れていたよ……三日後にまた教えてくれないか……きっと忘れているだろうからね……」

「三日！」

　少女の影は自みずからを哀あわれむように、

「それだけ待まてば自由行動を許ゆるされるのでしょうか？　しかれども三日は長うございますわ。その間、あの方達が無ぶ事じに過すごされるとでも？」

「……それは……解わからないね……香炉……」

　弱よわ々よわしい声の主ぬしは、気けだるげに身みじろぎし、

「でもね……朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみとか言ったかな……彼は無事かもしれないね……。なんたって、今回彼らの相あい手てをするのは……」

「ええ。解っております」

　幼おさない声が昏くらみを帯おびた。

「わたしたちではありません。あの妖精さま、わたしに惨ざん殺さつされるほうがよほど良いとお泣きになられるかもしれませんわね。わたしも嫌けん悪おします。彼女は最さい悪あくの趣しゆ味みの持ち主です」

「……君にそう言われると彼女も喜よろこぶだろうね……。さあ、僕たちも準じゆん備びにかかろうか……すべきことをしておかないと……」

「準備が報むくわれるとよいのですけれども」

「……報むくわれるさ……香こう炉ろ……きっと無む駄だにはならない……」

「なぜです、先生。なぜ、言い切れるのです？」

「それはね、香炉……」

　青年の人ひと影かげは帽ぼう子しを目ま深ぶかにしながら、米こめ粒つぶほどの遠くに見える三人の姿すがたに靄もやのかかったような瞳ひとみを向けた。

「……すでに決まっていることを予定通りに実じつ行こうする……僕たちがここにいる理り由ゆうは、それだけだからだよ……」

「わたしは他のこともしたいですわ。この世せ界かいに滞たい在ざいし続ける限かぎり、果はてしなく汚けがれゆく我わが身みを清きよめる程てい度どのことを」

「……いいね……たやすいことさ……協きよう力りよくするよ……」

　それきり無む言ごんが続き、やがて青年と童どう女じよとヌイグルミの影は風に紛まぎれるように、とある新しん築ちくマンションの屋おく上じようから姿すがたを消した。
















　滞とどこおることなく翌よく日じつは来た。

　[image: たつみ]たつみの身みの上に危き険けんが降ふりかかることはなく、古ふるぼけたアパートの一いつ室しつを恐きよう怖ふに塗ぬり替かえる事じ件けんも起きなかった。

　その日の朝も、[image: たつみ]は目め覚ざましより早く起きると、同じ部へ屋やで就しゆう寝しんしたはずの猫ねこ子この姿すがたを探さがし、壁かべ際ぎわまで転ころがっていた寝ね相ぞうの悪さに半なかば感かん心しんしながら布ふ団とんまで戻してやって、それから制せい服ふくに着き替がえ終えると洗せん面めん所じよに行って歯は磨みがき等などをすませ、次にエプロンを片かた手てに台所へと向かう。

　まず朝イチで取りかからなければならないのは人数分の朝ちよう食しよくと、姉あね一人分の弁べん当とうだ。

　目もつ下かのところ、住じゆう居きよを同じくしている者は[image: たつみ]を含ふくめて四人だったが、料りよう理りを可か能のうとするのは[image: たつみ]ただ一人であり、他の三人のうち一人はやる気ゼロ、一人は手て伝つだい程てい度ど、一人は邪じや魔まにしかならないという偏かたよった編へん成せいである。

　とは言え、不ふ平へいをもらすつもりなどない。長なが年ねん姉の食生活の面めん倒どうを見てきた[image: たつみ]にとって、朝あさ夕ゆうの飯めし支じ度たくはとうに習しゆう慣かん化かされており、二人が四人になったところで食しよく費ひが倍ばい増ぞうしたという以上の悩なやみはなかった。

　まあ、もし綾あや羽はではなく、すみれ台だいが自分のもとに来ていればどうだったかな、と思わないではないものの。

　[image: たつみ]は手早く調ちよう理りに取りかかる。まずは津つ波なみの昼食用弁当だ。これは昨日きのうの余あまり物であるハンバーグとサラダの残のこりで何とかなる。無ぶ骨こつなアルミ製せいの弁当箱ばこにジャーに残していた白しろ飯めしを詰つめ、タクアンを数切れ載のせてから、おかずはタッパに入れて蓋ふたをする。

　そして朝食だが、これもそれほど手間はかからない。今日は洋よう食しよくにしようと昨日のうちに考えていた[image: たつみ]は、皮かわを剝むいたリンゴとニンジンをジューサーに放り込み、食パンをトースターに揃そろえて入れ、時間をセットしてからフライパンをコンロにかけ、オリーブオイルをひいて熱しつつ頃ころ合あいを見み計はからい片かた手てで卵たまごを割わって投とう入にゆう、菜さい箸ばしでかき混まぜてスクランブルドエッグを作さく製せいする。半はん熟じゆくよりやや固かために仕上がったところで火を消し、レタスを切って皿さらに載せ、その横に卵を盛もりつけ。ここでジューサーのスイッチをオン、ガーガーと騒そう音おんを撒まき散ちらすジューサーを横よこ目めにトーストの焼き上がり程てい度どを確かく認にんする。

　だいたいこのあたりで、いつも猫ねこ子こが起きてくる。

「ふぁぁ。おはよぉござぁいまーす」

　猫子は目を擦すり擦り、パジャマのままで部屋を出てきた。

「おはよう」

　[image: たつみ]の横を通って猫子は洗面台のほうへと消えた。この人ひと型がた兵へい器きは毎朝の洗顔と歯は磨みがきを一人でできるほどの性せい能のうを誇ほこっているのだった。ただし蛇じや口ぐちを回すには背せが足たりず、専用の足あし場ばが必ひつ要ようだったが。

　次に起きてくるのは津波である。すっかり身み支じ度たくを整ととのえた姉の今日のファッションは、派は手でなプリントドレスにキラキラしたベルトを巻まき、ゼブラ柄がらの黒ストッキングという高校教きよう師しらしからぬものであったが、[image: たつみ]たつみには特に感かん想そうはない。

　津つ波なみは挨あい拶さつもせずに猫ねこ子この後を追い、猫子よりも早く出てきて卓袱ちやぶ台だいの上かみ座ざに座すわってテレビをつけた、と同時にトースターがチンと鳴なる。

　もちろんいそいそと料りよう理りを運はこぶのは[image: たつみ]の身みに染しみついた習しゆう慣かんだ。津波が無む言ごんで食べ始めたあたりで、猫子もやって来た。給きゆう仕じを手て伝つだってくれるのは唯ゆい一いつ、彼女だけである。

　全部の用意が終しゆう了りようし、三人が卓袱台を囲かこんでやっと登とう場じようするのは綾あや羽はだ。

　制せい服ふく以外の外がい出しゆつ着ぎを持っていない綾羽は、たいてい朝から晩ばんまで同じ格かつ好こうをしている。

　どこか不ふ機き嫌げんそうな顔つきなのは、寝ね不ぶ足そくの効こう果かがほとんどである。なにしろ綾羽は寝ずの番ばんと称しようし、夜に眠ねむることを拒きよ否ひしていた。闇やみ討うちを恐おそれてのことなのだが、そのおかげかあるいは無む駄だな努ど力りよくなのか、今のところ[image: たつみ]が眠っている間に襲おそってくる者はいなかった。

「やあ、おはよう、綾羽」

「うむ」

　重おも々おもしくうなずき、綾羽は食事中の津波とじっと座って待まっていた猫子の間に座った。

　不機嫌の理り由ゆうはもう一つあって、それは[image: たつみ]が料理をしているところを見ていると何やら不ふ穏おんな気分になるらしく、支し度たくが完かん了りようしたタイミングに合わせて部へ屋やから出て来るのはそのためである。どうやら[image: たつみ]に世話をされている心しん境きようになるようで、それを克こく服ふくすべしと思ったのか、かつて一度だけ率そつ先せんして料理をかって出ようとしたこともあった。

　詳くわしくは語かたらないことにする。しばらく眺ながめていた[image: たつみ]が丁てい重ちようかつ迅じん速そくに御ご遠えん慮りよ申もうし上げる旨むねのみを伝つたえたとだけ言っておこう。高たか飛び車しやな美少女が料理ベタというのも類るい型けい的てきすぎるが、そのくらいであったほうが共きよう感かんを呼びやすい部分でもある。完かん璧ぺきな人間よりもどこか抜けていたほうが愛あいらしさを発見しやすいものであるが、まあ、どっちでもいいことだ。

　どっちでもいいと言えば、特にこれまでの日々と変化のない食事シーンもそうであって、長々と描びよう写しやすることに何の意味も伏ふく線せんもなく、単たんなる日にち常じよう風ふう景けいに過ぎないので早回しでお送りする。

　最初に食べ始めた津波がまっ先に箸はしを置き、[image: たつみ]が作った弁べん当とうを持って出しゆつ勤きん。綾羽が無む口くちなものだから弾はずむこともない食事を三人も順じゆん次じ食べ終えると、流し台でしばらく皿さら洗あらいをし、学校に出かける準じゆん備びへと移うつる。以上。

　ちなみに準備とは[image: たつみ]が猫子の着き替がえを手伝ってやることのみであり、この人ひと型がた兵へい器きは洗せん顔がんと歯は磨みがきは自力でできるが、服の着ちやく脱だつとシャンプーとリンスに関かんしては人の手を借かりねば手て間ま取どる程てい度どには何となく高こう性せい能のうなのだった。

　高校生ではまったく通用しないお子様な猫子には制服が与あたえられておらず、身みにつけるものはシンプルなワンピースとインナーであって、その姿はどこから見ても小学生なのだが、通う所は[image: たつみ]とまったく同じ高校の同じ教室である。彼女は教室で飼かわれているペット兼けん授じゆ業ぎよう中ちゆうの[image: たつみ]の護ご衛えいとして、毎日重じゆう火か器きを抱かかえてクラスの生せい徒と監かん視し任にん務むについていた。もしクラスメイトの誰だれかが[image: たつみ]に危き害がいを加くわえる兆ちよう候こうがあれば躊ちゆう躇ちよなく射しや殺さつせよ、と綾羽に命めい令れいされている。幸さいわい、今のところ死者は出ていない。[image: たつみ]たつみも級きゆう友ゆうの葬そう式しきに参さん列れつしたくはないので、毎日学校が終わるたびに胸むねをなで下ろしていたりする。

「それじゃあ出かけようか」

　[image: たつみ]が移い動どうしようとしなければ、綾あや羽はと猫ねこ子こも動かない。彼女たちの居い場ば所しよは常つねに[image: たつみ]の近きん辺ぺんであり、猫子などは[image: たつみ]から五メートル以上離はなれると自じ爆ばくモードに入るのだ。これも幸さいわいなことに猫子が自爆を敢かん行こうしたのは一度きりであり、その時もまた死者は出なかった。もっともこの時、[image: たつみ]には《魔術師フアルムテイ》二人組の安あん否ぴを確かく認にんするすべはなかったし、きっちり生せい存ぞんしていることを知りようもなかったが、どことなく死んでいて欲ほしくはないと思っているのだった。

　どこまでのんきなんだ。少しは立場を自じ覚かくして欲しい。
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　登とう校こう風ふう景けいも至いたって平へい凡ぼんで、途と中ちゆう、木ぼく刀とうを振ふりかざしたツリ目の中学生みたいな少女に襲おそわれることもなく、[image: たつみ]と綾羽と猫子は高校に到とう着ちやくした。

　付つけ加くわえるなら朝の教室風景も平へい穏おんなことしきりで、生せい気きのない青年と理り知ち的てきな雰ふん囲い気きの美び貌ぼうの内部に鮮せん烈れつな殺さつ意いを秘ひめた幼よう女じよが待まち受けていることもなく、未いまだ死し亡ぼうに到とう達たつしていないクラスメイト達たちが思い思いにホームルームを待っている光こう景けいが広がっている。

　他のクラスと差さ違いがあるとすれば、机つくえの配はい列れつに見て取れるだろうか。二つの机を中心にして、他が同どう心しん円えん上じように配置されている教室はかなり珍めずらしい部ぶ類るいに入る。これも綾羽の強きよう制せい的てきな要よう望ぼうによるもので、当とう然ぜんのことながら二つの机の主ぬしは[image: たつみ]と綾羽だった。

　そうまでさせておいて、綾羽はこの教室で学がく業ぎようにいそしむために来るのではなかった。そんな姿すがたを見せたことは登とう場じよう以い来らい一度もない。だいいち、筆ひつ記き用よう具ぐの一つも持たない手ぶらで来ているのである。

　彼女の仕し事ごとは[image: たつみ]の護ご衛えいオンリーであり、この世せ界かいの教きよう育いくシステムに組み込まれることを潔いさぎよしとせず、では何をしているのかというと、おおむね居い眠ねむりに終しゆう始ししていた。本人に眠るつもりはないようなのだが、いくら《妖精アプリリス》とやらの綾羽でも生せい物ぶつ的てき欲よつ求きゆうは覆くつがえしがたいものがあるらしく、すぐに目め覚ざめる体たい勢せいでいつつも昼休み以外の時間のほとんどを睡すい眠みんにあてている。

　夜眠る代かわりに朝あさ昼ひると眠り、この時間の[image: たつみ]守しゆ護ご職しよくは暗あん黙もくのうちに猫子に引き継つがれていた。

　[image: たつみ]・綾羽・猫子のトリオは教室はおろか学校中で異い彩さいを放つ存そん在ざいになっており、誰だれもが色々な意味で一いち目もくおいているのだが、中にはそうでないものいて、その筆ひつ頭とうとして朝あさ凪なぎ津つ波なみが上げられる。そしてそんな女教師を担たん任にんとして仰あおいでいる由ゆ縁えんか、このクラスの生徒達はどういう心づもりかけっこうやすやすと異い物ぶつを受け入れることに成せい功こうしていた。のんきなのは[image: たつみ]だけではないように思え、ホッとするやら呆あきれるやらである。

「おはよう、朝凪君くん。今日も何事もなければいいわね」

　きちんと挨あい拶さつしてくれる生せい徒ともいる。

　森もり村むら千ち夏なつ、このクラスで[image: たつみ]たつみと比ひ較かく的てき仲なかのよい二人のうちの一人だ。この教室内で最もつとも平へい穏おんを愛あいする人物と言っていい。

「おはよ。たぶんだけど何もないと思うよ」

　[image: たつみ]がそう返へん答とうしたのは、昨日きのう何もなかったのだから今日もそうだろう、という薄はく弱じやくで曖あい昧まいな根こん拠きよに基もとづいている。かつて綾あや羽はがズタズタに引き裂さかれ、猫ねこ子こが自じ爆ばくし、教室の壁かべに巨きよ大だいな穴あなが空あいたことなどすっかり忘れ去さっているようだが、そんなことではこの先やっていけないと忠ちゆう告こくしたい。やる気がないんなら言わないが。

　千夏はフフッとすれた笑えみを浮かべ、[image: たつみ]の横で寺じ門もんの仁に王おう像ぞうのように立っている綾羽に目を滑すべらせた。綾羽は眠ねむたげにはしているが、油ゆ断だんなく教室中に視し線せんを放って生徒一人一人を視線で確かく認にんするような面おも持もち。

　以前もそうしていたので、その時に[image: たつみ]が尋たずねたところ、

「昨日と同じ姿すがたをしてるからと言って、今日も同じ人間であるとは限かぎらない」

　綾羽は真しん剣けんに言ったものだ。

「そっくりな人間に化ばけているのかもしれん。または、中なか身みが入れ替かわってることもありうる。操あやつられていることもないとは言えん。いつお前に向かって牙きばを剝むくか知れたものではない。できれば一人ずつ殴なぐり倒たおしてみれば正しよう体たいを現あらわすかもしれんが──」

「綾羽、頼たのむから、それはやめておいて……くれると嬉うれしいな」

　[image: たつみ]の切せつなる願ねがいに、綾羽は不ふ承しよう不ぶ承しよう応おうじた。

「いいだろう。見たところ、怪あやしい気け配はいはないようだからな。ここにいる者どもの気配は確たしかに《無属ニヴオーズ》の人間のものだ。人ひと型がた兵へい器きにすり替わっていたらわたしには一ひと目めで解わかる」

　そんな会話で落ち着いた後も、綾羽のクラスメイト観かん察さつは日につ課かとなっていたが、今のところ教室に人じん外がいのものが潜せん入にゆうする計けい画かくは実じつ行こうされていないようで[image: たつみ]も一ひと安心である。

　せっかく綾羽に無む害がいと認にん定ていされながら、中には進んで突つっかかってきた人物もいたが、その約やく一名だった石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうの姿は教室にない。

　昨日もなかった。というか一週間ほど見かけない。

　綾羽が初はつ登とう校こうした初日に、彼女の拳こぶしによって保ほ健けん室しつ送りにされた石丸は、その後いろいろあって修しゆ行ぎようの旅たびに出て、帰ってきたと思ったら綾羽に再さい戦せんを申もうし込こみ、またまたいろいろあって再ふたたび辛つらく険けわしい自じ己こ鍛たん錬れんの道へと踏ふみ入ってしまったのである。どこかで端は役やくらしからぬ活かつ躍やくをしているのかもしれないが、面めん倒どうなので詳しよう細さいはいずれかの機き会かいに譲ゆずるとする。ともかくここでは石丸は高校を自じ発はつ的てきにサボっており、クラスの誰も彼の無存在を気にしていないということだけ解わかっておいて欲ほしい。

　森村千夏はおとなしく席に着く綾羽と、ちょちょちょっと走って教室の最さい後こう尾びにしゃがみこむ猫子を見ていたが、やんわりと微笑ほほえんで、

「まあね、綾あや羽はさんが暴ぼう力りよく事じ件けんを起こさなくなって、それだけでも助たすかるわ。[image: たつみ]たつみ君くんの教きよう育いくの成せい果か？　後はクラスのみんなにもっと馴な染じんでくれたらいいんだけど。そっちの教育はまだしてないの？」

「僕ぼくはなんにも教えちゃいないよ」

　登とう校こうして帰ってご飯はんを作って眠ねむる、という日々を淡たん々たんと過ごしているだけの平へい和わな生活がしばらく続いている。教育するまでもなく、綾羽だって自し然ぜんと学まなぶところがあっただろうと彼は考えていた。[image: たつみ]に不ふ意いに接せつ近きんする人間には相あい変かわらずの警けい戒かん心しんを剝むき出しにしていたが、問もん答どう無む用ようで殴なぐりかかる回数が減げん少しようの傾けい向こうにあるのは喜よろこばしい。こうして千ち夏なつと会話していても割わって入って[image: たつみ]を千夏の手の届とどく範はん囲いから引きはがしたりしないし。

　席せきに着いた綾羽は背せ筋すじをピンと伸のばしたまま、早くもウトウトし始めていた。

　千夏はその様よう子すをうかがって、

「ふーん、そうなの。ちょっとつまんないな。家にいるときなんかどうしてるの？　同じ部へ屋やにずっといるんでしょ？　てことはさ、どうしても意い識しきしちゃったりしない？　異い性せいがすぐそばにいるわけなんだし、身体からだが触ふれ合う機き会かいなんかも多いわよね。ほら、男女間の親しん密みつ度どが増ふえるようなこととかない？　アクシデントっぽく、こう、お風ふ呂ろ上がりの脱だつ衣い所じよでうっかり鉢はち合あわせとか、そんなこんなで眠ねむれない夜を過すごしたりとか」

　何の妄もう想そうを働はたらかせているのか、妙みように表情を弾はずませている同どう級きゆう生せいに[image: たつみ]に首を振った。

[image: ]

「ないよ」

　そう答えるのは何となく残ざん念ねんな気もしたが。

　津つ波なみが教室にやって来たのと、予よ鈴れいがなったのは同どう時じ刻こくだった。

「おはようさん、皆みなの衆しゆう。今日もゴミのように退たい屈くつな一日の始まりよ。私にはこんな代かわり映ばえのしない朝っぱらから何かしようなんて気き力りよくはないわ。ついでに言うと伝でん達たつすることもないのよね」

　教きよう壇だんに立つ津波は、いつもの感情の読めない目で教室を見回し、

「でも、次の授じゆ業ぎようが始まるまで何か時間を潰つぶさないといけないわけだし、そうねえ、ちょっとした人じん生せい訓くんでも垂たれ流すことにしましょうか」

　出しゆつ席せき簿ぼを邪じや魔まそうに教きよう卓たくに放り出して、

「今け朝さのテレビでパネリストが本を読まない子供たちにぶつくさ文もん句くを垂れてんのを見てたんだけどね、若じやく年ねん層そうの活かつ字じ離ばなれが叫さけばれて久ひさしいとかなんとかだったかしら。私はせっせと読どく書しよをしようが、まったく読まなかろうが別にどうだっていいと思うのよ。そんなの個こ人じんの趣しゆ味みにすぎないし自由にすればいいんだから。問もん題だい視しされるべきは、そのうち作り手側がわが活字離れ世せ代だいに入ってんのに活字による作品を生み出し始めるってことなわけ。もうそうなってる気がするけどね。これがどういうことかと言うと、小しよう説せつが小説であることの意い味みを失うしなって、単たんなる物語の言げん語ご表ひよう現げん手しゆ段だんになってしまうということよ」

　津波は気だるげに髪かみをかき上げ、

「市し場じようがそれでいいっていうのなら私がとやかく言うことでもないんだけど、古こ典てん的てきな歴れき史し書しよ物もつを愛あいする身みとして一いち抹まつの寂さびしさと懸け念ねんを感じるわね。特とくに最近の売うれ筋すじを見ていると強くそう思うわ」

　生せい徒と達たちが大人しくしているのは拝はい聴ちようしているからではない。津波が何を言っているのか理り解かいしかねているからである。

「私が国こく語ご教きよう師しならこういう課か題だいを出すわ。どの叢そう書しよでもいいから売れてる順じゆんに百冊さつくらい読んで、そしてどの作品がどこから何をパクって来ているかレポートで提てい出しゆつするの。簡かん単たんなことよ。いい？　私が実じつ際さいにざっと目を通したところ、百冊のうち二十冊は何のひねりもない単たんなるパクリだったわ。他の二十冊は少しは嚙かみ砕くだいてアウトプットしたパクリね。さらに二十冊は作者本人がパクリとは知らずにパクってるパターンで、もう二十冊はキャラとガジェットをそのまま持ってきたパクリ、残りの二十冊は構こう成せいやストーリーをパクってた」

　津波が考かんがえる真しんのオリジナルとは、どうやら新あらたな言語の創そう世せいから始めなくてはならない部ぶ類るいのものらしい。いったい地上の誰だれにそのようなものが創そう作さくできるのだろうか。津波の意見が部分的に間ま違ちがっているところは、いっさいのモチーフやオマージュ的てき要よう素そまでもをコピーとして断だん罪ざいしていることである。彼女の言い分ではシミュラークルや換かん骨こつ奪だつ胎たい、様よう式しき美びといったものが成せい立りつしない。

　津つ波なみはどうでもよさそうに、

「面おも白しろいのは解わかるし、いかにも影えい響きよう受けましたって言いたいのも解るけど、確かく信しん犯はん的てきで安あん易いなパロディネタの濫らん発ぱつには反へ吐どが出るわ」

　なるほど、初しよっぱなが活かつ字じの話だったことから考えると、津波は活字メディアがそれ以外のメディアから影響を受けることが嫌きらいらしい。しかしながら残ざん念ねんながら、彼女のその考えはいささか現げん在ざい的てきという地ち点てんから遠くにある。くしくも津波が言ったように、判はん断だん基き準じゆんのすべては受け手の趣しゆ味みの問題にのみ帰きするからである。

「今はそれでいいかもね。でも未み来らいはどうなるのかしら？　現代という時にいる私たちは、次の時じ代だいのためにもオリジナルを創つくる努ど力りよくをしなければならないんじゃない？　何も生み出さなければ遺い産さんは食い潰つぶされるものよ。みんなも頭に刻きざみつけておきなさい。一つの風ふう船せんは永えい遠えんにふくらみ続けてくれないわ。いつか割われるものなのよ。だからこそ、私たちが今すべきことも生まれるの。新しい風船を見つけ出して息いきを吹ふき込むということをね」

　そうなの？

「選せん択たく肢しが増ふえているように見えて、実じつは易やすきに流れているように見えるのは私だけかしら？　肝かん心じんなのは鉱こう脈みやくを掘ほり当てようと既き存ぞんの地面を掘り返すことではなくて、新たな大陸を発見することだと思うわ。生せい徒と諸しよ君くん、あなたたちにはぜひ新しん世せ界かいを探さがし当てようとするだけの気き概がいを持って育そだって欲ほしいわね」

　言いたいことだけを言い、津波は腕うで時計を覗のぞき込むと、さっさと教室を出て行った。

　[image: たつみ]たつみはやれやれと肩かたをすくめ、綾あや羽はは目を半はん閉とじにして、元もとから津波の話など聞いていない。千ち夏なつやその他の生徒は一いち応おう聞いてはいたものの、内ない容ようを理り解かいしようという気などさらさらなかった。

　知っての通り、高校生ともなると授じゆ業ぎよう中ちゆう以い外がいの教きよう師しの話以上に考えなければならない物事のほうが多いからである。




　　　　＊＊＊




　綾羽は一いち限げん目めの開始と同時に机つくえに突つっ伏ぷして眠ねむり始め、午前の授業いっぱいまでそうしていた。いつものことである。夜や間かんにまんじりともせずにいる彼女にとって、この教室にいる時間は貴き重ちような睡すい眠みん時間なのだ。

　可か憐れんな寝ね顔がおを[image: たつみ]に向ける綾羽は、閉じた睫まつ毛げをぴくぴくさせながら、

「……[image: たつみ]……そこではない……もっと下だ……こら猫ねこ子こくすぐるな……うくっ……」

　どんな夢ゆめを見ているのか、もぞもぞと膝ひざを擦すり合わせながら寝ね言ごとまで漏もらしている。

　綾羽のぽつぽつとした言こと葉ばは、やがて[image: たつみ]には聞き取れない言げん語ごに変わり、最さい終しゆう的てきに寝ね息いきのみとなった。安あん眠みん。

　いくら猫ねこ子こがロケットランチャーを抱だきしめてニコニコしているからとはいえ、[image: たつみ]たつみを付つけ狙ねらう敵てきなる者どもとやらが思おも惑わくを実じつ行こうするならこの時がうってつけと言えるだろうが、なぜかそんな事じ態たいを招まねいたことは今のところない。それはなにがしかの都つ合ごうがあるからかもしれないし、また別の事じ情じようによるものかもしれない。そのうち明あかされる命めい題だいかもしれないし、特に意味はないのかもしれない。

　それはともかく、綾あや羽はが眠ねむり続け、彼女以外の生せい徒と達たちがルーチンワークな授じゆ業ぎようをこなしているうちに、いつしか時計の針はりは昼休みの時じ刻こくを指していた。

「綾羽、お昼だよ」

　長い髪かみをまとう綾羽の肩かた口ぐちに、そっと手を触ふれながら[image: たつみ]は言った。

　いつも恐こわい顔をしている反はん動どうか、横を向いて目を閉じた綾羽の寝ね顔がおは恐おそろしくいとけない。時間いっぱい眺ながめていたかったが、起こさないと後で怒おこられる。

「んん……ああ。うむ」

　綾羽はゆるゆると目を開けて、ぼんやりした顔をもたげて[image: たつみ]を見た。

「……休きゆう憩けい時間か」

　目め覚ざめた綾羽は、教室内に視し線せんを一いつ周しゆうさせると立ち上がった。

「敵の襲しゆう来らいはなかったようだな」

　以前なら決けつして居い眠ねむりを認みとめない彼女だったが、二十四時間覚かく醒せいし続けるのはやっぱり無理だと学まなんだようだ。今ではすっかりこの教室を安あん眠みんの場所にしている。起きあがるのは[image: たつみ]が教室外に移い動どうする場合だけだった。なので[image: たつみ]はおちおちトイレにも行けない。

　そして昼休み、[image: たつみ]は食しよく堂どうに行かなければならなかった。綾羽たちが来るまで姉あねと自分の弁べん当とうを作るのは[image: たつみ]の仕事の一つだったが、今はもっぱら学がく食しよくを利用している。[image: たつみ]としては姉の弁当を作るのならば四人分まとめて作ってしまってもよかったが、そうしなくてもよい理り由ゆうができたのである。

　[image: たつみ]は猫子にロケットランチャーをしまうように言い、綾羽と三人で食堂へ向かった。

　食しよつ券けんを買う必ひつ要ようはない。だからこその食堂使用理由である。

　昼ちゆう食しよくを求める学生たちでごった返す学生食堂の一いつ角かくに、そこだけ異い空くう間かんのようなスペースが広がっていた。中なか庭にわの見える窓まど際ぎわという特とく等とう席せきに加え、そっけなく居い並ならぶテーブルとはまるで一いつ線せんを画かくす豪ごう奢しやな円えん状じようの食しよく卓たくが鎮ちん座ざして、一いつ般ぱん生徒お断ことわりな雰ふん囲い気きを振りまくそこには、一ひと目めで非ひ日にち常じようの産さん物ぶつであるのが解わかる二人組がいた。

　一人は背せもたれのやたら長い椅い子すにあぐらをかいて座すわる金きん髪ぱつサイドテールの少女、一人はテーブル脇わきに立って微笑ほほえむ丸まる眼鏡めがねのメイド風ふう女性。後こう者しやの人物が[image: たつみ]を見つけて、

「[image: たつみ]さん、どうぞ。お待まちしておりましたわ。こちらへ」

　すっと椅子を引いて座るように促うながした。

「いつもすみません」

　[image: たつみ]たつみは頭を下げる。

　すみれ台だいは慈じ愛あいの笑えみを浮かべ、綾あや羽はと猫ねこ子こにも同じ仕し草ぐさ。

「わぁい」

　猫子はよじ登のぼるようにして椅い子すに正せい座ざし、綾羽はどこか憮ぶ然ぜんとした顔つきで着ちやく席せきした。綾羽の正しよう面めんに座すわっている金きん髪ぱつ少女が、

「はんっ！　毎日毎日、タダ飯めし食いに来るなんていい身み分ぶんね！」

　挑いどみかかるような目と口の形をし、顎あごをつんと上げながら、

「まったく呆あきれるったらありゃしないわっ。あたしならこんな物もの乞ごいみたいな真ま似ねはできっこないもの！　頼たのまれたって断ことわるもんね！　バカじゃないの？」

「まあまあ、媛ひめ」

　と、すみれ台。

「これはわたしが趣しゆ味みでしていることですわ。作っているのもわたし一人ですし、それに、媛、いつもわたしが提てい供きようするお料りよう理りを残されるのではありませんか。なら、[image: たつみ]さんたちにも食べてもらったほうが、わたしとしても作りがいがあります」

「それはねぇ！　あんたがいっ───っつも作りすぎるからよっ！　それとも何？　すみれ台、あんたあたしを太らせようとでもいう気？　なんのつもり？」

　媛の反はん論ろんに、すみれ台はあくまでもやんわりと、

「媛は成せい長ちよう期きであらせられますから。仕つかえる主しゆの身体からだを思うのはわたしの本分なのでございますわ。綾羽さんに負まけないサイズをお求もとめでしょう？」

「うるさいバカぁ！　そんなに負けてないわようっ！」

「あら？　そうなのですか。では毎まい晩ばんのようにしているバストアップ体たい操そうはいったい」

「だ、だだだまりなさいっ！　だいたい何よあんたのそのカッコっ、今時メイドなんて流は行やらないのよ!?」

「媛の制せい服ふくはとても似に合あっておりますわ」

　二人の枕まくらめいたやりとりを耳にしつつ、[image: たつみ]は食しよく卓たくを眺ながめた。五人分でもまだ多いくらいの料理の数々。しかもどこの高こう級きゆうレストランかというようなメニューが揃そろっていた。それはもう、マンガの背はい景けいに描えがかれていそうな代しろ物ものが大量に並ならんでいる。いったいどこから食材を確かく保ほしてきたのか知らないが、これらすべてはすみれ台が学食の厨ちゆう房ぼうを借かりて調ちよう理りしたものだった。

　さて、この《剣メ精イ》とかいう種しゆに属ぞくするらしい媛とすみれ台コンビ、どんな手順を踏ふんだのか皆かい目もく見当もつかないのだが、この高校の食堂を根ね城じろにしていた。背景に紛まぎれようとしているのか、媛はちゃんとこの高校の制服を着込んでいて、しかし中学生くらいにしか見えない。そして、すみれ台のメイド装しよう束ぞくは完かん全ぜんにどこからも浮いていた。

　[image: たつみ]がいつ来ても二人はここにおり、媛はイライラと、すみれ台はニコニコと何をするでもなく学校に居い場ば所しよを確かく保ほしている。そして[image: たつみ]たちに手料理を振る舞まってくれるのだ。[image: たつみ]が弁べん当とう作りを中ちゆう断だんしているのはこのためである。

　綾あや羽はと猫ねこ子こが《魔術師フアルムテイ》と激げき闘とうを繰くり広げた数日後から、媛ひめとすみれ台だいは日中の拠きよ点てんをこの場所に置いていた。何のためなのか[image: たつみ]たつみは知らない。試ためしに考えてみても、[image: たつみ]たちに昼食を食べさせるのが目もく的てきだとしか思いようもなかった。

　それにしては媛は不満そうだったが。

　すみれ台は頰ほおをふくらませる媛から顔を外はずし、

「どうぞお召めし上がりを」

　[image: たつみ]は慎つつしんでご相しよう伴ばんにあずかる。綾羽と猫子は遠えん慮りよとは無む縁えんの態たい度どだ。綾羽は憎にくまれ口を叩たたく媛を意い識しきして無む視しするように、猫子は底そこ抜ぬけに無む邪じや気きな様よう子すでナイフとフォークを手にする。

　綾羽が媛に対して無む反はん応のうに見えるのは、毎昼ごとに繰くり広げられる言こと葉ばの応おう酬しゆうにすっかり飽あきているからでもある。ここ何週かずっと同じパターンなことをしていたら、そりゃ言葉も尽つきようというものだった。

　[image: たつみ]も当とう初しよは豪ごう華かなランチの無む償しよう提てい供きように恐きよう縮しゆくしきりだったが、その恐縮も今ではだいぶ緩かん和わされ、大きな感かん謝しやをもって受け入れるほうにシフトしつつあった。

　取り分けてくれた白しろ身み魚ざかなのムニエルを[image: たつみ]がつついていると、すみれ台はグラスに蒸じよう留りゆう水すいを注そそぎながら、

「最近、変わりはございませんか？　どうも静しずかすぎる気がするのですけれども」

　まるで何かあったほうがいいような口く調ちようだなあ、と[image: たつみ]は思いつつ、

「うん……。ないなあ。石いし丸まるも帰ってこないし」

「あの愉ゆ快かいな方ですね。あの時は面おも白しろいことになりましたわねぇ」

　すみれ台も加くわわっていた『あの面白いこと』とやらを、[image: たつみ]はあんまり楽しめなかった。はっきり言って気き疲づかれすること甚じん大だいだった。もしかしたら、石丸が戻ってきたらもう一度繰くり返されるかもしれない。そう思うと[image: たつみ]の食しよくは細くなる。

　だいたいあれを普ふ通つうに楽しんでいたのはすみれ台と猫子くらいではなかったか？　石丸はどこまでも真しん剣けんだったし、綾羽もそれなりに真剣だった。媛はバカバカしそうで、[image: たつみ]は疲れた。その顚てん末まつはいずれまた語られるだろうが、やはり特別ここで取り上げる必ひつ要ようはないので省しよう略りやくする。

　[image: たつみ]と綾羽、猫子は、すみれ台が次々運はこび込んでくる最後の晩ばん餐さんみたいな手て料りよう理りを口に詰つめ込みながら、媛の立てる叫さけび声みたいな文もん句くを聞き流し、昼休み終しゆう了りよう間ま際ぎわに席せきを立った。

　[image: たつみ]はすみれ台に礼れいと味あじの感かん想そうを告つげ、[image: たつみ]の真ま似ねをしてペコペコしている猫子の横で綾羽はむっつりと横を向き、まだ何か言ってる媛を最後まで無む視しし、食堂から去さった。

　何のために出てきたのか解わからない《剣メ精イ》二人組であったが、のちのち活かつ躍やくする場もあるだろう。その時まで雌し伏ふくの時を過すごしておいてもらいたい。

　《魔術師》やその他の者どもとともに。
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　そのまま学校で何が起こるわけでもなく、時間と場面は変わって時は夕方、場所は通学路へと飛ぶ。

　[image: たつみ]たつみたち三人は学校を後にし、習しゆう慣かんとなっている買い出しに向かっていた。行きつけのスーパーは下校途と中ちゆうの道をやや遠回りしたところにある。学校を出て即そつ行こう、買い物に出向くのは[image: たつみ]に染しみついた長年の生活習慣のたまものだった。年を経へるにつれて弟おとうとが何か一つ可か能のうとすることを覚おぼえると、姉あねはその一つ一つをすぐさま放ほう棄きしていった。日々の料りよう理りはその最さいたるものであり、おかげで[image: たつみ]は小学生のころからフライパンを握にぎっている。

　ところで、忘れていたが今の季き節せつは梅つ雨ゆ時どきだ。だが今年はカラ梅雨らしい。[image: たつみ]が傘かさを持って登とう校こうした日は、ちょっと思い出せないほどの過か去この記き憶おくにあって、今日も薄うす曇ぐもりであったが雨は降ふりそうにない。

「ねえ、綾あや羽は」

　黙だまって歩いているのも何なので、[image: たつみ]は声をかけてみた。

「何だ」

　ぶっきらぼうな声が横から飛んでくる。綾羽は髪かみをなびかせる、というのが最もつともふさわしい歩き方で[image: たつみ]の隣となりを歩いていた。

　彼女の言葉づかいが、なにがしかの誤ご解かいの産さん物ぶつらしいと知っている[image: たつみ]は気にせず、

「綾羽の世せ界かいはどういうところなの？　こことはかなり違ちがうのかな？」

「聞いてどうするのだ。押しかけるつもりか」

「え、僕ぼくが行くこともできるの？」

「わたしがここに来ているのだから、お前が我わが祖そ国こくに行くこともできよう」

　綾羽の強い意い志しを持つ目が、ふっと和やわらいだ。故郷ふるさとの話をするときだけ、彼女は柔やわらかな雰ふん囲い気きに包つつまれる。

「わたしの世界は」

　と綾羽は遠くの方を眺ながめながら、

「この世界のように奇きつ怪かいな建けん築ちく物ぶつに覆おおわれていない。木々や草花が存ぞん分ぶんに羽はねを伸のばし、黄おう金ごんの田た畑はたがどこまでも続いている平ひらたい地だ。ここは空気が悪すぎるな。この雑ざつ多たな匂においにはもう慣なれたが、澄すみ切った芳かぐわしい風が懐なつかしい」

「うん……でも、この世界にも自し然ぜんのままのところはあるんだけどね。人じん口こうの多いところはどうしてもこうなっちゃうんだ」

「愚おろかなことだ。わたしには難むずかしいことは解わからない。しかし世界を構こう築ちくするのは人だけではない、と教えられたぞ。人の意い思しによって作られた物は世界の調ちよう和わを乱みだすのだそうだ。その物に込められた人の意い思しが災わざわいをもたらすと」

　綾あや羽はは爪つま先さきでアスファルトをコツンと蹴けり、

「このような人じん工こう物ぶつで地を覆おおい隠かくす利り点てんが理り解かいできん。人は大地を踏ふみしめて生き、死んでまた地に還かえるものなのだ。我われらは土からを離はなれては生きていけない」

「そういや、最近、セミの声も少なくなった気がするなあ」

　[image: たつみ]たつみは想そう像ぞうする。綾羽の母ぼ世せ界かいは、産さん業ぎよう革かく命めい以前の地ち球きゆうの姿すがたと似にているのかもしれない。どことなく中ちゆう世せいヨーロッパ的な風ふう景けいが思い浮かんだ。そこには電車や車もなく、科か学がく技ぎ術じゆつの発はつ展てんが生み出した工こう業ぎよう製せい品ひんが転ころがっていることもなく、ひたすらに広い空が天てん蓋がいとなって地上を見下ろしている……。

「猫ねこ子このところは違ちがうみたいだね」

　工業製品というフレーズからの連れん想そうで、[image: たつみ]は猫子が人ひと型がたをした人でないモノであることを思い出した。

「はぁい」

　猫子は片かた手てを挙あげ、

「あたしのところはぁー、機き械かいだらけですー。あたしは工場の中で生まれましたからぁ、あんまり外の映えい像ぞうを見てませんけれどーっ。生なまの地面が見えている所なんて一ミリもないんじゃないでしょおかぁー？　知りませんけれどー」

　ぴょこぴょことアンテナ髪かみを揺ゆらし、笑え顔がおを向けてくる。あまりの無む邪じや気きさにつられて[image: たつみ]は微笑ほほえんでしまう。だが綾羽はそっぽを向いて、

「率そつ直ちよくに言う。我われら《妖精アプリリス》の世界と最もつともそりの合わないのが《科マ学ー者ガ》どもの世界だ。最さい悪あくの印いん象しようしかない。まだ《魔術師フアルムテイ》どものほうがマシなくらいだ。《魔術師》は人間的に狂くるっているが、《科学者》は世界ごと狂っている。[image: たつみ]、お前は猫子しか知らんのでそんな人ごとのような顔ができるのだぞ。奴やつ等らの人型兵へい器きの軍ぐん勢ぜいがどれだけ我らに損そん害がいを与あたえたか」

　徐じよ々じよに本気で怒おこってきたような気け配はいを感じ、[image: たつみ]は慌あわてて、

「えーと、でも今は戦せん争そうしてないんだろう？　停てい戦せんだっけ。だったらその停戦をずっと続けて、そのまま仲なかよくすることだってできるんじゃない？」

「できるものか」

　綾羽は[image: たつみ]に愚おろか者を見る目を向け、

「言ったはずだぞ。世界は危き機きに瀕ひんしているのだ。八つあるうち、生き残る世界はただ一つなのだから、《科学者》どもが勝しよう利りすれば我らは消え去さるしかない。これは[image: たつみ]、お前のこの世界にも言えることなのだ。もっと真しん剣けんな顔をせよ」

　そう言われても話の行く末すえがさっぱり見えないので真剣になりようもない。[image: たつみ]が危機感を覚おぼえるとしたら、綾羽や猫子、媛ひめやすみれ台だいといった別世界の人間が自分の周しゆう囲いにやって来て、[image: たつみ]を巡めぐる奇き妙みような戦たたかいを理解できない理り屈くつでもって繰くり広げているということにある。《魔術師》とやらは[image: たつみ]たつみの命いのちを狙ねらって、綾あや羽はたちは守まもろうとして、[image: たつみ]を中心としながら[image: たつみ]の手の届とどかないところで何かをしている。

　そして綾羽にも何のためなのか解わかっていないらしいことも不ふ安あん材ざい料りようだった。どう考えても世せ界かいの危き機きと自分の命が関係しているとは思えない。[image: たつみ]一人が死んだところで世界は困こまることもないだろうし、第一そんな人間がこの世よのどこにいるのだろう……？

　[image: たつみ]が考え込んでいると、綾羽がその思し案あん顔がおをチラリと見て、

「また自分など無む価か値ちではないかと考えているのではないだろうな。いいか、お前はわたしにとって必かならず守り抜かねばならない存そん在ざいだ。理り由ゆうなどどうでもいい。わたしはそう命めいじられたのだからな。お前がどう思おうと、たとえわたしを迷めい惑わくに思っていようと最も早はや知ったことではない。わたしはお前のそばを離はなれんぞ。わたしが任にんを解とかれるか、わたしが死すその時までな」

　ずい、と綾羽の顔が吐と息いきがかかりそうな距きよ離りまで接せつ近きんし、[image: たつみ]は思わず首を逸そらした。

　顔を近づけるのは強い主しゆ張ちようをするときの綾羽の癖くせで、端たん正せいで玲れい瓏ろうな顔に近づかれてドキリとするのは通つう常じようの少年ならば普ふ通つうのことである。

「はぁい。あたしもでぇす。お兄ちゃんの従い姉と妹ことしてずっとずっと一いつ緒しよにいるのでぇす」

　綾羽に負まけまいとしたわけでもないだろうが、猫ねこ子こもソプラノ声を張り上げた。

「あ、ありがとう」

　何だか解らないけれど、と[image: たつみ]は思いつつ、

「僕ぼくも二人といれて嬉うれしいよ。理由は……うん、全ぜん然ぜん解らない。……でも、それはともかく、僕を守ってくれているんだものね」

　[image: たつみ]は猫子の頭に手を載のせてうなずいた。まあ猫子の場合は[image: たつみ]から一いつ定てい距離を置くと自じ爆ばくするように設せつ定ていされているから、否いやが応おうでも離れられないのだが、そのことを加か味みしても妹いもうとができたようで少し楽しかった。横おう暴ぼうで身み勝がつ手てな姉あねより、素す直なおで明るく朗ほがらかな妹がいいと感じるのは自し然ぜんの摂せつ理りである。

　そして綾羽のほうは──。

　姉とも妹とも同どう級きゆう生せいとも思いがたいものの、ともに歩いていて微び妙みように嬉しい。居い丈たけ高だかだし、口も悪いけど、[image: たつみ]を守るという強きよう固こでストレートな意思はどこまでも真しん実じつであり、それを忠ちゆう実じつに実じつ行こうしてくれたから。

　任にん務むだとか義ぎ務むだとか、ことあるごとに綾羽は言いつのっていたけど、少しは何か別のものがあったらいいなと[image: たつみ]は思う。

　もっとも、来てくれたのが君きみで良かった──というようなセリフはこっ恥ぱずかしいので言えないけれども。

　制せい服ふく姿すがたでスーパーの袋ふくろを持って歩いている[image: たつみ]一人ならまだしも、浮うき世よばなれした美び貌ぼうの綾羽と底そこ抜ぬけに無む邪じや気きそうな幼よう女じよという取り合わせは結けつ構こう目立つ。

　夕焼け空の下、通行人たちのぶしつけに向けてくる目を気にしつつ、三人は歩き続けた。
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　一つ確かく認にんしておこう。

　自分を起き点てんにして始まった異い常じよう事じ態たいにもかかわらず、[image: たつみ]たつみには話がまったく見えていない。正しよう体たい不ふ明めいの人々による子し細さい不明な闘とう争そうに何の意味があるのか、いったいこれはどういうことになっているのか、何が目もく的てきなのか、どうしたら終わるのか、一いつ切さいが五ご里り霧む中ちゆうである。

　綾あや羽はの説せつ明めいが一方的かつ、理り解かいしにくいものであったことに加くわえ、肝かん心じんなことは「知らん」と言い切る彼女もまた、実じつ際さい、理解していないらしい。

　猫ねこ子こにも詳しよう細さいデータはインプットされておらず、媛ひめとすみれ台だいにはまだ何も聞かされていない。ただ襲おそってきただけの《魔術師フアルムテイ》なる青年と幼よう女じよは論ろん外がいだ。

　つまり、ここに至いたっても未いまだこの物語がどのような設せつ定ていになっているのか、まるで説明されていない。それもそのはず、した覚おぼえがない。なので、現げん在ざいのところ誰だれにも解わからないのが普ふ通つうである。

　話は変わるが、物語に登とう場じようするキャラクターは場合によって二種類に分けることができる。一つは「物語の内容を十じゆう全ぜんに理解した上で行動しているパターン」のキャラであり、一つは「何も知らされないまま自分で考え行動しなければならないパターン」のキャラである。

　前者はしばしば思わせぶりに出しゆつ現げんしては、ヒントめいたセリフを述のべつつ何やら怪あやしげな動きを取り、後者はそのような者に惑まどわされつつもやがて真しん相そうに辿たどり着くことが多い。ミステリにおける犯はん人にんと探たん偵ていの関係性がこれに類るい似じしている。

　一方、物語そのものがこれに該がい当とうする場合もあり、その大まかな分ぶん類るいを一ひと言ことで言い表あらわすなら、「登場人物たちは自分が何をしているのか理解しているが、それを見ている第三者には明かされず最後になってようやく解る」ものと、「第三者には登場人物が何をしているのか解っているが、彼らには理解できておらず最後になってようやく解る」ものである。

　そしてもちろん、どちらにも属ぞくさないパターンもあり、それは「登場人物にも見ているほうにもまるで理解できないまま進む物語」である。

　たとえば[image: たつみ]と綾羽は自分たちがどんな役やく割わりを担になっているのか、まだ理解していない。また、彼らを見ている側がわも理解不ふ能のうに違ちがいない。すべては曖あい昧まいというベールに隠かくされて、未だ真相の光は遠くあって届とどいていない。届いたときが終わりの時である。あるいは終わったときに届けられるものである。結けつ局きよく届かないまま終わることもあるが、それでは物語は閉じられない。そしてまた、いっそ閉じられないほうが良い場合もあるのだ。誰も望のぞまないような終しゆう焉えんが到とう来らいした時、いったい誰が幸こう福ふく感かんを得えるのだろうか。

　そのような結けつ末まつに対し、[image: たつみ]ははっきりとノーの言こと葉ばを発するだろう。

　そして、自分の望む結末を希き求きゆうするだろう。

　なぜなら彼は主しゆ人じん公こうであり、そうするだけの権けん利りを有ゆうしているからだ。しかし、言うまでもなく彼は「知らない側がわ」の人間であり、いま彼の頭にあるのは夕食の献こん立だてに関かんすることだけだった。

「綾あや羽は、何が食べたい？　今日は津つ波なみ姉ねえさんから注ちゆう文もんを受けていないんだ」

「何でもかまわん。この世せ界かいの食物にわたしは疎うとい。どれも異い国こくの料りよう理りという意味では同じなのでな」

　というような、たわいもない会話をしながら、のんびり歩道を歩いているところからもそれはうかがえる。

　そろそろ平へい穏おんに慣なれてきた頃ころ合あいか。《魔術師フアルムテイ》の一いつ件けんはかなりの大おお事ごとだったが、喉のどもとを過すぎ去さった熱のごとく、[image: たつみ]たつみはあの死にかけた事じ件けんを忘れかけていた。もう出てこないんじゃないかな、そうだったらいいなぁ、と漠ばく然ぜんと思っていた。

　そう上う手まくいってもらってはたまらない。当とう然ぜん、誰だれかは出てくるのである。なぜなら、現げん時じ点てんで登とう場じようした人物だけではまだすべての役やく者しやが揃そろっていないからである。
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　それは[image: たつみ]がスーパーで買い物の精せい算さんをすませ、綾羽と猫ねこ子ことともにアパートへ戻る道を機き嫌げん良く歩いている時に起こった。

　食しよく材ざい満まん載さいのスーパー袋ぶくろは、[image: たつみ]の片かた手てと猫子の両手にあって、綾羽は素す手でを自由にして周しゆう囲いへの目め配くばりを怠おこたらない。

　そして住じゆう宅たく地ちの真ん中、曲まがり角かどに差さし掛かかった時、

「あっ」

　[image: たつみ]は声を上げて後を止めた。

　角の向こう側から歩いてきた人間と追つい突とつしそうになったためである。

「あ」

　と、その者も言って足を止め、[image: たつみ]を見る目を丸まるくした。

「[image: たつみ]さん」

　近くにある中学校の制せい服ふくを着たその少女は、[image: たつみ]との衝しよう突とつを回かい避ひしようとした体たい勢せいのまま固かたまって、小さな驚おどろきの表ひよう情じようをしていたが、

「……久ひさしぶりです」

　ちょっと照てれたように目を伏ふせて微笑ほほえんだ。

「ああ、うん」

　[image: たつみ]は意味もなく提さげた鞄かばんを握にぎり直なおし、

「久しぶり、次つぎ絵えちゃん。学校の帰り？」

「ええ。はい」

　上うわ目め遣づかいで[image: たつみ]たつみを窺うかがう彼女の視し線せんが左右に揺ゆれた。綾あや羽はと猫ねこ子この姿すがたに困こん惑わくする様よう子す。その二人は誰だれなのかという物もの問といたげな気け配はいを感じて、[image: たつみ]が説せつ明めいしようと口を開きかけたその瞬しゆん間かん、

「下がれ、[image: たつみ]」

　綾羽が横から飛び込んできて、[image: たつみ]と次つぎ絵えの間に入った。突つき刺さすような視線を次絵に向け、

「なにやつだ。待まち伏ぶせしていたとは、さては──」

　詰きつ問もん調ちようで尋たずねる綾羽の顔は真しん剣けんそのもの、問われた次絵のほうは大いに驚おどろき惑まどったようで、

「はい？　あの……[image: たつみ]さん？　その人たちは……」

「ああ、あのね」

　[image: たつみ]は大急ぎでスーパーの袋ふくろを猫子に放り投げると、次絵へと踏ふみ出しかけた綾羽の肩かたを力強くつかんだ。

「わー」

　猫子が楽しそうな声を出し、[image: たつみ]の放った袋を器き用ようにキャッチする。

　綾羽の視線は女子中学生から逸それることはない。

「どの世せ界かいの手の者だ」

　口調にも変化がなく、目の前にいる少女を完かん全ぜんに敵てき視ししているようだ。綾羽の前に出ようとする[image: たつみ]を片かた手てで押し戻しながら、

[image: ]

「下がっていろと言ったであろう。お前を怪あやしい者に近づけるわけにはいかん」

「いや、だから怪しくないから」

　[image: たつみ]たつみは首を振った。

「その子は次つぎ絵えちゃんだよ。昨日きのう、三み弥やちゃんを送っていっただろう？　あの子のお姉ねえさんで、鮎あゆ川かわさんとこの子。ほら、顔かお立だちなんてそっくりだろ？　全ぜん然ぜん怪しくないよ。昨日説せつ明めいしたとおり、僕ぼくの昔むかしからの知り合いなんだ」

「ぬ？」

　綾あや羽ははじろりと次絵を眺ながめる。その視し線せんにやや怯おびえるそぶりの少女は、身みを引くようにしながら[image: たつみ]に助たすけを求める目をした。

「だいじょうぶだよ」

　安心させようと[image: たつみ]は次絵にそう言って、綾羽にも、

「そんなに警けい戒かいしなくても、この子は──」

「いや違ちがう」

　綾羽は断だん定ていした。

「この者……ただの人間ではない。尋じん常じようならざる気け配はいを感じる」

　睨にらみつける目もそのままに、

「少なくともそこらの《無属ニヴオーズ》ではないはずだ」

　綾羽による決めつけの言こと葉ばに、次絵は目を泳およがせてたじろいだ。

「……え？」

「名な乗のれ、貴き様さまは何だ」

「待まってよ、綾羽」

　見かねた[image: たつみ]は、次絵を庇かばおうと二人の間に身体からだを割わり込ませた。

「綾羽、違うからさ、それ。この子は鮎川次絵さんだって。僕と同じ普ふ通つうの人だよ」

「[image: たつみ]、それはお前が無む知ちなだけだ。この世よ以外の世せ界かいには自じ在ざいに姿すがた形かたちを変化させる者もいる。お前の知ち人じんに化ばけているだけかもしれん」

　綾羽は自分のセリフの中に気づくものがあったのか、いったん口を閉ざして次絵を見た。

「……そうか」

　納なつ得とくしたようにうなずき、

「《不死人アーザール》か」

「えっ？　何？」

　[image: たつみ]の出した疑ぎ問もんの声が耳に入らなかったように、

「貴様、あのおぞましき不ふ死しなる種しゆ属ぞくの一いち員いんだろう」

　足を踏ふみ出し、綾羽は次絵との間ま合あいを詰つめようとする。

　ビクッとする次絵を見て、[image: たつみ]は反はん射しや的てきに止めた。

「何のことだか解わからないけど、きっと綾あや羽はの思い過すごしだよ。僕ぼくには次つぎ絵えちゃんにしか見えないよ？」

　次絵は怯おびえを超こえて恐きよう怖ふの目を綾羽に向けていた。一いつ般ぱん的てきに、誰だれとも知らない奴やつから突とつ然ぜんな言いがかりをつけられて、その言いがかりの内容が電でん波ぱとしか言い様ようのなかった時、人はこのような顔つきになるのではないだろうか。

「[image: たつみ]たつみさん……あの……？」

　困こまった。何と言おう。早くここから逃げてと言うべきだろうか。でも、それでは解かい決けつにならないような気がする。

　迷まよっていると、業ごうを煮にやした綾羽は制せい止しする[image: たつみ]の手を打ち払はらい、立ちすくむ次絵の前に進み出ながら、

「試ためせば解る。くらえ、《不死人アーザール》──」

　握にぎり拳こぶしを振りかぶる綾羽を見て、[image: たつみ]は一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしてから、

「待まって！　ダメだ！」

　綾羽の腰こしにしがみついた。

「離はなせ[image: たつみ]！　何をしている！　止めてどうするのだ。わたしはこの者の正しよう体たいをあからさまにしてやろうと」

「正体も何もないよ！　その子は関かん係けいないって！」

「その手を離すのだ！　ええい離れろ！　[image: たつみ]、この愚おろか者っ」

　[image: たつみ]は綾羽の胴どうに後ろから抱だきつき、綾羽は両手を振り回して[image: たつみ]を振ふり払おうとする。その横よこで猫ねこ子こがぽかんとした顔で荷に物もつを抱かかえて立っていた。

「はわわぁ？」と猫子。

　同じく啞然としていた次絵は、本ほん能のう的てきに危き険けんを感じたのか、逃げようとするように二に歩ほほど下がる。

　[image: たつみ]は必ひつ死しの思いで叫さけんだ。

「今のうちに行って！　早く！　またね次絵ちゃん！　お母さんと三み弥やちゃんたちによろしくって言っておいて！　じゃあ！」

「え？　……はい」

　びっくりした顔で次絵は返事をし、ペコリと頭を下げてすぐ、きびすを返した。学生鞄かばんを抱きしめて走り去さる。

「ばかもの[image: たつみ]っ、逃がしてどうするか！」

　綾羽の身体からだが薄うすい燐りん光こうをまとった。腰に回されている[image: たつみ]の手を握り、憤ふん然ぜんと腕うでを振る。

「！」

　さして力を入れているようにも見えないのに、[image: たつみ]はやすやすと綾羽の身体から引きはがされた。そして綾羽は[image: たつみ]を軽く投げ出すようにして尻しり餅もちをつかせ、

「猫ねこ子こ、[image: たつみ]たつみを見張っていろ。わたしはあの者を追う！」

　そう告つげて走り出した。

　風かぜ巻まく速そく度どで走る綾あや羽はを、[image: たつみ]は黙だまって見ているわけにもいかなかった。このままでは次つぎ絵えが危あぶない。勘かん違ちがいした綾羽がどんな態たい度どに出るか、[image: たつみ]はよく知っている。殴なぐり倒たおされて昏こん倒とうする石いし丸まるの姿すがたが綾羽の後ろ姿にオーバーラップした。

「綾羽！」

　大急ぎで立ち上がった[image: たつみ]は、全ぜん速そく力りよくで綾羽を追いかける。あっというまに小さくなる長い髪かみの姿の向こう、次絵が小こ走ばしりに角かどを曲まがるのが見えた。姿は見えなくなったが安心はできない。このぶんではすぐに綾羽が追いつきそうだ。

　実じつ際さい、そうなった。

　次絵に遅おくれること十数すう秒びよう、綾羽も同じ角を曲がり、そしてまもなく、次絵の小さな悲ひ鳴めいを[image: たつみ]は聞いた。

　猫子を引き連つれた[image: たつみ]が到とう着ちやくしたのは、そのさらに十数秒後であり、駆かけつけた彼が見たものは、次絵の胸むなぐらをつかんで持ち上げている綾羽の姿だった。

「……あ……？　た、[image: たつみ]さん……」

　次絵は涙なみだ目めになって地面に足をつこうと爪つま先さきを揺ゆらしていた。息いき苦ぐるしそうに弱々しくもがく次絵を見て、[image: たつみ]は心が青ざめるのを感じた。

　──いくら何でも、それはない。

　綾羽に吊つるし上げをくらっている少女は幼おさないときから知っている自じ宅たく近きん所じよの住じゆう人にんであり、親したしくしていた娘むすめの一人だ。彼女がよちよち歩きの頃ころからの付き合いである。しかも年下。ほぼ妹いもうとのようなものだった。綾羽の不ふ可か思し議ぎな能のう力りよくを抜ぬきに考えたとしても、現げん状じようを見る限かぎり体力に勝まさる女子高生が非ひ力りきな中学生をやりこめているようにしか見えない。

　いくら綾羽に悪あく意いがないとはいえ、次絵は石丸のように頑がん丈じようにできてはいないのだ。

「やめてくれよっ」

　[image: たつみ]は綾羽の腕うでに飛びつく。次絵の泣き顔に胸むねが痛いたんだ。

「その子は何でもないんだから！　綾羽、頼たのむよ」

「…………」

　綾羽は無む言ごんで次絵の顔を見つめていた。怪け訝げんな顔で。

「うむ……」

　どこか上うわの空のように呟つぶやくと、綾羽は案あん外がい素す直なおに次絵を地面に下ろし、手を離はなした。走り出す前と明らかに表ひよう情じようが違ちがう。それまで浮かべていた、敵てき意いに満みちた表情が消えていた。今の綾羽の顔にあるのは、得え体たいの知れない現げん象しように出くわしたとでも言いたげな、戸と惑まどいの色だった。

　しかし[image: たつみ]は気づかない。しゃがみ込む次絵に、

「だいじょうぶ？　どこも痛いたくない？」

　自分の身体からだを盾たてにして、綾あや羽はから手が届とどかないようにする。

「……はい」

　次つぎ絵えは蚊かの鳴なくような声で言い、すっかり怯おびえきった目を彷徨さまよわせた。

「ごめんね。僕ぼくのせいなんだ。綾羽……あ、この人だけど、本当に君きみをどうにかしようとしたわけじゃないんだよ。ただちょっと、過か敏びんなところがあって」

　[image: たつみ]は長く嘆たん息そくして綾羽へ振り向き、

「ねえ、綾羽。これで解わかっただろう？　次絵ちゃんは普ふ通つうの子なんだよ」

「…………」

　綾羽は首を傾かしげていた。眉まゆをひそめているのはいつもの見み慣なれた顔つきだが、次絵を見る目は不ふ可か解かいだと言っているようなもので、[image: たつみ]はそれを綾羽が間ま違ちがいをおかしてしまったことを悟さとったからだと判はん断だんした。

「綾羽、君も謝あやまってよ。次絵ちゃんにひどいことしたんだから」

　綾羽はきゅっと唇くちびるを結むすび、[image: たつみ]を一いち瞥べつしてから言った。

「いやだ」

「綾羽……」

　聞き分けのない子供に言うように、[image: たつみ]は諭さとす口く調ちようで、

「君の世せ界かいではどうだか知らないけど、こういう時、ここでは謝るものなんだ。いわれのない言いがかりをつけて暴ぼう力りよくを振るうなんて、僕には許ゆるせないことだよ」

　[image: たつみ]の念ねん頭とうには石いし丸まるを筆ひつ頭とうとして、綾羽に保ほ健けん室しつ送りにされた生せい徒と達たちの姿すがたが沸わいて出ていた。あの頃ころは[image: たつみ]も啞あ然ぜんとするばかりだった。しかし今回はそうもいかない。なにしろ綾羽が狙ねらった獲え物ものは[image: たつみ]の幼おさななじみ兼けん妹いもうと未み満まんだったのだ。

　非ひ難なんの視し線せんを注そそぐ[image: たつみ]に、綾羽は憤ふん然ぜんとして、

「わたしとて完かん全ぜん無む害がいと解っている相あい手てを打ちのめしたりはしない。だが、わたしはお前の身みの安全を第一に考えなければならんのだ。その娘むすめは……」

　やや躊ちゆう躇ちよするように言こと葉ばを切り、

「初しよ見けんで異い質しつな気け配はいを感じたのだ。うむ……今はしないのだが……しかし……」

　綾羽が言い淀よどむ姿は珍めずらしい。

「ただの人間でないように感じた。あの感かん覚かくは決して錯さつ覚かくではない。その人間には何かある……」

「ないよ」

　[image: たつみ]は、むしろ優やさしく言った。

「僕を守まもろうとしてくるのは嬉うれしい。でもね、誰だれ彼かれかまわずってのはよくないよ。僕の友とも達だちだって何度も言っただろう？」

「たとえそれでも」

　綾あや羽ははいらだちをぶつけるように、

「わたしはお前を優ゆう先せんせねばならん。何かあってからでは遅おそいのだ。疑うたがわしい者をお前に近づけるわけにはいかない」

「百人を百人ともそうするわけにもいかないだろう？」

　今度だけは[image: たつみ]たつみも負まけていない。

「綾羽の考えすぎだよ。猫ねこ子こみたいに、側そばにいてくれるだけで充じゆう分ぶんなんだ」

「充分ではない」

　綾羽も引き下がろうとはしなかった。

「少しでも脅きよう威いがあると認みとめたなら、その者を排はい除じよするに若しくはない。たとえその可か能のう性せいがないに等ひとしいとしてもだ。ゼロでなければあるも同どう然ぜんなのだからな」

「そんなこと言ったら怪あやしくない人なんていなくなるよ」

「その通りだ。わたしは誰だれにも気を許ゆるしたりしない」

「津つ波なみ姉ねえさんにもかい？」

「むろんだ」

　[image: たつみ]は溜ため息いきをつく。深ふか々ぶかと。

　不ふ毛もうな会話だった。綾羽は決して自分の非ひを認みとめたりしないだろう。本人は善ぜん意いでやっているつもりなのだ。[image: たつみ]はしかりつけたいのを堪こらえ、

「とにかく次つぎ絵えちゃんは何でもないって解わかったろう？　可能性はゼロだよね。だったら──」

「詫わびる必ひつ要ようを感じない。なぜならこれがわたしの任にん務むだからだ。いちいち謝しや罪ざいをしていたら、そのうちわたしは自分のおこないに対し疑ぎ念ねんを抱いだくかもしれない。そんなことがあってはならない」

「綾羽、君きみは次絵ちゃんに悪いことをしたんだ。一ひと言ことあってもいいじゃないか」

　[image: たつみ]は苦にがい気分になっていた。綾羽は[image: たつみ]を守まもると言う。しかし、その代だい償しようとして他人が傷きずついては意味がない。自分の親したしい者、特とくに次絵や三み弥やのような[image: たつみ]より明めい確かくにか弱い人間がそうなるなら、いっそ自分が傷を得えたほうがマシだ。

「何と言われようと」

　綾羽は頑がんとして譲ゆずらない。

「わたしに非ひを認める余よ地ちはない。お前のためでもあるのだぞ。身みの回りの者すべてを疑うたがえ。お前が信じるのはわたし一人でいい」

「……だんだん信じられなくなってきたよ。綾羽、それはちょっと勝かつ手てすぎるよ」

　[image: たつみ]は頭を振る。綾羽は険けわしい顔で睨にらんでいる。次絵はうずくまったまま顔を上げない。

　ピリピリした空気が周しゆう囲いを押し包み、針はりで突つけばパチンと音を立てて割われそうな雰ふん囲い気きが立ちこめて──。

「ふえぇぇー」

　猫ねこ子こがスーパー袋ぶくろを抱だきしめて、

「仲なかよくしてくださいーい。お兄にいちゃんとお姉ねえちゃんは仲よしさんじゃないとだめなのですぅー。けんかは絶ぜつ対たいだめなのですよーう」

　情なさけない声を張り上げて、ぽろりと涙なみだをこぼした。

「ぐすっ、みんなでいっしょにご飯はんを食べるのですー、そしたら治なおるのですーっ。ぐしゅ、ふわぁん、ふぁあぁぁ」

　最後は声にもなっていない。しくしく泣き始めた猫子を、[image: たつみ]たつみは重おも苦くるしい表ひよう情じようで見つめた。

　この素す直なおさが綾あや羽はにあったら──。そう思わずにいられない。猫子は何も悪くなく泣く必ひつ要ようもないのに、[image: たつみ]と綾羽の間に発はつ生せいした不ふ和わを敏びん感かんに察さつして悲しんでいる。綾羽が少しでも[image: たつみ]の思いをくみ取ることをしてくれたなら、次つぎ絵えに頭を下げることくらいはできるはずだ。どうしてこの程てい度どの頼たのみすら聞いてくれないのだろう。ごく簡かん単たんなことなのに……。

　猫子に目を落としたまま、

「……うん。そうだね……」

　言いながら自分でも白しら々じらしいセリフだと思う。

　次絵に向き直り、

「次絵ちゃん、悪かったね。もう何もないから……。立てる？」

「……はい」

　次絵はそろそろと立ち上がり、落としていた鞄かばんを拾ひろうと、[image: たつみ]のほうを見ようとはせずに、

「それじゃ……」

「本当にごめん。こんなこと頼める筋すじ合あいじゃないけど、綾羽を悪く思わないで欲ほしいんだ。綾羽は綾羽なりに真ま面じ目めにやってるもんだから……」

　真面目だからといってどんな行こう為いも許ゆるされることはないが。解わかっているだけに、[image: たつみ]の歯は切ぎれも悪くなる一いつ方ぽうだった。

　それ以上何とも言いようがなく、[image: たつみ]は家の人によろしく、というような別れの挨あい拶さつを述のべるに留とどまり、悲しげに歩いていく次絵の背せ中なかを見送り続けた。

　心しん配ぱいだった。綾羽の暴ぼう挙きよが次絵のトラウマとして残らなければいいのだが……。そんなことになったら[image: たつみ]のトラウマにもなる。[image: たつみ]がいなければ綾羽もここにいなかったのだから。

　猫子のぐずる声だけが聞こえる。顔を背そむけた綾羽がどんな表情でいるのか、[image: たつみ]もあえて見ることはなかったので解らない。
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「先生」

「…………ああ……なんだい……」

「面おも白しろくありません」

「……だろうね……僕ぼくもそう思うよ……」

「こんな茶ちや番ばんをいつまで続けるのですか？　わたしたちはこのような寸すん劇げきをただ続けるために、こんな赤あか子ごのような世せ界かいに来ているのでしょうか」

「……そうかもしれないね……香こう炉ろ……。茶番……寸劇か……君きみは僕の弟で子しにしては聡さといね……。感心するよ……」

「あら、お認みとめになるのですか？　これは茶番だと」

「……筋すじ書がきを書いたのは僕ではないけれどね……僕たちは僕たちに割わり振られた役やくを演えんじるだけさ……」

「それが面白くないのです。怒いかりを覚おぼえますわ。先生は満まん足ぞくなのでしょうか」

「……いいかい、香炉……。くだらない演えん劇げきの観かん客きやくより演えん者じやのほうがまだ気が紛まぎれる……そうは思わないかい……」

「低てい次じ元げんな比ひ較かくですこと。どちらも幸こう福ふくとは縁えん遠どおいように感じます」

「……もちろんそうさ……。けどね、香炉……演者にはそれでも少しの自由があるんだよ……その気になれば台だい本ほんなど無む視しすることができるからね……観客は席せきを立つ自由がある……でも、それでは演えん目もくを知らないままになってしまう……」

「舞ぶ台たいに乱らん入にゆうすることはできるでしょう？」

「……ふふ……それはルール違い反はんだね……たちまちのうちに排はい除じよされる……良よいアイデアだけどね……」

「演者が台本を無視し続けたら、同じハメになるのではないでしょうか」

「……その通りかもね……。けれど僕たちはすでに舞台に上がっている……今すぐにでも踊おどり出すことができるよ……」

「ならば、そうすべきでは？」

「……かもしれないね……僕たちのアドリブもあらかじめ台本に書かれているのかもしれない……君はどうしたい……？」

「もちろん、わたしは自分の靴くつと足で踊りたいと思うでしょう。そして、わたしを排除するためにやって来たものと刃やいばを交まじえるのです。退たい屈くつしのぎにはなりますわ」

「……君にならできるだろうね……今すぐすべてをご破は算さんにすることができる……せっかくの筋書きを台だい無なしにすることもね……」

「結けつ局きよく、お止めになるのですね、先生」

「……そうは言っていないよ……少しくらいは遊んでもいいとは思うけどね……。そのシーンは用意されているはずさ……。待まつ時間は少しだよ……」

「一つお訊ききしてよいでしょうか」

「……ああ……弟子に隠かくすことなんて一つもないからね……」

「朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみ様さま──。わたしたちは、かのお人を殺せないのですか、それとも殺さないのですか」

「……ふふ……香こう炉ろ、君きみは賢さかしいね……。感かん心しんするよ……」

「どうぞ、お答えを」

「……そう……どちらでもあり、どちらでもないんだ……。今のところはね……。彼は自分の役やく割わりに気づいていない……あの妖よう精せいもさ……」

「そして、わたしたちも」

「……そうだね……僕ぼくたちは紐ひもに繫つながれた人形さ……」

　帽ぼう子しの青年の影かげが揺ゆらめいた。

「……無む益えきな人形遊びをする子こ供ども……子供に操あやつられる意い志しを持つ人形……果はたしてどちらが不ふ幸こうなのだろうね……」

　巻まき毛げの幼よう女じよの影は無む為いな対話に飽あいたか、それきり口を開くことはなかった。

　とあるデパートの子供服ふく売り場、その水着コーナーの前で、奇き怪かいな衣い装しようの二人と一つのヌイグルミがじっとしているのを、親おや子こ連づれの買い物客きやくたちが不ぶ気き味みそうに眺ながめていた。




　日が沈しずむ。
















　翌よく朝あさ、目め覚ざめると同時に[image: たつみ]たつみは顔を曇くもらせた。

　消しよう化かの悪いものを食べた直後のように、憂ゆう鬱うつな思いが腹はらの中にわだかまっている。カーテンの隙すき間まから差し込む快かい晴せいの光や、微笑ほほえましいはずの猫ねこ子この寝ね相ぞうを見ても気分が晴はれやかになることはなかった。

　脳のう裏りに昨日きのうの記き憶おくが蘇よみがえる。

　あの後──。次つぎ絵えと別れた後、[image: たつみ]たちはアパートに帰った。その道中、[image: たつみ]と綾あや羽はの間に会かい話わはなく、猫子は泣きやんだものの二人の顔をきょろきょろと見上げて不ふ安あん顔がお。

　綾羽が何度か口を開きかけ、喉のどまで出てきた言こと葉ばを飲のみ込むように唇くちびるを閉とざすという仕し草ぐさをしていたが、下を向いて歩く[image: たつみ]はその様よう子すを見ることができなかった。

　二人の間に微び妙みような精せい神しん的てき距きよ離りが芽め生ばえつつ、沈ちん黙もくの行こう軍ぐんはアパートに着いても続ぞつ行こうされた。

　[image: たつみ]にも理り屈くつは解わかるのだ。綾羽の言げん動どうは首しゆ尾び一いつ貫かんしており、その中心には[image: たつみ]のためにという思いがあることを。

　問もん題だいなのは、どうして[image: たつみ]が綾羽に守まもられなければならない事じ態たいに陥おちいっているのかということだった。それが解らないので[image: たつみ]は素す直なおに状じよう況きようを受け入れられない。綾羽に対して感かん謝しやの念ねんがあるのは間ま違ちがいないが、そもそものとっかかりが解らなければ心からクエスチョンマークが消えることもなく、事じ態たいを解かい決けつすることもできなかった。

「どうしてこんなことになってるんだろ……？」

　昨さく夜やの夕食は味あじ気けないものだった。いつもは楽しんでいる料りよう理り作りをしていても気は晴れず、綾羽は黙だまりこくったまま部へ屋やの隅すみに座すわり、やがて帰ってきた津つ波なみはそんないつもと違ちがう空気をまるで感じないふうに、[image: たつみ]の薄うす暗ぐらい顔にも何一つ言げん及きゆうすることなくテレビを見ながら料理を食べ、猫子は一いつ緒しよに風ふ呂ろに入って頭を洗あらってやっている間に元もとの機き嫌げんに戻った。彼女の切り替わりやすい性せい格かくが羨うらやましい。

　──綾羽が猫子みたいな性格をしていたらいいのに。

　猫子の稚ち気きを感じさせる愛あいらしさが一ひと筋すじの救すくいだった。

「くぅくぅ」

　布ふ団とんからはみ出して大の字となり、口を半開きにして眠ねむり続ける猫子を意味もなく見つめ、[image: たつみ]はふうと息いきを吐はいた。

　できればもう一度眠りについてしまいたかった。そうしたほうがよかったかもしれない。しかし[image: たつみ]は底そこ抜ぬけに律りち儀ぎだった。今日は平日であり、天てん変ぺん地ち異いでもない限かぎり学校に行かねばならない。たまにならサボるのも悪くはない、という発はつ想そうは[image: たつみ]が持ち得えないものの一つだ。

　猫子の布団をかけ直し、[image: たつみ]は鈍にぶく立ち上がった。

　まずは朝食作り、次に姉あねの弁べん当とう作りだ。

　誰だれかに操あやつられる人形のように、今日もまた彼は学校に行く。なぜなら、[image: たつみ]はそこである人物と顔を合わせることになっているからだった。彼の意い思しとは関かん係けいなく。




　朝食の時間、一いち夜や明けても[image: たつみ]たつみと綾あや羽はの間にわだかまる堅かたさはほぐれていなかった。

「はい、ご飯はん」

「……うむ」

「漬つけ物いる？」

「……うむ」

「ごめん、醬しよう油ゆ取って」

「……うむ」

　こんな具ぐ合あいに上うわ辺べだけのセリフ交こう換かんに終しゆう始しして二人の表ひよう情じようは晴はれず、しかし二人の様よう子すのおかしさを感じているのは当とうの二人だけであって、津つ波なみと猫ねこ子こは何の問題もないように食しよくを進ませていた。

　登とう校こう途と中ちゆうも同じ、校こう門もんをくぐって教室の席せきに着いてからもその雰ふん囲い気きに変化はなく、やがてホームルームの時間を迎むかえる。




　　　　＊＊＊




　朝の教室、いつものようになげやりな顔つきで登とう場じようした津波は、いつものにように教きよう壇だんに登のぼると、ただしいつもとは違ちがうことを言った。

「転てん校こう生せいの鮎あゆ川かわ一かず巳みさんよ」

　津波に傍かたわらに立つ少女がぺこりと一いち礼れいし、顔を上げて口を開いた。

「鮎川一巳です」

　制せい服ふくが間に合わなかったのか、彼女は元もとの学校のものらしいセーラー服をまとっている。転校生にしては落ち着き払はらい、笑えみすら浮かべていた。

　教室特とく有ゆうの机つくえの配はい列れつにも動じず、何の奇き異いとも思っていないように、ただ[image: たつみ]に目め線せんと微び笑しようを送っている。

「一巳ちゃん……？」と[image: たつみ]。

「簡かん単たんに説せつ明めいするわ」と津波が黒こく板ばんにもたれながら、「彼女は今まで余よ所その私し立りつ校こうに通っていたのだけど、いろいろワケがあって転校することになったの。顔を知っている人もいるでしょ？　もともとこの近所の子だから」

　津波は驚おどろきを隠かくせないでいる[image: たつみ]に、

「あんたは特によく知っているはずよね。幼よう稚ち園えんからの仲なかだもの。まあ、そういうワケよ」

　津波の説明は以上で終わりらしかった。

「そういやまだ教きよう科か書しよが全部間に合ってないのよね。だから[image: たつみ]、それまで一巳ちゃんはあんたの隣となりの席に座すわっててもらうわ。綾羽の反対側がわでいいでしょう。ちょうど石いし丸まる君くんの机が余あまってるから、それ持っていって新あらたな席せきにしなさい。一かず巳み、何か文もん句くある？」

「いえ、そんな」

　一巳は津つ波なみの口ぶりに慣なれたそぶりで微笑ほほえみ、

「わたしは、かまいません」

　だが、かまう者もいた。

　一巳が[image: たつみ]たつみの席に一いつ歩ぽ踏ふみ出した瞬しゆん間かん、

「それ以上近づくな」

　勢いきおいをつけて床ゆかを蹴けり、綾あや羽はが立ち上がっていた。刃は物ものめいた二つの瞳ひとみで一巳の身みを貫つらぬきながら、

「お前のような怪あやしき者の接せつ近きんを許ゆるすわけにはいかん。いや……。お前は何者だ。正しよう体たいを告つげろ」

　一巳は目を見開いて綾羽を見つめる。

「……え……？」

　人間として当とう然ぜんの反はん応のうだった。何を言われているのか解わからないという顔をして、一巳は立ちつくしている。

　それは他のクラスメイトたちも同どう様ようだ。全員、呆ぼう然ぜんとして綾羽の突とつ然ぜんなる言いがかりに口をポカンとさせていた。

「怪しい。怪しすぎる。お前は刺し客かくであろう。そうでなければこのタイミングで登とう場じようするはずがない」

　綾羽は足を踏み出しかけ、[image: たつみ]はやっとのことで彼女の裾そでをつかんだ。

「待まって、綾羽。その人は三み弥やちゃんと次つぎ絵えちゃんのお姉ねえさんだよ」

「それがどうしたのだ」

　綾羽のまなじりが鋭するどく上がっている。

「なおさらおかしいではないか。なぜ特とく定ていの知り合いと、このような短たん期き間かんに次々と出くわすのだ。我われ々われの前に姿すがたを現あらわすのだ。こんな偶ぐう然ぜんがあってたまるか」

「いや、でも……」

　[image: たつみ]は混こん乱らんを覚おぼえつつ、一巳を見る。記き憶おくにあるとおりの幼おさななじみの顔、表ひよう情じようだ。ただ近所に住んでいるというだけで子こ供ども時じ代だいをともに過すごし、いつのまにかそうでもなくなっている同どう級きゆう生せい。違ちがう学校に行ってからは接せつ点てんもほとんどない少女。

　転てん校こうの理り由ゆうを津波はいろいろあってと称しようした。なら、そうなのだろうと[image: たつみ]は思う。少なくとも平へい然ぜんとした津波の顔からは、他ほかの情じよう報ほうが読みとれない。

「津波姉さん」

「なにかしら」

「一巳ちゃんが今日転校してくるって知ってたの？」

「ええ」

「どうして教えてくれなかったんだい？」

「言うのを忘れていたからよ」

　この姉あねらしい物もの言いいだった。[image: たつみ]たつみは思わず、それじゃあ仕し方かたないか、と納なつ得とくしかける。津つ波なみに反はん論ろんや反はん抗こうの一いつ切さいが通用しないのは、長い姉弟きようだい二人きり生せい活かつの末すえ、とうに学まなび終えている[image: たつみ]だった。

　しかしまたしても、それでは納得しない者がいた。

「手を離はなすのだ、[image: たつみ]。この女がお前の生命いのちを狙ねらう敵てきである可か能のう性せいは高い。そのような者をわたしは放ほう置ちできん」

　綾あや羽はは手しゆ刀とうで[image: たつみ]の腕うでをほどくと、棒ぼう立だちの一かず巳みに歩あゆみ寄よった。

　止めるヒマはなかった。

「どの世せ界かいの手の者だ。その気け配はい……《魔術師フアルムテイ》でも《剣メ精イ》でもない。《科マ学ー者ガ》の兵へい器きでもない……人とあまり変わらぬ気配は……」

　綾羽の腕が伸のばされた。

「《不死人アーザール》……。そうか……やはりお前は《不死人》の一いつ派ぱだ」

　決めつけられて、一巳は昨日きのうの次つぎ絵えそっくりの表情を見せた。

「あの……なんのこと……？」

「しらばっくれるな。わたしは欺あざむかれん。正しよう体たいを見せろ」

　つかみかかろうとする綾羽の手から逃のがれようと、一巳は身体からだをひねる。

　[image: たつみ]が席せきを立ち、昨日の再さい現げんをしようとしたときは、もう遅おそかった。

「綾羽、やめ──！」

　その言こと葉ば半なかばにして、綾羽がもう一いつ方ぽうの手で一巳を張はり飛ばした。

「何する──!?」

　[image: たつみ]の言葉はやはり最後まで形にならない。綾羽の行こう為いが信じられなかった。

　一巳は爪つま先さきを浮かせて吹ふっ飛び、きりもみして倒たおれ込んだ。

「……あ……う？　……あ……」

　横よこ倒しになった一巳が顔を押さえて綾羽を見上げる。恐きよう怖ふの色。その目が動いて[image: たつみ]を捉とらえた。混こん乱らんと、救すくいを求もとめる色。

　クラスメイトたちが音を立てて引いていく気配。綾羽の奇き行こうには慣なれているはずの彼らですら、やりすぎだと感じたか、ざわりとした空気が広がった。千ち夏なつが腰こしを浮かせる。

「綾羽っ！」

　[image: たつみ]は身体を投げ出して一巳を庇かばう。

「何するんだよ!?」

「う……」

　綾あや羽はは目を大きく開き、一かず巳みに目を落としていた。それから殴おう打だした手をゆっくりと見て、当とう惑わくの表情になる。こんなはずではない──と物もの語がたるような顔だったが、[image: たつみ]たつみはそこまで気を回すことができない。

「おかしい……」

　そう呟つぶやく綾羽に、

「おかしいのは君きみのほうだよ。綾羽、どうかしてるよ」

　[image: たつみ]は激げつ高こうを抑おさえきれない。この時ばかりは綾羽が異い質しつなものに見えた。石いし丸まるならばまだいい。彼は倒たおれても倒れても起きあがる不ふ屈くつの肉にく体たいと精せい神しんを持っている。だが、鮎あゆ川かわ家けの姉し妹まいはか弱さでも[image: たつみ]との知ち己き程てい度どでも大きく勝まさる。彼女たちの正しよう体たいが不ふ明めいなのだとしたら、[image: たつみ]が生まれる前からになってしまう。そんなことはあり得えないと感じているから、[image: たつみ]の怒いかりにも火がつくのである。

「昨日きのうもちゃんと説せつ明めいしたじゃないか。次つぎ絵えちゃんも、この一巳ちゃんも、僕ぼくと同じ普ふ通つうの人間なんだ」

「…………」

　綾羽はやや呆ぼう然ぜんとしつつ、軽く頭を振って[image: たつみ]を見み据すえた。

「……《不死者アーザール》は、」

　いいわけするように言う。

[image: ]

「姿すがたを自じ在ざいに変化させる。お前の知り合いに化ばけることなど簡かん単たんに実行するのだ。その女がそうでないという保ほ証しようはなく、いや、わたしはそう思った。だから……」

「殴なぐったのかい？　それで、一かず巳みちゃんはそのなんとかって人だったの？」

「……いや。違ちがっていたようだ」

　バツが悪いのか、綾あや羽はは[image: たつみ]たつみを見ない。

　[image: たつみ]は、頰ほおに手を当ててうなだれる一巳を助たすけ起こしながら、

「だったらさ、綾羽。間違っていたと解わかったんだったら、僕ぼくより一巳ちゃんに言うことがあるだろう？」

　綾羽は目を合わせない。[image: たつみ]の声がうわずる。

「昨日きのうからおかしいよ、綾羽。女の子ばかりに手を上げてさ。次つぎ絵えちゃんのことだって、あれは間違いだったんだろう？　どうして少しは考えないのさ」

「…………」

「間違えたなら、非ひを認みとめるべきだよ」

　綾羽の顔かお色いろがやや青白くなっていた。きつく唇くちびるを閉じた綾羽は、顔を伏ふせる一巳と怒おこる[image: たつみ]の中間に視し線せんを固こ定ていし、教室にいる生せい徒と達たちが息いきを飲のんで見守る中、

「それはできない……」

　小さな声が言った。

「わたしは……間違いを犯おかしたとは思えない。わたしはその者に脅きよう威いを感じ、自分の信じる行動を取った。それだけは譲ゆずれないのだ。もしわたしが謝しや罪ざいすれば、わたしは自分を信じることができなくなるだろう」

　何を言っているんだ、と[image: たつみ]は思う。

「……その者、お前の知ち人じんである一巳という女、確たしかに《無属ニヴオーズ》の人間だと認みとめよう。《不死人アーザール》ではなかった。《不死人》とは、もっと──」

「そんなことはいいよ」

　[image: たつみ]は話を遮さえぎり、

「どうしても謝あやまれないの？」

「……ああ」

「僕がこれだけ頼たのんでも？」

「ああ」

　[image: たつみ]は天を仰あおいだ。もう諦あきらめるしかないのかもしれない。綾羽が[image: たつみ]のもとに来てそれなりの時間が経たち、それなりに世せ界かいに馴な染じんでくれたかと思ったが、まるで変わりがない。悪あつ化かしている印いん象しようすらある。これまで、綾羽は少なくとも女おんな子こ供どもには手を挙あげていなかった。数少ない例れい外がいが次絵と一巳だ。

　なんて不ふ幸こうな姉し妹まいだろう。二日連れん続ぞく、姉妹続けて綾羽に迫せまって来られるとは……。

　と、[image: たつみ]たつみは考え、昨日きのうから今日にかけてすっかり身体からだが覚おぼえてしまった仕し草ぐさで頭を下げた。

「ごめん、一かず巳みちゃん。どうか許ゆるしてくれないかな。綾あや羽はが悪いんじゃないんだ。悪いのは僕ぼくのほうだね。僕のせいで君きみにまで迷めい惑わくかけちゃって、本当にごめん」

「……うん。もう平気……」

　一巳は顔を上げ、健けな気げに微笑ほほえんだ。涙なみだの溜たまる目が[image: たつみ]の胸むねを苦くるしくする。

「そのへんでいいかしら」

　津つ波なみが平へい時じと変わらない声で呼びかけた。

「そろそろ一いち限げん目めが始まるわ。[image: たつみ]、さっさと一巳の机つくえを用意しなさい。綾羽はとっとと座すわって。猫ねこ子こ、その泣きそうな顔をやめなさい。小動物は可愛かわいらしく愛あい嬌きようを振りまかなければペットショップで売うれ残のこるわよ」

　津波はパンと出しゆつ席せき簿ぼで手を打うち鳴ならし、

「さあ、今日も退たい屈くつで平へい凡ぼんな一日を始めましょう」

　そう言って、チャイムが鳴る前に教室を出て行った。




　言うまでもないことだが、ここに登とう場じようした鮎あゆ川かわ一巳はある意味で普ふ通つうではない。

　肉にく体たい的てきに[image: たつみ]と同じ一いつ般ぱん人じん類るいであるのは保ほ証しよう書しよ付つきで宣せん言げんできる。この点に噓うそはない。しかし、[image: たつみ]が力りき説せつするほどの何の裏うらもない人物ではなかった。それは[image: たつみ]と綾羽のやりとり、心しん情じよう及および情じよう景けい描びよう写しやを観かん察さつしている第三者になら考える必ひつ要ようもないくらいに明めい瞭りようなことであろう。

　[image: たつみ]と綾羽は明めい確かくに知らない側がわの人間であり、どこかにすべてを知っている人間がいる。どこにいるのかは、さしあたり不明である。

　知っていると言えば、知っているのかそうでないのか曖あい昧まいなまま流されている人物達たちもいて、おそらく綾羽以い上じよう香こう炉ろ未み満まんの情じよう報ほうを持ち得えている二人組が食しよく堂どうにいた。

「ねえ、すみれ台だい」

「何でありましょう。その紅こう茶ちやの葉は、お気に召めしませんでした？」

　ちょうど一限目の最さい中ちゆうである。そのため、学がく食しよくに生せい徒との姿すがたはない。いるのは高こう級きゆう食しよく卓たくの上に足を投げ出し、背せの高い椅い子すに寄よりかかっている金きん髪ぱつ少女と、隣りん席せきに行ぎよう儀ぎよく座り古ふるびた文ぶん庫こ本ぼんを読んでいる眼鏡めがねメイドのみだった。

「なにそれ、すっとぼけてんの？」

　媛ひめは乱らん暴ぼうな手つきでカップをソーサーに置くと、

「お茶の葉を気にするより先に気にしなきゃいけないことがあるんじゃないのっ、つってんの！　あんたが気づいてないわけないでしょっ。あたしでも解わかってんのにさっ」

　すみれ台は本を閉とじ、眼鏡の奥おくにある目を細めた。

「まあ。媛、よくぞお気づきになられました。仕つかえるものとして鼻はなが高うございますわ」

「こんなの、気づいてないのは綾羽のアホーと朝あさ凪なぎ[image: たつみ]っていう最さい大だい級きゆうのバカだけよ」

「そこまで言ってしまうのは少々気の毒どくですわ。しかたのないことです」

　すみれ台だいは新しい紅こう茶ちやを媛ひめのカップに注そそぎながら、

「で、媛。何に気づかれたのですか？」

「なんかさ、変なのが学校に潜もぐり込んでんじゃん。それも複ふく数すう。見たとこ、《天使テイシユリー》と《魔術師フアルムテイ》と、それから《不死人アーザール》。みんなして頭おかしいんじゃないの？　なんでこんなとこに勢せい揃ぞろいしなきゃいけないのよっ」

「わたしたちもその一いち員いんなのですが」

　主しゆ人じんのティーカップに角かく砂ざ糖とうを落とし、かき混まぜてやりながら、すみれ台は言う。

「媛のおっしゃる三つの方々のうち、一つは最初からおりましたわね。もう一つは、さあ、独どく自じに動き始めたのでしょうか。ここにいる予定にはなっていないはずでしたのに。最後の方は一番の後こう輩はいですわ。その方に限げん定ていすれば、わたしどもの出る幕まくはないかと」

「綾あや羽はじゃアレに勝てないわ」

「ええ」

　すみれ台は読どく書しよに戻った。細こまかい文字を目で追いながら、

「わたしも同じ意見です」

「なんか、つまんない」

「《魔術師》の方々もそう思われたようですね。だから、ここに潜り込んで来たのですわ。ことのついでに何かをするおつもりなのでしょう」

「《天使》は何でいるわけ？」

「[image: たつみ]たつみさんを亡なき者としようとする方々に力を貸かし、わたしたちの邪じや魔まをするためです」

「あたしたちは何でいるのよ」

「[image: たつみ]さんを生かそうとする方々に力を貸し、邪魔者たちの邪魔をするためです」

「……やっぱり、つまんないわね」

「あら」

　すみれ台はちょんと眼鏡めがねを直し、本から目を上げて言った。

「わたしはそうは思いません。媛が最もつとも活かつ躍やくできる立場におられます。ええ、それは、綾羽さんよりも」

　黙だまり込んだ媛の背はい後ご、食しよく堂どうの窓まどから校こう舎しやを見上げ、

「綾羽さんにはお気の毒どく様さまと申もうし上げておきましょう。損そんな役やく回まわりを与あたえられたものです。ですから、せめて、本日のお昼はおもてなししませんと」

「すみれ台。あたし、あんたのそういうところ、あんまり好すきじゃないわ……」

　媛は複ふく雑ざつな思いを表あらわすしかめ面つらを作り、カップの中なか身みを一いつ気きに煽あおった。手た向むけの杯さかずきのように。

　すみれ台は、ただ微笑ほほえみ、

「さて、そろそろ昼食の下した準じゆん備びに取りかかりませんといけませんわね」

　文ぶん庫こ本ぼんを食しよく卓たくに置いて、食堂の厨ちゆう房ぼうを借かりるために歩き出した。
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　今日の授じゆ業ぎよう中ちゆう、綾あや羽はが席せきで居い眠ねむりすることはなかった。

　一かず巳みに注ちゆう意いを払はらっているというよりは、懊おう悩のうのあまり不ふ眠みん症しようにかかったような覚かく醒せい模も様ようであり、当とう然ぜんのことながら健けん康こう的てきな顔をしているとは言い難がたい。

　目を覚さましたまま教室にいるにも関かかわらず、綾羽には授業を真ま面じ目めに聞くという意い識しきはなく、むっつりと机つくえの角かどを凝ぎよう視しするのみだった。

　他方、[image: たつみ]たつみは真ま新しいクラスメイトと机を密みつ着ちやくさせ、通つう常じようの学生がそうであるようにそこそこの熱ねつ意いを持って教きよう師しに相そう対たいしていた。

　どこか気き恥はずかしい気分なのも無理はない。幼よう少しよう時きに仲なか睦むつまじかった女友とも達だちと、高校生になって机を並ならべる事じ態たいは何とも言げん語ご表ひよう現げんしにくい感かん慨がいを催もよおす。十五才にして若わか気げの至いたりを実じつ感かんしている最さい中ちゆうの[image: たつみ]だった。

　[image: たつみ]の性せい格かく上じよう、綾羽への気き遣づかいを完かん全ぜんに忘れ去さったわけでもない。彼は彼なりに異い世せ界かいから来た同どう居きよ人にんを気にしてはいた。この数日間で意見の行き違ちがいが多々あったものの、そのうち何とかなるだろうと考えているのだった。いささか楽らつ観かん的てきではあったが、[image: たつみ]は自分の意い思しより他者の主しゆ張ちようを重じゆう視しする傾けい向こうがあり、たとえ受け入れがたい主張であっても自じ我がをねじ曲まげてまでそれを受け入れ、限げん界かいに達たつするまでそうしたあげくの果はてに暴ばく発はつすることもあり、つい先せん刻こくあったばかりである。

　しかし、よほどのことでもないと、大たい概がいの物事は時間によって解かい決けつされる。特にうつろいやすい人の精せい神しん面めんに効こう力りよくを持つとされる。

　充じゆう分ぶんな時間があればの話だが。

　そして淡たん々たんと時が過すぎる。

　一いち限げん目めが終わり、休み時間。

　[image: たつみ]は何度か綾羽に話しかけようと試こころみるも、石せき像ぞうのようになっている綾羽を見て躊ちゆう躇ちよし、かけるべきセリフも思い浮かばず、また何だか口げんかをするのも心がもやつくので、結けつ局きよく、何も言わなかった。

　代かわりに反対側がわにいる一巳へと顔を向ける。

　話すことは色々あるように思えた。なぜこの時じ期きに転てん校こう？　とか、昨日きのう次つぎ絵えちゃん何か言ってなかった？　とか、そういや中学時じ代だいには同じクラスになったことなかったね、とか。

　ただ最さい初しよの質しつ問もんはなかなか訊ききにくい。もし前の学校で何かあって高校を変わる必ひつ要ように迫せまられたのだとしたら一巳も答えにくいだろうし、津つ波なみの略りやくしすぎの説せつ明めいにはそんなニュアンスが感じられた。さらに遡さかのぼって小学生の頃ころの恋れん愛あい感情と表ひよう現げんするのも照てれくさい淡あわい感かん覚かくもあり、[image: たつみ]たつみがあたりさわりのない言こと葉ばをつらつら考えていると、

「この前、三み弥やがお世せ話わに」

　一かず巳みが先に口くち火びを切った。

「迷まい子ごになっていたみたいで」

「あ、うん」

　静しずかな笑えみ向けてくる一巳に、[image: たつみ]は少しドキリとしながら、

「大きくなったね、三弥ちゃん。ちょっと前まで赤ん坊ぼうみたいなものだったと思ってたのに。背せ負おってびっくりしたよ」

「幼よう稚ち園えんに上がって、すっかりやんちゃに」

「みんな、元気そうでよかったよ」

　一巳は[image: たつみ]を挟はさんで向かいにいる綾あや羽はにチラと視し線せんを送おくり、綾羽が自分と反対側がわに顔を背そむけているのを見てから、

「あの家は？　戻もどっては」

　ほんの少しだけ身体からだを寄よせ、小こ声ごえで訊きいてくる。[image: たつみ]は無む意い識しきに身みじろぎして、

「ああ、あれね……。当分無理そう。ぜんぜんメドがたたなくてさ。津つ波なみ姉ねえさんもあんまりその気がないみたいで」

　事じ実じつ、今のアパートの居い心ごこ地ちはそんなに悪くなく、それに建たて直してもまた綾羽と猫ねこ子この理り不ふ尽じんバトルのようなことが起こらないとも限かぎらない。[image: たつみ]は狙ねらわれる身なのである。

「そう。残ざん念ねん……」

　一巳は首を傾かしげ、呟つぶやくように、

「津波さん、相あい変かわらず」

「いつもあんなのだよ。家でも学校でも。結けつ婚こんする気ないのかなぁ。僕ぼくなら一人でも大だい丈じよう夫ぶなんだけど」

「おじさんは」

「もう何年も顔を見てない。生きてはいるみたい」

「ふうん」

　たわいのない会話がなぜか新しん鮮せんだった。思えば[image: たつみ]がこのところ話相あい手てになっているのは、綾羽に猫子、媛ひめとかすみれ台だいという変人ばかりだ。石いし丸まるがいれば少しはこの世せ界かいの会話をできたのだが、彼は今日も休みで、だからこのクラスで積せつ極きよく的てきに[image: たつみ]に話しかけてくるほぼ唯ゆい一いつの人間は、

「朝あさ凪なぎ君くん」

　森もり村むら千ち夏なつが興きよう味み深ぶかげな顔で[image: たつみ]の机つくえの前に立っていた。

「というか鮎あゆ川かわさん」

　千夏は[image: たつみ]の机に肘ひじをついてしゃがみ込み、

「久ひさしぶり。中学校以来ね。転てん校こうしてくるなんてビックリしちゃった」

「ええ」

　一かず巳みは頭を下げる。

　千ち夏なつの視し線せんは一巳と綾あや羽はの間を往おう復ふくしている。面おも白しろそうな顔だった。その目には、[image: たつみ]たつみを真まん中にした三さん角かく関かん係けいが映うつっているに違ちがいない。

　千夏はいかにも世せ話わ好ずきな委い員いん長ちようのように、

「このクラスね、ちょっと風ふう変がわりだけど、あんまり気にしなくていいわ。クラスというか、そろそろ学校自体が風変わりになっちゃってるけどね。あ、もう解わかってるか」

　綾羽はそっぽを向き続け、一巳は答えずにいる。[image: たつみ]は再ふたたび謝あやまりかけたが、綾羽の機き嫌げんのことを考えてセリフを飲のみ込んだ。

　千夏は[image: たつみ]に解ってる、という感じのうなずきを見せつけて、

「何かあったら相そう談だんに乗のるから、遠えん慮りよしないでね。朝あさ凪なぎ君くんに言いたいことがあって、でも言いにくいんだったら、あたしから言ってあげてもいいわ。ね？」

　また一いち礼れいする一巳。

「僕ぼくからもお願ねがいするよ」と[image: たつみ]。

　どこか面白そうな千夏は、

「ふふ、石いし丸まる君がいないのが残ざん念ねんだわ」

「なんでだい？」

「いーえ、なんでも」

　千夏は小さく、

「……三角関係かぁ。石丸君がいたら四し角かくになってたのにねぇ」

　その独ひとり言ごとのような呟つぶやきは、幸さいわいにして[image: たつみ]の耳に届とどかなかった。

　綾羽は巨きよ大だいな悩なやみ事を抱かかえているような、深い思し考こうに沈しずんでいるような難むずかしい顔をして、誰だれとも目を合わそうとしなかった。

　綾羽が居い眠ねむりをせず、目を覚さましているということだけが、いつもの教室の風ふう景けいと違っていた。

　一巳の存そん在ざい以い外がいは。
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　その日の昼休みも、[image: たつみ]たちはすみれ台だいの世せ話わになっていた。

「どうかなさいました？」

　笑え顔がおで訊きくすみれ台に、

「うん、ちょっとね」

　[image: たつみ]たつみは言こと葉ばを濁にごして答えた。

　食しよく堂どうの一いつ角かく、昼食を求もとめる学生たちで溢あふれる騒さわがしい空間の片かた隅すみで、そこだけが異い次じ元げんのオーラを醸かもし出している。食堂を利用する生せい徒とたちもすでに慣なれっこになっていて、豪ごう華かな円えん卓たくと豪華なランチに余よ計けいな視し線せんを送りつける者は皆かい無むだった。どういうわけか、この学校の生徒たちは順じゆん応のう力りよくの早さに定てい評ひようがある。

　すみれ台だいが見み抜ぬいたのも当とう然ぜんだろう。綾あや羽はが[image: たつみ]の隣となりに座すわっているのは普ふ通つうの光こう景けいだったが、[image: たつみ]ののんきな顔つきと綾羽の気き難むずかしい表ひよう情じようは、いつもとひと味あじ違ちがう。

　そしてなぜか、媛ひめまでが輪わをかけて不ふ機き嫌げんそうだった。

「…………」

　と、媛は剣けん吞のんな無む言ごんで、すみれ台が運はこぶ料りよう理り皿ざらを眺ながめている。

「…………」

　と、綾羽はひしめく料理皿の隙すき間まから見えるテーブルクロスに視線を固こ定ていしている。

　よく観かん察さつしてみれば[image: たつみ]にも解ったかもしれない。媛が綾羽に突つっかかることを言わないことが手がかりの一つだと気づいたかもしれない。だが、[image: たつみ]は綾羽との関かん係けい修しゆう復ふくや、突とつ然ぜんの一巳の登とう場じように気を取られるあまり、高こう度どな思し考こう力りよくを奪うばわれていた。もともとないとも言うが。

　この場で昨日きのうとまったく同じ態たい度どでいるのは、ニコニコとするすみれ台と、切り替かえの早い猫ねこ子この二人だけだ。

　ふと、[image: たつみ]は尋たずねるべきことを思い出した。綾羽が一巳に因いん縁ねんをつけていたとき、口くち走ばしった特とく殊しゆ用よう語ごの一つだ。

　──《不死人アーザール》って何なのだろう。

　綾羽には訊ききにくい。媛は答えてくれない気がする。楽しそうに食事している猫子はそのままにしておいてやりたい。すみれ台なら、と考えて、[image: たつみ]は給きゆう仕じに努つとめる笑え顔がおのグラマー美び人じんに声をかけた。

「ねえ、すみれ台さん」

「あら、何でしょう」

「ええとね……」

　その瞬しゆん間かん──。

　[image: たつみ]は何を質しつ問もんしようとしていたのか忘れていることに気づき、言こと葉ばを失うしなった。

「あれ……？」

　──何を訊こうとしていたのだっけ？

「どうかしまして？」

　すみれ台が微笑ほほえんで[image: たつみ]の顔を覗のぞき込む。その曇くもりのない笑顔に、[image: たつみ]はかけるセリフを探さがした。どこにもない。

「いえ……何でもないです。えーと、言おうとしてたんだけど……ど忘れしちゃって」

「あら、言いにくいことですか？」

「え？　いえ、そうではなくて……」

　[image: たつみ]たつみがうまく言こと葉ばを作れないでいると、すみれ台だいは何か思いついたような表ひよう情じようを顔かおに広げ、

「遠えん慮りよすることはありませんわよ。こうですね」

　切り分けたローストビーフの一いつ片ぺんをフォークに刺さして、片かた方ほうの手を添そえつつ[image: たつみ]の口くち元もとに持っていった。

「はい、あーん」

「いや……あの、僕ぼくは別に」困こまる[image: たつみ]。

「ご安心ください。オプション料りよう金きんを取ったりしませんから」

「えーと」

「うふふ。冗じよう談だんでした」

　すみれ台は何でもないような顔で給きゆう仕じの続きに戻る。

　[image: たつみ]の肩かたから力が抜けた。そっと横よこ目めをやる。綾あや羽ははまるで見ていなかったような無む反はん応のう。

　媛ひめがピクリと眉まゆを動かし、わずかに顎あごを引いた。
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[image: ]

「先生」

「……なにかな……香こう炉ろ……」

「そろそろお水をください」

　校こう舎しやの屋おく上じように子こ供ども用ようビニールプールが設せつ置ちされていた。その中に幼よう児じ用よう水みず着ぎを着た香炉が正せい座ざしている。シュールだ。

「……日につ光こう浴よくを兼かねた行ぎよう水ずいとは……また風ふう流りゆうだね……」

　弟で子しと対たい照しよう的てきに暑あつ苦くるしい格かつ好こうの青年は、香炉の上で如じよ雨う露ろを傾かたむけた。

「たまには恒こう星せいの光を浴あびる必ひつ要ようもあるのですわ。身みを清きよめる必要も」

「……僕ぼくには誰だれかに見られたがっているように見えるよ……」

「ここには先生しかおりません」

　香炉はちょろちょろと降ふる真ま水みずを浴あびつつ、両手を広げた。

「人は闇やみのみに生きるにあらずですわ。人の身みは星ほしの光ひかりと水分で養やしなわれます」

「……まるで植しよく物ぶつだね……食しよく物もつはいいのかい？　……いっそ彼らの食しよく卓たくに乱らん入にゆうしようか……」

「愉ゆ快かいなご冗じよう談だんです」

　如雨露の水を胸むねに受けながら、香炉はうっとりと、

「この世よに汚お染せんされていない食べ物などなく、それではわたしの舌したが受け付けません。夜よ露つゆを舐なめているだけのほうがずいぶんと良いでしょう」

[image: ]

「いいね……とてもいいと思うよ……香こう炉ろ……君きみは信じられないくらい美うつくしい……」

「ええ。よく言われることです。先生が三十三人目ですわ」

「……光こう栄えいだよ……微び妙みような数字だけどね……」

　香炉は青年をつんと見上げ、

「もっと、お水を」
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　その日の授じゆ業ぎようがすべて終わる頃ころ、一かず巳みはクラスの一いち員いんとして自し然ぜんに溶とけ込んでいた。

　誰だれをも突つっぱねる綾あや羽はと違ちがい、一巳はまともな立ち振ふる舞まいを知っていた。森もり村むら千ち夏なつの尽じん力りよくによるところも大きい。綾羽と猫ねこ子この闖ちん入にゆう以来、クラスを正せい常じよう化かさせようと何なに気げなく努力している千夏は、不ふ憫びんそうな転てん校こう生せいのもとに休み時間ごとに近づき、昼休み時にはともに弁べん当とうを食べることにも成せい功こうしていた。午後の休み時間には、一巳は自みずから席せきを立ち、千夏に勝かつ手ての違う授業内容に関かんしてアドバイスを受けるまでになり、六限げん目めには机つくえを千夏の横に移い動どうさせ、彼女の教きよう科か書しよで授業を受けていた。

　いいことだ、と[image: たつみ]たつみは思うのだった。

　一巳のセーラー服ふくが学校制せい服ふくになり、新しい教科書が揃そろうと一巳も単たんなるクラスメイトの一人に移うつり変わるだろう。幼おさななじみという言こと葉ばがしっくりこないのは、そこまでの仲なかでもないという自じ覚かくがあるからだった。様さま々ざまな若わか気げの至いたりのような記き憶おくがあるものの、近所に住んでいてよく顔を合わしていた子、高校に入ってからはそうでもなくなった少女──という認にん識しきしか[image: たつみ]にはない。住じゆう居きよがアパートに移うつってからは鮎あゆ川かわ家けとの繫つながりもなくなり、実じつ際さいほとんど気にならなかったくらいである。

　まさか[image: たつみ]のクラスに転てん校こうしてくるとは、そんな未み来らい風ふう景けいは描えがいたこともなかった。

　こうしてすぐ近く、目の届とどく距きよ離りにいると、嫌いやが上でも昔むかしのことを思い出す。無理もない、初はつ恋こいめいたものを感じていた相あい手てだ。そしてその手の思い出は記憶の中で美び化かされるものだった。一巳はどうだろう。今の[image: たつみ]にどんな感情を持っているのか。尋たずねたいような、絶対したくないような。

　[image: たつみ]は壇だん上じように目をやる。終わりのホームルーム。津つ波なみがさもどうでもよさそうに連れん絡らく事じ項こうを告つげていた。

　いつもの光こう景けいの中、綾羽だけがいつもと違ちがう。夜の警けい戒かい業ぎよう務むに備そなえ、教室で眠ねむることにしているはずの彼女は、まだ一いつ睡すいもしていない。ということはまる一日眠っていないことになる。

　綾羽の体たい調ちようが気にかかったが、[image: たつみ]は何も言えなかった。せめて今こん晩ばんだけでも布ふ団とんで眠るべきだと提てい案あんしようか。聞き入れてくれないっぽいが。

　しかし、夜も昼も寝ねずの番を続けるのは、いくら綾羽が異ことなる世せ界かいの人間であろうと無理だから、いつまでもそうしているわけにもいかないだろう。

　──すぐに慣なれてくれるさ。

　[image: たつみ]たつみは胸むねの内で呟つぶやいた。

　──一かず巳みちゃんがただの女の子だって解わかったんだから、明日には元もと通どおりになる。

　今は気まずい綾あや羽はとの仲なかも、時間が経たてば修しゆう復ふくされる。綾羽は意い地じっ張ぱりなので、自分から歩あゆみ寄よらなければならないだろうが、[image: たつみ]は性せい格かく的てきにそれができる。加くわえて毎日同じ家で暮くらしているのだ。そのための時間はいくらでもあった。

　そう考えていた。

「今日はこれで終わり」

　津つ波なみが終しゆう礼れいを促うながし、千ち夏なつが起き立りつの音おん頭どを取った。礼。

　掃そう除じ当とう番ばんを残し、生徒たちが三さん々さん五ご々ごに散ちっていく。部ぶ活かつへ行く者の中には千夏の姿すがたもあった。

　鞄かばんを手に立ち上がった[image: たつみ]の前を、一巳が通り過すぎるついでに頭を下げた。

「じゃあ、また」

　一巳は短く言って、追いかけてくる綾羽の視し線せんから逃げるように教室を出て行った。
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　実じつに重おも苦くるしい空気だった。

　一巳との一いつ件けんはそう簡かん単たんに忘れることができるほど些さ細さいな事じ件けんではなく、[image: たつみ]と綾羽の間にはぎこちなさが物ぶつ理り的てきに凝ぎよう固こしたかのような空気があって互たがいの精せい神しん的てき接せつ近きんを阻はばみ、目に見えない距きよ離り感かんを生み出していた。

　こうして通学路を歩いている間も、まだ尾おを引いている。

「…………」

　両者ともに口数皆かい無むなのがその証しよう拠こだ。

　だが、いくらやりきれない思いを抱かかえているとはいえ、綾羽と猫ねこ子こを連れての夕ゆう刻こく時じスーパー巡じゆん礼れいは[image: たつみ]の日につ課かである。他の誰だれもしない以上、食事の用意は[image: たつみ]がしなければならなかった。

　今日も学校を出ると同時に主しゆ婦ふ層そうでにぎわう食しよく料りよう品ひん売り場に直ちよつ行こう、特とく売ばい品ひんの値ね段だんと財さい布ふの中身、今こん晩ばんの献こん立だてを頭の中に踊おどらせながら、猫子が嬉うれしそうに抱かかえるカゴの中に食材を放り込んでいく。

　綾羽はついて歩いているだけで普ふ段だんから何もしないが、今日の何もしなさぶりには磨みがきがかかっていた。まるで考え事を抱え込むあまり、機き械かい的てきに歩ほを刻きざんでいるようにも見える。

　スーパーを後にしてアパートへの道を辿たどっている間、綾あや羽はの足取りは重く感じられた。

　遠くに聞こえるカラスの鳴なき声。

　時々すれ違ちがう制せい服ふく姿すがたの生せい徒とたち。

　低い位い置ちにあるオレンジ色の太陽。

　夏なつが近いことを示しめす湿しめり気けを帯おびた風。

　平へい和わでのどかな夕ゆう暮ぐれだった。

　意外な知り合いに出くわすこともなく、鮎あゆ川かわ家けの誰だれとも遭そう遇ぐうしない。しかし、そんな偶ぐう然ぜんが何日も続いたりはしない。

　偶然であるならば。

「……だめだ」

　呻うなるような声がそう言って、[image: たつみ]たつみは足を止めた。

　綾羽が憤ふん然ぜんと頭を振り、長い髪かみを舞まわせていた。

　その思い詰つめた顔を見て、[image: たつみ]は綾羽がついに謝しや罪ざいする決心をしたのかと期き待たいしかけた。

「どうしたの？」

　尋たずねる[image: たつみ]に直ちよく線せん的てきな視し線せんを向け、綾羽は不ふ穏おんな声で言った。

「どう考えても、あいつは怪あやしい」

　ずっと考えていたらしい。綾羽はこみ上げる言こと葉ばを抑おさえられないように、

「[image: たつみ]、しばらく学校に行くな。どこにいても危き険けんだが、あの場所は最さい大だい限げん避さけるべきだ。教室にいる間、嫌いやな気分がしてならなかった」

　まだ言ってるのか。

　[image: たつみ]の肩かたが落ちる。期待はあっさりと裏うら切ぎられた。

「綾羽……。一かず巳みちゃんのことなら、」

「ああ、そうとも！」

　綾羽が睨にらんでくる。

「お前が言おうとしていることは解わかっている。わたしも解ろうとしてみた。あの女は無む害がいなのだと。だが、どうして無理だ。あいつは危き険けんだ」

「どうしてさ」

　[image: たつみ]は怒おこる以上に悲しくなる。ひょっとして、綾羽は何かを勘かん違ちがいしているのかもしれない。

「幼おさななじみと言っても──」

「そうではない！」

　綾羽はまたかぶりを大きく振った。髪を振り払はらうように。

「お前との間あいだ柄がらなど気にはしていない。これは予よ感かんだ。あの女が災さい厄やくを運はこんでくる……そう思えてならないのだ。だからお前は学校に行ってはならない」

「そんなこと言ってもさ……」

　[image: たつみ]たつみは猫ねこ子こに目を落とした。びっくり目を見開いた幼よう女じよは、たちまち悲しそうな顔になっていく。その頭に手を置いて、

「僕ぼくはずっとそうしてなきゃいけないの？　部へ屋やに閉じこもってばかりいるのは気が進まないよ」

「どこにいようと構かまわん。だが、あの女の近くだけはだめだ」

　猫子の髪かみを撫なでながら、[image: たつみ]は答えずにいた。水みず掛かけ論ろんなんてしたくない。綾あや羽はと言い合いをすることなど望のぞんでいない。

「いつまで」

　[image: たつみ]は言った。

「そうしていればいいんだい？」

「場合によっては、いつまでもだ」

　綾羽は低い声で、

「わたしが安あん全ぜんを確かく認にんするまでだ。お前に対する脅きよう威いがすべて取り除のぞかれたと確かく信しんするまでだ。お前の身みを考えるなら、そうせざるをえない」

　[image: たつみ]の心の中で、理り不ふ尽じんな感情が渦うずを巻まき始めた。

　綾羽が命いのちがけで[image: たつみ]を守まもろうとしているのは解わかる。解らないのは[image: たつみ]自じ身しんにそんな価か値ちがあるのかどうかということだった。加くわえて、同じような立場にいる猫子と比くらべると、綾羽はあまりにも強ごう引いんであり、過か剰じようすぎた。最さい優ゆう先せんしているのは[image: たつみ]ではなく、自分の意い思しであるかのように。

　これではまるで綾羽の操あやつり人形だ。自分の考えでは何もできない──。

　[image: たつみ]の口からは溜ため息いきも出ない。

　綾羽は口を閉ざす。強い意い志しを持つその目は、[image: たつみ]が何を反はん論ろんしようと聞くことはないと雄ゆう弁べんに語かたっていた。

　綾羽の言うとおりにしていたら自分の意志で何もできないことになる。綾羽がそばにいる限かぎり、[image: たつみ]の自由は妨さまたげられ続ける。そうまでして守ってもらいたくはない……。そう思う。けれど、言こと葉ばに出しては言えなかった。

　猫子は不安そうに二人を見上げ、二人は黙だまり続けて立っていた。

　延えん々えんとした沈ちん黙もく──。

「とりあえず、帰ろうか」

　[image: たつみ]は下を向いたまま言い、

「はぁい」

　猫子が答えた。何とか空気を和やわらげようとする声で。

　綾羽は沈黙を保たもったまま、歩き出した[image: たつみ]と歩ほ調ちようを合わせた。




　アパートに帰り着き、[image: たつみ]が夕ゆう飯はんの支し度たくをし始めても二人の間の沈黙は破やぶられなかった。津つ波なみが帰き宅たくし、朝あさ凪なぎ家けの晩ばん餐さんが開始されても、その最さい中ちゆうも。

　[image: たつみ]たつみと猫ねこ子こが後かたづけを終え、居い間まに戻ってきたとき、

「それで？」

　卓袱ちやぶ台だいでお茶ちやを啜すすっていた津つ波なみがいきなり言った。

「なに、あんたたち。まだこじらせてるの？」

　綾あや羽ははふすまに手をかけ、自じ室しつに引っ込もうとしていたところで動きを止めた。

　[image: たつみ]も一いつ瞬しゆん静せい止ししたが、諦あきらめて姉あねの向かいに座すわった。津波は卓袱台に肘ひじをつき、テレビに顔を向けていた。淡たん々たんとニュースを読み上げるアナウンサーの顔が映うつっている。津波はそのアナウンサーよりも表ひよう情じようのない顔で、

「どちらが悪いという話でもないんでしょうね。四し六ろく時じ中ちゆうべったりくっついていたら、そりゃカチンとくることもあるわよ。若わかいっていいわね」

　そういう問題じゃあないと思ったが、[image: たつみ]は黙だまっておいた。綾羽以上に反はん論ろんに向いていない相あい手てだ。

「私が思うに、しばらく距きよ離りを置いてみたら？　綾羽、あんたいっぺん家を出てみなさい」

　背せを向けていた綾羽がさっと振り返った。抗こう議ぎするように、

「な──」

　言いかけるのを無む視しし、津波は冷れい然ぜんと、

「それじゃ任にん務むが果はたせないとか言うんでしょ。でも綾羽、あんたの仕し事ごとは結けつ果か的てきに[image: たつみ]を守まもることなんじゃない？　猫子もいるし、ちょっとくらい目を離はなしていても大だい丈じよう夫ぶよ。私が保ほ証しようしてあげる。それにね、遠くまで散さん歩ぽしてこいなんて言うつもりはないわ」

　津波は天てん井じようを指ゆび差さし、

「頭を冷ひやすのに夜よ風かぜは最さい適てきでしょう。軽くシャワーでも浴あびてから、アパートの屋おく上じようで星ほし空ぞらでも眺ながめていなさい。気が済すむまでね」

「そ──」

　何か言いかける綾羽をまたもや無視、

「もしあんたが私の言うことを聞いてくれたら、ちゃんと対たい価かを払はらってあげる。[image: たつみ]と一かず巳みが同じ教室にいるのが気に入らないんでしょう？　クラス替がえをしてあげるわ。[image: たつみ]を今の教室から一番離はなれている一年のクラスにね」

「津波姉ねえさん？」と[image: たつみ]。

　一いつ介かいの教きよう師しに過すぎないはずの津波にそんなことができるものなのか疑ぎ問もんだが、するしないで言うと、それはもう、するだろう。校長の弱よわみでも握にぎっているのかもしれない。[image: たつみ]にしてみれば、津波がどこまで本気で言っているのかが問題だ。

　津波は弟おとうとを一いつ顧こだにせず、

「どうかしら、決けつして悪い条じよう件けんじゃないでしょう。本ほん音ね言うとね、私の目の前でよじれた痴ち話わ喧げん嘩かみたいなのは遠えん慮りよして欲ほしいのよ。いちゃいちゃされても腹はらが立つし、喧嘩したならしたで二人だけの世せ界かいを勝かつ手てに作られても周しゆう囲いには嫌いやみなものよ。そのまま別れてしまえば溜りゆう飲いんも下がるけど、よりを戻された日には消しよう火か器きで窓まどを割わりたくなるわ。どうして私は年中オトコ日ひ照でりなのかしらね」

　何かしらの私し怨おんが交まじっているようだ。

「まあ、いいわ」

　と津つ波なみは勝かつ手てに納なつ得とくし、

「どう？　綾あや羽は。少しは心安らぐんじゃない？　何なら[image: たつみ]たつみを停てい学がく処しよ分ぶんにしてもいいけど、出しゆつ席せき皆かい勤きんを奨しよう励れいする姉あねとしては抵てい抗こうを感じるのよね。石いし丸まる君くんのように自じ己こ研けん鑽さんの旅たびに出るならまだマシかしら。あんたたちもそうしてみる？」

　[image: たつみ]は想そう像ぞうする。綾羽と猫ねこ子こを連つれて見知らぬ街まちを渡わたり歩く様よう子す──。何ら幸こう福ふく感かんを見いだせない。今まで以上に苦く労ろうしそうだ。

「…………」

　綾羽はうつむき加か減げんに立ち続けている。津波の誘さそいを吟ぎん味みしているのか、真しん摯しに考え込む表ひよう情じようで黙だまりこくる姿すがたから揺ゆれ惑まどう感情が透すけて見えるようだ。

　いつしかニュースが終わり、テレビは天気図を映うつしだしていた。

「……いいだろう」

　綾羽がポツリと言った。

「しばしこの場から消えよう。屋おく上じようにいく」

　[image: たつみ]の驚おどろく顔を見ず、綾羽は彼の横よこに生き真ま面じ目めな視し線せんを送り、

「猫子、言うまでもないだろうが──」

「はぁい」

　猫子は挙きよ手しゆして高らかに、

「まかせてくださぁい。お兄にいちゃんはーぁ、あたしが保ほ護ごしときまぁす」

「うむ」

　綾羽は小さく、だが重々しくうなずいて、最後まで[image: たつみ]を見ないまま戸口に向かった。

　扉とびらの開かい閉へいの音が、[image: たつみ]の耳にはやけに寂さびしく聞こえた。

　[image: たつみ]は綾羽の背せ中なかを見送っていた目を姉に向け直す。津波はニコリともせずに、

「何も言わなくてもいいわよ。それに言うことなんてないでしょう？　あんたはこういうときに有あり難がとうと言えない人間よ。私が綾羽を言いくるめて、それで助たすかったと思ったとしても、あんたは自分より綾羽の心しん情じようを考えてしまうのでしょうから。そうやって綾羽に気を遣つかい、周しゆう囲いの誰だれにも気を遣って、そのうち心しん労ろうで倒たおれるかもね」

「……うん」

　津波の口ぶりにも腹はらは立たない。事じ実じつだった。[image: たつみ]は自分がどんな人間であるかを知っていた。

　[image: たつみ]たつみは知らず知らず天てん井じようを見上げて、それから思い当たった。

「あれ？　そういや、このアパートに屋おく上じようなんかあったっけ？」

「ないわ」

　津つ波なみはテレビのリモコンを弄もてあそびながら、

「ただの三さん角かく屋や根ねよ。でもいいでしょう。綾あや羽はなら梯子はしごがなくても登のぼれるでしょうし」

「……そうだね」

　確たしかに、綾羽なら転ころげ落ちる心しん配ぱいもないだろう。それもまた、事じ実じつだった。
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　──わたしは何をしているのだろう。

　綾羽は自じ問もんする。

　何な故ぜだろう。津波の提てい案あんに乗のり、[image: たつみ]の目の届とどかない場所に来てしまった。[image: たつみ]と最初に出会った日から数え、ここまで距きよ離りを持ったのは初めてだ。なぜ、自分は津波の言うことをうかうかと聞いてしまったのか。シャワーは浴あびなかったが。

　アパートの屋根の上である。綾羽は膝ひざを抱かかえて座すわり、まばらに瞬またたく星を眺ながめていた。

　涼すずしい風が心ここ地ちよい。睡すい眠みん不ぶ足そくと全ぜん方ほう位い警けい戒かいで疲ひ労ろうした身体からだを洗あらってくれているようだ。これで大たい気きに工こう業ぎよう的てきな香かおりがついていなければもっといいのだが。

　綾羽は膝の間から屋根を見る。この下に[image: たつみ]がいる。おそらく数メートルも離はなれてはいまい。だが風ふ呂ろや自じ室しつにいるときと違ちがい、一ひと蹴けりで[image: たつみ]のいるところまで行けない場所だ。なのに、不ふ思し議ぎと不安はない。

　──猫ねこ子こを信しん頼らいし始めているのか？　《科マ学ー者ガ》の自じ律りつ兵へい器きと共きよう闘とうするなど、悪い冗じよう談だんとしか思えなかったが……。

　片かた膝ひざに顎あごを載のせ、地上に墜おちた星ほし々ぼしのような人じん工こう灯とうに目を泳およがせる。この世せ界かいの空に星が数えるほどしかないのは、人々が星の代だい替たい物ぶつを作り出したせいだろう。星の明かりを必ひつ要ようとせず、不ふ自し然ぜんで非ひ効こう率りつな光を愛あい用ようしている。

　──それまで人を照てらしていたというのに。

　綾羽は膝に回した腕うでに力を込めた。

　──うち捨すてられた星が可哀かわい相そうだ。

　奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんがする。身体ではなく、精せい神しんが浮き上がっている感かん覚かく。[image: たつみ]から離れたせいか、まるで大だい地ちから切り離されたような気分を感じる。

　──久ひさしく故郷ふるさとの土を踏ふんでいないからか。周まわりに仲なか間まがいないからか。わたしは帰りたいと思っているのか？　任にん務むが果はたされていないというのに。

　任務とは[image: たつみ]を襲しゆう撃げき者しやから守まもり抜くこと。理由は知らない。誰だれも教えてくれなかった。世界の交こう差さと関かん係けいがあるのかどうかも。

　──なぜ、わたしだったのだろう。

　母ぼ国こくにいる仲なか間またちの顔が浮かんでは消えた。そうしていると、自分が別べつ世せ界かいにいる実じつ感かんがわいてきた。異い国こくにただ一人で置おき去ざりにされたように思える。

　頼たよりになる者は誰だれもいない。もし自分が敵てきの手によって倒たおれたらどうなるのだろう。媛ひめとすみれ台だいが後を継つぐのか、新しい《妖精アプリリス》が派は遣けんされてくるのか……。

　──その者はわたしより上う手まく[image: たつみ]たつみと付き合うのだろうか。

　最初に見たときは情なさけない顔つきの少年だと思った。その印いん象しようは今でも大たいして変わっていない。危き機き感かんのない、のんきな表情。そうでないときは困こまっているか、呆あきれているような顔をしているか、笑っている……。

　綾あや羽はの記き憶おくから、また別の[image: たつみ]の顔がひょっこりと出てきた。《魔術師フアルムテイ》との戦せん闘とう中ちゆう、必ひつ死しに綾羽を案あんじていた顔だった。そして危き機きを乗のり越こえた後、綾羽の無事を知って安あん堵どしている顔だった。猫子の自じ爆ばくに悲しみ、復ふつ活かつを知って心から喜よろこんでいる[image: たつみ]の顔。

　怒おこっている[image: たつみ]を思い出したくはない。

　──あの者には似に合あわないからな……。

　綾羽はわずかに目を細めた。睡すい魔まがするすると忍しのび寄よってくる。

　──眠ねむるわけにはいかん。わたしが守まもってやらないと、あの者は……。

　拳こぶしを強く握にぎりしめ、綾羽は膝ひざから顎あごを上げようとした。

　自分の顔とは思えないほど、それはひどく重い。




　　　　＊＊＊




「ええ、眠りなさい」

　暗あん黒こくの闇やみの中で、巻まき毛げの幼よう女じよが囁ささやいた。

　置かれたコアラのヌイグルミの前に跪ひざまずき、大きな杯さかずきを捧かかげ持つように両手を差し出している。

「目を開あけ、耳を開ひらいていても、よきことなど一つも見聞きできないのなら」

　幼女の手のひらに小さな炎ほのおが灯ともっている。その薄うすい光が、幼女の顔を青白く照てらしていた。

「夜に包つつまれるのです。そうすれば夜はあなたに夢ゆめを与あたえるでしょう。楽しい夢を」

　紅べにの唇くちびるがつり上がる。

「絶ぜつ望ぼうに至いたる、よき夢を……」

　陶とう然ぜんと呟つぶやく幼女の横よこで、長ちよう身しんの青年が鍔つば広ひろ帽ぼう子しの縁ふちを押さえて言った。

「……災わざわいなるかな《不死人アーザール》……香こう炉ろ……後は僕ぼくたちで動こう……約やく定じようは果はたし終えた……」

「はい、先生」

　香炉は立ち上がって膝を払はらい、ヌイグルミを抱だき上げた。

「揃そろった役やく者しやたちの一いち員いんに、わたしたちも交まぜていただきましょう」

　水すい面めんに落ちた粉こな雪ゆきのように、三つの気け配はいが熔とけていく。







　こうして、学校を舞ぶ台たいにした異い界かいの住じゆう人にんたちの複ふく合ごう戦せん闘とう、その始まりの幕まくが開いた。
















　[image: たつみ]たつみは夢ゆめの中にいた。

　夢を見ながら、ああ、これは夢だと気づいている夢──。




　就しゆう寝しん時間になっても綾あや羽はは戻ってこなかった。様よう子すを見に行こうかと思ったが、津つ波なみに止められた。綾羽の気が済すむまで放っておけと姉あねは言った。一人でゆっくり考えることが彼女には必ひつ要ようなのだと。

　逡しゆん巡じゆんしたものの、[image: たつみ]は押し切られる形でうなずいた。綾羽が自分から離はなれていくのはこれが最初だ。戻もどってくるのを待まつのが一番なのかもしれない。

　外にいる綾羽を意い識しきしながら寝ね床どこにつき、しばらく寝ね返がえりを打っているうちに[image: たつみ]は眠ねむりについた。

　そして今、夢を見ている……。




　夜中に目を覚さます夢だった。目を開けるとそこは電気を消した自分の部へ屋や。すぐ横よこで猫ねこ子こが規き則そく正しい寝ね息いきを立てている。

　身みを起こす感かん覚かくの一つ一つが鈍にぶい。夢ならではの不ふ明めい瞭りようさだった。布ふ団とんから這はい出た[image: たつみ]はのろのろと服ふくを着き替がえ始める。

　──変な夢だな……。

　朦もう朧ろうとした意識の片かた隅すみがそう思っていた。夜中に起きて制せい服ふくに着替えるなんて、この夢はどう続いていくのだろうか。

　制服姿すがたになった[image: たつみ]は、猫子の寝顔をじっと見下ろす。赤ん坊ぼうのような心ここ地ちよさそうな寝顔。起こすのは忍しのびない。

　[image: たつみ]は自じ室しつのふすまをそろそろと開ける。どこかに焦あせる気持ちがあった。このまま部屋を出て行き、五メートル離れると猫子が自じ爆ばくする。しかし自分の身体からだがままならない。

　──まあ、夢だからいいのか……。

　玄げん関かんに座すわり込んで靴くつを履はく。二つとも履き終えたとき、背はい後ごで物音がした。

「うぅん、お兄にいちゃーん……？」

　パジャマの猫子が寝ぼけ眼まなこで立っている。

「どこ行くんですかぁー？」

　[image: たつみ]は無む言ごんで扉とびらを開けた。外がい気きがやけにリアルだった。

「えっ、えっ？」

　磁じ石しやくに引かれたように猫子がたったと駆かけ寄よってきた。[image: たつみ]がドアを閉しめる寸すん前ぜん、裸足はだしのままアパートの外付け通つう路ろに出る。

　歩き出す[image: たつみ]の後を、猫子はまごついた顔で追ってきた。

　人も車も通らない、まるで無む人じん化かしたような街まち並なみが夜の深さを示しめしている。[image: たつみ]は上うわ着ぎを引っ張ってくる猫ねこ子こに目もくれず、ただただ歩き続ける。

　──どこに行くんだろう……？

　ほどなく解わかった。これは学校へ続く道だ。

　猫子がしきりに呼よびかけながらまとわりついているが、[image: たつみ]たつみの歩ほ行こうに乱みだれはない。迷まよいはなく、振り返りもしなかった。

　校こう舎しやが見えてきた。夜の学校はひたすらに暗い。

　閉とじた校こう門もんに手をかけた。施せ錠じようされていなかった。

　重い鉄てつの門をゆっくりと開き、[image: たつみ]は昇しよう降こう口ぐちに進む。猫子がついてくる。

　昇降口のドアも簡かん単たんに開いたが、[image: たつみ]は疑ぎ問もんを感じず、そのまま校舎内に足を踏ふみ入れた。

　──夢ゆめの中でも登とう校こうしようとするなんて、僕ぼくってそんなに学校が好すきなのかな？

　予よ想そう通どおり、[image: たつみ]の身体からだは教室を目指していた。

　猫子が腕うでに取りすがってきた。

「お兄にいちゃーん、だめですよぅ、悪い感じがしますー。行っちゃいけないのですー」

　でも夢だし、と[image: たつみ]は思う。

　夢に捕とらわれてままならない身体を、意い識しきして動かすことはできなかった。

　非ひ常じよう灯とうが照てらす通路、そして階かい段だん。踊おどり場ばから、また通路へ。自分の教室はすぐそこにある。もう目の前だ。来た。扉に手をかける。教室の中は暗い。当たり前だ。こんな時間に誰だれもいないはず。

　扉を開く。




　そこで目が覚さめた。




「え……？」

　意い識しきが急きゆう速そくに醒さめていく。[image: たつみ]は目を見開いて声を漏もらした。

「ここは？」

　教室だった。真夜中の教室に自分は立っている。

　五ご感かんのすべてが夢ではないと教えていた。これは現げん実じつだ。

「？　どうして……？」

「お兄ちゃーん」

　片かた手てに猫子がしがみついていた。パジャマで素す足あし。夢の続き？　違ちがう。思し考こうが混こん乱らんする。まだ眠っているのか？　違う。

　頭を振った。その拍ひよう子しに視し界かいに人ひと影かげが入り、[image: たつみ]はぎょっとして顔を上げる。

　教室には先せん客きやくがいた。三人。

　窓まどを背せにした、黒く浮き上がったシルエット。闇やみを切り抜いたような三つの人ひと型がた。一つは[image: たつみ]くらい、一つはさらに小こ柄がら、一つはひどく小さい……。

　[image: たつみ]たつみの目が徐じよ々じよに暗くら闇やみに慣なれていく。

　鮎あゆ川かわ家けの三さん姉し妹まいが外がい壁へきの窓まど際ぎわに並ならんで立っていた。

「一かず巳みちゃん？」

　一巳は無む反はん応のうだった。次つぎ絵えと三み弥やも。

　目を開ひらいていたが、何も見ていないように焦しよう点てんが定さだまっていない。無む表ひよう情じように目を開あけ続け、瞬まばたき一つしない。

　彼女たちの目が涙なみだを溢あふれさせているのに[image: たつみ]は気づいた。頰ほおを伝つたった涙が両頰に筋すじを作っている。その涙は黒かった。墨すみのように、闇のように。

　三人の顎あごから黒い涙がしたたり落ち、床ゆかに飛沫しぶきを作った。

　[image: たつみ]は再ふたたび愕がく然ぜんとする。巨きよ大だいな不安が降ふりかかってきた。

「これは……？」

　彼女たち以外のものが何もなかった。




　机つくえが残らず消えていた。




　回かい想そうが巡めぐる。

　……顔色の悪い青年。妖よう艶えんな幼よう女じよ。カンガルーのヌイグルミ……。巨大な刃はのついた振ふり子こ。血ちにまみれた綾あや羽は。爆ばく散さんする猫ねこ子こ……。

　あの時のように──。




「だって、邪じや魔まだろう」

　背はい後ごから声がかかり、[image: たつみ]は飛び上がるように振り向く。

「綾羽？」

「ああ。そうだとも」

　開け放したままの扉とびらに手をかけ、綾羽が髪かみをなびかせて立っていた。

　──なんだろう、この違い和わ感かん。

　猫子のアンテナ頭がぴくりと動く。

　[image: たつみ]は闇に映はえる綾羽の白い顔を見つめ、姉妹たちの凝ぎよう固こした姿すがたを見、自分の身体からだを見下ろし、猫子の体重を腕うでに感じながら、

「どういうことなんだ？　なぜ僕ぼくはこんなところに……。夢ゆめを見ていたと思っていたのに、これは夢じゃない……？」

「その通り」

　綾羽はゆっくりと言った。

「お前は自分の足で歩いてきた。ただし自分の意い思しではなかった。それだけのことだ」

　[image: たつみ]たつみはさらに混こん乱らんする。綾あや羽はは何でもないように言っているが、その意味が解わからない。それにこの情じよう景けいはいつかを思い出させる。

「机つくえは？　邪じや魔まだってどういうこと？　一かず巳みちゃんたちはどうして──」

「質しつ問もんの多い男だ」

　呆あきれたように首を振りつつ、綾羽は一いつ歩ぽ踏ふみ出した。近づいてくる。墨ぼく汁じゆうのような闇やみの中を泳およぐように。

「[image: たつみ]、机などどうでもよいではないか。どうせ《魔術師フアルムテイ》の仕し業わざだ」

　それのどこがどうでもいいのか、それより、ここで自分は何をしているんだ？　それに綾羽。さっきまで顔を合わせづらかったのに、今の綾羽は普ふ通つうの口く調ちようだ。一巳たちがすぐそこにいるのに、まったく気にする素そ振ぶりがないのはなぜなんだ？

　[image: たつみ]の混こん乱らんは収おさまらない。夜の教室、揃そろった三さん姉し妹まい、黒い涙なみだ、白すぎる綾羽の顔──が、近づいてくる。平へい然ぜんと、

「案あんずるな、[image: たつみ]。お前に面おも白しろいものを見せてやる。もうじき来るはずだ」

　誰だれが？　それよりこの状じよう況きようの説せつ明めいを──。

　[image: たつみ]が口を開きかけたとき、猫ねこ子こが素す早ばやく動いた。

「だめでぇすっ！」

　猫子がパジャマの中に手を突っ込み、すぐに戻すのまでは[image: たつみ]に見て取れた。だが、どこからか取り出した軽けい機き関かん銃じゆうを握にぎり、綾羽に向けるまでの動どう作さは目で追いきれない。

　止めるための行こう為いを[image: たつみ]は何一つできなかった。

「！」

　機関銃が火を噴ふいた。軽けい快かいに連続する銃じゆう声せいとともに、フルオートで発はつ射しやされた弾だん丸がんが綾羽の身体からだを舐なめる。

「猫……綾羽！」

　叫さけぶ[image: たつみ]の目の前で、綾羽は血ち煙けむりを吹ふき、踊おどるように舞まった。

　[image: たつみ]は指一つ動かせない。自分の目が信じられなかった。猫子が綾羽を撃うった。なぜ。どんな理り由ゆうがあって。

　猫子は引き金を絞しぼり続け、弾丸は綾羽に降ふり注そそぎ続けた。全ぜん身しんに銃じゆう撃げきを受け、綾羽の身体が床ゆかに沈しずんだ。広がっていく血ち溜だまり。

　銃声がやんだ。硝しよう煙えんの匂においが立ちこめる。

　猫子は弾たま切ぎれの軽機関銃を放り出すと、今度は両手にハンドガンを出しゆつ現げんさせた。倒たおれ伏ふす綾羽に二に丁ちようの銃口を向ける。

「猫子っ、何をするんだ!?」

　口の中がカラカラだった。[image: たつみ]は猫子の手をつかんで、

「なんで綾あや羽はを撃うつんだよっ！」

「お兄にいちゃぁん……」

　猫ねこ子こは泣き出しそうな顔をした。

「ちがうのですー、ちがうのですよぉ。だめなのですー」

「何が──」

　違ちがうのか。

「そうだ」

　綾羽が首を上げて言った。

「こんなものではダメだ。わたしは死なない」

　ゆっくりと綾羽は立ち上がる。何事もなかったように血ち溜だまりの上に。

　血溜まり？　[image: たつみ]たつみは目を疑うたがう。それは血ではなかった。黒い液えき体たいだ。

　唇くちびるを歪ゆがめる綾羽の顔には傷きず一つない。まとう制せい服ふくにも穴あな一つ空あいていない。何がおかしい？　どこがおかしい？

　何もおかしくはない。綾羽が無む傷きずで立っている。その足あし元もとに弾だん丸がんが転ころがった。スカートの中から、猫子が浴あびせた弾が音を立てて床ゆかに落ちる。何十、何百発も。

　無ぶ事じを喜よろこびたい。だが、これは何なのだ。何が起きているんだ。状じよう況きようが読めない。

　一かず巳みたち姉し妹まいは身み動き一つしていなかった。まるで何も見えず、何も聞こえなかったように。自分たちがここにいるということにも気づいていないように。

[image: ]

「お前は気にしなくていい」

　綾あや羽はは再ふたたび歩き始めた。[image: たつみ]たつみの方へ。

「いずれの力も持たぬ人間だ。お前はただ見ているだけでよい。《科マ学ー者ガ》の機き械かい人形もな。これから起きることを目に焼き付けておけ」

　白い手が伸のびてくる。不ふ自し然ぜんなほど白い手だ。猫ねこ子この腕うでを握にぎったまま、[image: たつみ]は綾羽の白い指先から目を離はなせない。もうすぐ、[image: たつみ]に触ふれる──。

「[image: たつみ]！」

　その叫さけびが[image: たつみ]を我われに返らせた。

　全ぜん身しんを燐りん光こうに包つつんだ人ひと影かげが、扉とびらをぶち破やぶって飛び込んできた。

「離れろ！」

　ミサイルのように突つっ込んできた人影は、綾羽に猛もう然ぜんと体たい当あたり、そのままの勢いきおいでもつれ合うように窓まど際ぎわに激げき突とつした。衝しよう撃げき。ガラスにヒビが走る。

　二つの人影が弾はじかれたように離れた。

　星ほし明あかりに照てらされた二人の顔、一つは綾羽のもので──。

　もう一つも綾羽だった。

　遅おくれてきた綾羽のほうが言った。

「猫ねこ子こ、[image: たつみ]を連つれて逃げろ！　こいつは《不死人アーザール》だ！　お前では役やくに立たん！」

　構かまえた両りよう拳けんが淡あわい光に包つつまれる。[image: たつみ]が見み慣なれた綾羽のエルフストリーク。

　もう一人の綾羽も言った。

「そうはいかない。お前にはここにいてもらう」

　唇くちびるが上向きの弧こを描えがいた。綾羽が絶ぜつ対たいにしない微笑ほほえみ方で、

「行け」

　その命めい令れいが誰だれに告つげられたものかはすぐに解わかった。

　一かず巳み、次つぎ絵え、三み弥やがすうっと移い動どうを始めた。開かれた目と無む表ひよう情じよう、黒い涙なみだを流す三人は、静しずかな速そく度どで[image: たつみ]を囲かこむ。

　猫子が銃を上げかけ、[image: たつみ]の顔を見上げてトリガーから指を離した。

「お兄にいちゃぁん」

　猫子は怯おびえた顔で[image: たつみ]に身みを寄よせた。鮎あゆ川かわ家けの三人もそうしてきた。細い腕と手が[image: たつみ]に絡からみつく。三弥のものは特に幼おさなく、小さい。[image: たつみ]のスラックスをつかむ手は年とし相そう応おうに非ひ力りきだった。

　[image: たつみ]は彼女たちの涙の理り由ゆうを知った。瞬まばたきをまったくしないためだ。身体からだが目を保ほ護ごしようとして流させている。

　彼女たちが自分の意い思しでそうしていないのは明めい白はくだった。操あやつられている。先せん刻こくまでの[image: たつみ]のように──。

　──！　もしかして……。

　一かず巳みたちは意い識しきはあるのかもしれない。[image: たつみ]たつみが夢ゆめの中を彷徨さまようように感じていたのと同じで、今の彼女たちにもどこか意識が残っているのかもしれない。涙なみだの理り由ゆうに悲しみが交まじっているのかもしれない。意い思しを剝そぎ取られ、自分の身体からだが自分のものではなくなる恐きよう怖ふ。

　黒い涙。黒い水。[image: たつみ]の知る綾あや羽はが《不死人アーザール》と呼よんだほうの綾羽。彼女と一巳たちの行動が無む関かん係けいであるはずはなかった。

　見知った顔が三つ。[image: たつみ]は手を出せない。

　綾羽が舌したを打った。

「くそっ」

　怒いかりの目を、もう一人の自分に刺さし、

「去され！　《不死人》！」

　青く輝かがやく足が床ゆかを蹴けった。同時に右みぎ拳こぶしも光こう輝きを得える。跳ちよう躍やく力りよくが威い力りよくを倍ばい加かさせた渾こん身しんの右ストレート、だが、もう一人の綾羽──《不死人》は避よけようともしなかった。

　鈍にぶい破は裂れつ音。水みず風ふう船せんを叩たたきつけたような音だ。

　背はい後ごの窓まどガラスに黒い液えき体たいが飛び散ちる。《不死人》の頭部が吹ふき飛んた。しかし首を失うしなっても《不死人》の身体は倒たおれない。それどころか、鞭むちのように片かた手てが伸のび、綾羽の腕うでを取る。

「ダメか」

　綾羽は苦くるしげに叫さけぶ。額ひたいに汗あせを滲にじませ、引きつった顔は何かを堪こらえているように見えた。

「ぅふふぅ、ぅうふぅ」

　楽しげな笑い声が、首なし人間の足あし元もとから沸わいた。

　黒い水溜まり、そこに人の顔が浮いていた。歪ゆがんだ綾羽の顔は、ゆるやかに変化して三み弥やのものとなり、次つぎ絵えの顔を経へて、一巳の顔かたちを映うつしだす。

「ぁはあぁ」

　平へい面めん上じようの顔が厚あつみを増まし、立りつ体たいとなっていく。床から首が生はえているようだ。一巳のものから、それは再ふたたび綾羽の顔をかたどった。

「ぁたしをぉぅ、どうやって殺すのぉぉぉ？」

　《不死人》の片かた手てが自分の頭をつかみ、無む造ぞう作さに肩かたの間に載のせた。接せつ合ごう部ぶから黒い液体が漏もれ、即そく座ざに接せつ着ちやくが完かん了りようした。ねじ曲まがった笑え顔がおが、

「ぁたしはぁぃ死なないのよぉぉ、だってぇ《不死人》だからぁぁ《妖精アプリリス》はぁぁあたしたちのことぉ知らないのぅぅ？」

　綾羽の苦く悩のうの表情が、知っていると告つげていた。

　[image: たつみ]は思い出す。綾羽がさんざん繰くり返していた言こと葉ばだ。

　──あのおぞましき不ふ死しなる種しゆ属ぞく……。

　──敵てきはその者たちを操あやつり、あるいはその者たちに偽ぎ装そうして接せつ近きんしてくる……。

　──そっくりな人間に化ばけているのかもしれん……。

　[image: たつみ]たつみは立ちくらみに似にた幻げん惑わく感かんを覚おぼえた。

　何てことだ。正しいのは綾あや羽はだった。なのに[image: たつみ]は信じようとしなかったのだ。親したしい人間に姿すがたを似せた不ふ死しの一いち族ぞく……そんな理り解かいを超こえた妖よう怪かいじみた者が忍しのび寄よってくるなんて……[image: たつみ]を直ちよく接せつ襲しゆう撃げきしてくるならともかく、わざわざ知ち人じんを利り用ようするなど、そんなことがそうそうあるわけないと思って……。

　[image: たつみ]の心が陽炎かげろうのように揺ゆらめいた。

　綾羽の頑がん固こで実じつ直ちよくな危き機き意い識しきが真しん実じつだったと理解し、その精せい神しん的てき衝しよう動どうは[image: たつみ]を打ちのめした。

　──なぜ特とく定ていの知り合いと、このような短たん期き間かんに次々と出くわすのだ。我われ々われの前に姿を現あらわすのだ。こんな偶ぐう然ぜんがあってたまるか……。

　その通り。[image: たつみ]がようやく気づいたように、それは偶然ではなかった。どの時じ点てんから鮎あゆ川かわ姉し妹まいが操あやつられ、どの時点で誰だれが《不死人アーザール》と入れ替わっていたのか、[image: たつみ]には解わからない。その二つの事こと柄がらは同時に進しん行こうされていた。

　三日前、迷まい子ごになっていた三み弥やは本物か偽にせ物ものか。次の日、路ろ上じようで出会った次つぎ絵えは？　綾羽は奇き妙みような気け配はいを感じたと言い、転てん校こうしてきた一かず巳みを綾羽は怪あやしみつつも普ふ通つう人じんだと言った。

　彼女たちは操られていた。おそらく鮎川家の母親も。一いつ家か揃そろって。

　──僕ぼくもだ。

　[image: たつみ]は首の後ろを押さえた。

　夜の学校まで[image: たつみ]が来た理り由ゆうはただ一つ。そうするように操られていたから以外にない。

　《不死人》がニッと嗤わらった。

　直ちよく後ご、[image: たつみ]は体の自由を失うしなった。
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　半時ほど前──。

　夢ゆめ心ごこ地ちで夜の野や外がいに出て行く[image: たつみ]を、綾羽は屋や根ねの上から発見した。

　少しウトウトしていた。押し寄せる睡すい魔まと激げき闘とうを繰くり広げつつ、誘ゆう惑わくに耐たえきれず今にも敗はい北ぼくしようとしていたところだった。[image: たつみ]の姿に気づいたのは、綾羽の強い意い志しと幾いく分ぶんかの幸こう運うんが重なった結けつ果かだ。

　──何をしている？

　綾羽は腰こしを上げ、夜よ目めを利きかせる。

　[image: たつみ]の足取りは妙みようにおぼつかなく、その後を慌あわてたようについていく猫ねこ子こは寝ね間ま着き姿で裸足はだしだ。綾羽の危機意識が知ち覚かくの全ぜん覚かく醒せいを促うながした。

　屋根から飛び降おりようと立ち上がった途と端たん、綾羽は身体からだに異い常じようを感じた。

　──なんだ、この重おも苦くるしい大たい気きは。

　水の中にいるように、空気が身体からだにまとわりつく。重い抵てい抗こう感かん。全ぜん身しんの動きが鈍にぶく、立ちくらみまでする。眠ねむ気けが晴はれず、視し界かいがかすんだ。

　──おかしい。

　動どう悸きが高たか鳴なった。よろめきながらも、綾あや羽はは屋や根ねから跳とんだ。自由落らつ下かは数すう秒びようですむ。地面ぎりぎりでエルフストリークを発動、宙ちゆうを蹴ける。着ちやく地ちは音もなく完かん了りようする。

　しかしスムーズとはいかなかった。脚あしがもつれ、片かた膝ひざが土で汚よごれる。

　──どうしたことだ。

　体たい勢せいを立て直し、闇やみに消えかける[image: たつみ]たつみと猫ねこ子こを追う。眠気がひどい。歩きながら何度も意い識しきを失うしないそうになる。誰だれかが耳みみ元もとで囁ささやいているような気がした。聞き覚おぼえのある声が……。

　綾羽は口の中を嚙かんだ。冷ひや汗あせで前まえ髪がみが額ひたいに張り付く。少しでも気を抜けば、路ろ上じように倒たおれ込みそうだった。

　反はん応のうの鈍い身体を叱しつ咤たしながら、綾羽は二人を見失わまいとする。呼こ吸きゆうが苦くるしい。呼吸するよりも簡かん単たんなエルフストリークを上う手まく操あやつれない。こんなところを敵てきに狙ねらわれたら……。

　綾羽は歯はを嚙み鳴ならした。

　──そうか、これは敵の攻こう撃げきだ。

　おそらく《魔術師フアルムテイ》。精せい神しん攻撃だ。[image: たつみ]は操そう作さされているようにしか見えない。こんなことができるのは《魔術師》か……、《不死人アーザール》。

　目が眩くらむ。

　最さい悪あくの推すい測そくが綾羽を絶ぜつ望ぼうさせた。

　──二組同時だ！　《魔術師》と《不死人》が手を組んでいる。

　《魔術師》の精神攻撃は猫子には通用しない。だが猫子は《不死人》に対して無む力りよくだ。人ひと型がた兵へい器きの物ぶつ理り攻撃では奴やつ等らを倒せない。

　──猫子……どれだけ時間を稼かせげる……？

　[image: たつみ]は学校に向かっているらしい。今やあそこは異い形ぎようの者たちの巣すだ。潜もぐり込んでいるのは《剣メ精イ》だけではあるまい。媛ひめとすみれ台だいはどこまで頼たよりにできるのだ……。

　思し考こうが乱みだれる。[image: たつみ]に追いつけない。まるで綾羽の身体も操られているようだった。つかず離はなれず、[image: たつみ]と同じ道を辿たどるように。何者かの思おも惑わくで。

　永えい久きゆうに等ひとしい時間を歩いてるように感じる。強い睡すい魔まは校こう舎しやに近づくほど大きくなった。間ま違ちがいない。《魔術師》がここにいる。

　昇しよう降こう口ぐちから校舎に滑すべり込む[image: たつみ]と猫子の姿すがたを度たび々たび視界から失いつつも、二人がどこを目指しているのかは解わかった。教室だ。

　解らないのは、どの世せ界かいの勢せい力りよくにせよ、どうして今を、隙すきだらけに違いない今の綾羽を狙わないのかということだった。

　──なんなのだ、これは。なぜだ。標ひよう的てきは[image: たつみ]たつみではなかったのか？

　壁かべに手をつきながら階かい段だんを上り、踊おどり場ばから転ころがるように廊ろう下かに出る。

　[image: たつみ]が教室に入っていくのが見えた。

　全ぜん身しんの体力と気き力りよくを総そう動どう員いんし、綾あや羽はは駆かけた。

　そして、見る。

　夢ゆめから覚さめたように立ちすくむ[image: たつみ]と、彼と対たい峙じする自分の姿すがたを。

　瞬しゆん時じに焦あせりと怒いかりが噴ふき出し、強きよ大だいな意い思し力りよくが一時的に綾羽を回かい復ふくさせた。

　教室に飛び込む。

「[image: たつみ]っ！」

　[image: たつみ]に指一本触ふれさせまいとする思いが、綾羽の全身とともに敵てきにぶつかった──。
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　今。

　[image: たつみ]が両りよう膝ひざをついている。一かず巳みたち姉し妹まいに包ほう囲いされ、猫ねこ子こは彼女たちに出す手を躊躇ためらっている。

　その様よう子すを横よこ目めにしつつ、綾羽は手しゆ刀とうで《不死人アーザール》の腕うでを叩たたき斬きった。なおも手を離はなさないその腕を無む視し、《不死人》本体に第二撃げきを放つ。光る右手の軌き跡せきが天から床ゆかへ、頭とう頂ちようから股こ間かんまでを唐から竹たけに割わる。

　ばしゃっ。

　二つに裂さけた《不死人》の身体からだが黒い水となって溶とけ崩くずれた。片かた腕うでも同時に崩ほう壊かい、淀よどんだ水溜たまりが広がる。

「うっ……!?」

　水溜まりから二つの手首が突つき出て、綾羽の踝くるぶしを握にぎりしめた。次ついで渦うず巻まく液えき体たいは嗤わらう顔を生うみ出した。開いた唇くちびるから白く尖とがった歯はが覗のぞいた、と見えたのも一いつ瞬しゆん、《不死人》は綾羽のふくらはぎに嚙かみついた。

「ぐっ」

　綾羽の足が光を発はつ生せい、拘こう束そくする手を振り払い、蹴けり飛ばす。返す刀かたなで歯を立てる頭部を一撃粉ふん砕さい、《不死人》はまたもや黒い液体に変化、そして水すい面めんに顔を出す。

「ぉどおお？　効きくでしょぅぅぁあたしのお薬くすりりぃぃ」

「……う……くっ……」

　綾羽は膝をついた。強きよう烈れつな倦けん怠たい感かんが脚あしから上のぼってくる。血けつ管かんを通じて全身に広がるそれは、《不死人》の体たい液えきだ。

　ただでさえ睡すい魔まに襲おそわれている綾羽に、その効こう力りよくは抜ばつ群ぐんだった。

　まず膝が崩れ、両手が脚に続いた。床に這はう。

「おのれ……」

　液えき状じよ化うかしていた《不死人アーザール》がまたもや人の形を取ろうとしていた。とろりとぬめっていた漆しつ黒こくの液体が、水面を盛もり上がらせて綾あや羽はの姿すがた形かたちを模も倣ほうする。制せい服ふくも彼女の身体からだの一部だった。その〝綾羽〟は酷こく薄はくな笑えみを浮かべ、綾羽を見下ろした。

「ぃぃいい姿し勢せいねえぇぇぃいたぶりがいがありそうぉぉ、もぉっとぉたっぷりお薬くすりをあげるわあぁぁぁ気持ちよくなるやつをねえぇぇぇ」

　綾羽の偽にせ物ものは剝むき出しにした牙きばを撫なでた。犬けん歯しの先から透とう明めいな液体が水すい滴てきとなって落ちる。それが単たんなる唾だ液えきでないことを、綾羽は知っていた。直ちよく接せつ拳こぶしを交まじえるのはこれが初めてだが、教きよう導どう官かんから教えられた知ち識しきが綾羽を戦せん慄りつさせる。

　不ふ死しだけならまだいい。彼らの本当の恐おそろしさは、体内で自じ在ざいに生き成せい調ちよう合ごうする薬やく物ぶつにあった。

　かつて師し事じしていた教導官の言こと葉ばが、回らない頭のどこかで薄うすく聞こえる。

　──奴やつ等らは人の死に興きよう味みがない。死の概がい念ねんが我われ々われと違ちがうからだ。奴等の関かん心しんは生せい者じやにあり、死体に関心を寄よせない。捕とらえた者の命いのちが続く限かぎり、愚ぐ弄ろうするのだ。多くの者は《不死人》によって生かされるくらいなら自みずから死を選ぶ……。

　教導官はこう続けた。

　──女の《不死人》には特別に注ちゆう意いしろ。奴等のほとんどは同どう性せい愛あい者しやであり、そして全員がサディズムに感化された狂きよう気きに浸ひたる者どもだからだ。覚おぼえておけ、奴等は同性を嬲なぶりものにすることに生き甲が斐いを見いだす。お前が持つその容よう姿しは《不死人》の女を喜よろこばせるだろう……。

　《不死人》と捕らわれた者がどんな運うん命めいを辿たどるのか、綾羽は身みをもって知ろうとしていた。

　[image: たつみ]たつみの目の前で。

「……う、うう」

　何とか起きあがろうとする綾羽を、《不死人》が嘲ちよう弄ろうした。

「ぇ手て伝つだってぇぁあげましょうかぁぁぁ？」

　綾羽の髪かみをつかみ、ぐいと持ち上げる。さらけ出された白い喉のどに粘ねばっこい視し線せんを注そそぎ、笑みをさらに邪じや悪あくなものにする。

「ぃいいわぁぁいいわよぉぉ、あなたの身体ぁすごくよさそうぅぅ」

　舌したなめずりをした《不死人》は、綾羽の首くび筋すじに歯はを突つき刺さした。痛いたみよりも不ふ快かい感かんが勝まさり、綾羽は低く呻うめいた。刺さされた牙の先から冷たい液体が注ちゆう入にゆうされている。やがて血けつ流りゆうに乗のって身体中に行き届とどくだろう。

　最後の力を絞しぼり出し、綾羽は口を開いた。

「……猫ねこ子こ……[image: たつみ]を……逃げ……」

「ぃやあぁねえぇぇ、まだそんなぁこと言うのおぉぉ？」

　牙を抜ぬき、《不死人》は綾羽の血ちをぺっと吐はき出してから、

「んじゃあぁぁあ、こうしたらどうなのぉぉ？」

　[image: たつみ]たつみが顔を上げ、

「綾あや羽はっ……」

　正しよう気きの声だ。[image: たつみ]はもともと意い識しきを保たもってはいた。精せい神しんをそのままにしておいて、身体からだの自由を奪うばうのが《不死人アーザール》流りゆうの操そう作さだった。それで対たい象しよう者しやが感じる苦く悩のうを楽しむ。

　綾羽は歪ゆがみゆく視し界かいに苦くるしめられながら、正せい常じような意識を維い持じしようと尽じん力りよくし、考えていた。

　あの姉し妹まいが《不死人》の、奴やつの〝断だん片ぺん〟を注ちゆう入にゆうされているのは確たしかだ。黒い涙なみだがその証しよう拠こ。しかし[image: たつみ]は、いつどこで奴に牙きばを穿うがたれた？

　フラッシュバックする記き憶おくの一ページ、三日前の夕方。三み弥や。

　──あの時か。しかし奴から《不死人》の気け配はいはなかった。あれが擬ぎ態たいではないとすると……。受け渡わたされたか。奴等の〝断片〟はリレーされるのか。新しん事じ実じつだ……。なんとしても母ぼ国こくに持ち帰るべき情じよう報ほうだ……。

　三弥はバイパスにされたのだ。[image: たつみ]には常つねに綾羽が付き従したがっている。その監かん視しの目をかいくぐるには、[image: たつみ]が気を許ゆるしそうな人間が必ひつ要ようだった。鮎あゆ川かわ家けの住じゆう人にんたちは最さい適てきの位い置ちにいたのだ。

　綾羽は朦もう朧ろうとする頭で考え続ける。今は意い志しを持ち続けなければ。

「ぁあの男の子のぉ、声を出せるようにしてあげたわぁぁ。それからぁぁぁ」

　《不死人》の視し線せんが姉妹を一ひと撫なでした。その刹せつ那な、一かず巳みたちは[image: たつみ]から手を引く。しかし。

「一巳ちゃん、みんなっ!?」

　三姉妹は、自みずからの手で自分たちの首を絞しめにかかった。どれほどの力が込められているのか、たちまち彼女たちの顔色が変色する。舌したを突き出し、涙を流しながら。

「やめろ！」

　[image: たつみ]が叫さけんだ途と端たん、姉妹は首から手を離はなした。しかし[image: たつみ]の指し示じに従ったわけではない。《不死人》が言った。

「逃げちゃうとぉぉ、この子たちが死んじゃうわよぉ、ぃいいのおぉぉ？」

　[image: たつみ]が蒼そう白はくになった。自分のせいで彼女たちが死んだら、生きている資し格かくなどないと思ったように。

「だめだ……[image: たつみ]……」

　綾羽は喘あえぎながら猫ねこ子こを見た。一ひと筋すじの希き望ぼうを込めて。

　機き械かいゆえに、《魔術師フアルムテイ》にも《不死人》にも操あやつれないこの小さな少女だけが頼たよりだった。

　綾羽と目が合った瞬しゆん間かん、猫子は機き敏びんに判はん断だんした。拳けん銃じゆうをどこかにしまい、新たな武ぶ器きを取り出す。電でん針しん銃じゆう。猫子は遅ち滞たいなく三さん連れん射しや、金きん属ぞく針しんが一巳、次つぎ絵え、三弥に撃うち込まれるのをピコセカンド単たん位いで認にん識しき、高こう圧あつ電でん流りゆうを通電。

　バシッ。

　三人の身体が跳はねる。反そり返って倒たおれる姉妹の手が首から離れているのを確かく認にん後ご、猫子は[image: たつみ]を抱かかえ上げて脱だつ兎とと化かした。

　旋せん風ぷうをまいて教室を脱だつ出しゆつした猫ねこ子こと[image: たつみ]たつみを見送り、綾あや羽はは紅こう潮ちようしつつある顔をうっすらと微笑ほほえませた。

　──それでいい……。




　　　　＊＊＊




「──ねこ……猫子！」

　[image: たつみ]は叫さけんだ。猫子の肩かたに俵たわらのように担かつがれて、舌したを嚙かみそうになりながら、

「止まって！　戻ってよ！」

「だいじょうぶですよーう」

　猫子は脚あしを休めず答えた。暗い通つう路ろでも目が利きくのか、フル回転する足取りに迷まよいはなく、

「あの女の人たちならーあ、身体からだが痺しびれてしばらく動けませーん。首も絞しめれませーんからー」

　廊ろう下かの突つき当たり、階かい段だんの段だん差さをまるごと跳とぶ。[image: たつみ]の身体がふわりと浮いた。着ちやく地ちの衝しよう撃げきが骨ほねに響ひびくが、猫子は構かまわず走り続ける。

「でも綾羽が！」

「お姉ねえちゃんはぁ逃げろって言いましたよぅー」

　そんなわけにはいかなかった。あの状じよう況きようはどう見ても綾羽に不ふ利りだ。見み捨すてて逃げて何になる。しかし、戻ったとしても[image: たつみ]が何をする？　何ができる？

　猫子は呼こ吸きゆう一つ乱みださずに、

「あたしはーお兄にいちゃんが最さい優ゆう先せんですー。綾羽お姉ちゃんはその次でぇす。それにーっ、今度の相あい手てはどうすることもできませーん。できることは時間稼かせぎでーす」

「止まってくれ！　頼たのむよ！　お願ねがいだ！」

「はぁい」

　裸足はだしで急きゆう制せい動どうをかけ、猫子は渡わたり廊下半なかばで停てい止しした。

　[image: たつみ]は猫子の手を逃のがれ、床ゆかに脚をつけたところで気づいた。

　身体が動く。

　すぐに教室に戻ろうとして、[image: たつみ]は猫子にタックルされた。冷たい廊下に転ころがる。

「だめでぇす」

　その言こと葉ばには従したがえない。[image: たつみ]はなおも起きあがり、しがみつく猫子を引き離はなそうとした時。

「あっ。あっ」

　アンテナ髪がみを逆さか立だて、猫子が[image: たつみ]の脚をつかんで引きずり倒たおした。後こう頭とう部ぶを打ち付け、目の前が赤くなる。

　猛もうスピードで飛ひ来らいした物体が鼻はな先さきをかすめた。

　ガシャン、ガッ。

　その音を、[image: たつみ]たつみは最初、頭を打った音だと思った。

　違ちがった。

　渡わたり廊ろう下か、教室側がわの壁かべに石の矢やが突つき立ち、細かく振しん動どうしている。刺ささっている角かく度どを見て[image: たつみ]は外そと側がわの窓まどへと目を向けた。割われている。

　窓から見える校こう舎しやの端はし、最さい上じよう階かいで何かが光った。

「わうっ」

　猫ねこ子こが再ふたたび[image: たつみ]を引っ張ぱる。窓ガラスに二つ目の穴あなを穿うがち、白いレーザー光こう線せんのような矢が、それまで[image: たつみ]のいた場所に矢先をめり込ませた。大だい理り石せきの矢だ。




　誰だれかが[image: たつみ]を狙そ撃げきしている。




　猫子はここでも迅じん速そくに行動した。

　あっけにとられる[image: たつみ]を抱かかえ、猛もう然ぜんと走り出す。

　その後を追うように、次々と矢が飛ひ来らいして壁と床ゆかに突き刺さった。猫子はジクザグに走る。

「《天使テイシユリー》さんですぅー。やばいのですー」

　状じよう況きようが飲のみ込めないまま[image: たつみ]は猫子の荷に物もつとなり、猫子は一番手前にあった教室に飛び込んだ。ドアを閉しめ、[image: たつみ]を庇かばうように中ちゆう央おうへ。

　暗がりだったが解わかった。特別教室の一つ、生物教室だ。長方形の大きな机つくえが法ほう則そく的てきに並ならんでいる室内で、猫子はようやく[image: たつみ]を降おろした。

「困こまりましたぁ。戻れないですー」

　猫子は首を傾かしげ、本当に困ったような顔をする。

「……あれは、何？」

　[image: たつみ]の問といに、

「《天使》が召しよう喚かんした天てん使し像ぞうの矢なのですー。お外に出れませんー」

　その単たん語ごには覚おぼえがある。綾羽が幾いく度どか口にしていたから。

　[image: たつみ]の焦しよう燥そうは極きよく限げんに達たつする。教室に残してきた綾あや羽はが心しん配ぱいだった。一かず巳みたちも。なのに、また新あら手ての襲しゆう撃げき者しやが現あらわれた。

「どういうことなんだ？　なんでこんな時に……」

「お答えしましょうか？」

　闇やみから鈴すずの音のような声が響ひびいた。

　[image: たつみ]が今、最もつとも聞きたくない声だった。幼おさなく、艶つややかな声こわ色いろ。

「それは、わたしたちがつるんでいるからなのですわ」

　黒こく板ばんを背せに、大小三つの人ひと影かげが立っていた。

　鍔つば広ひろ帽ぼう子しの青年、巻まき毛げの愛あいくるしい幼よう女じよ、その手に持たれた有ゆう袋たい類るいのヌイグルミ。

　猫ねこ子この手が跳はね上がった。銃じゆう声せいが轟とどろく。

　四十四口こう径けいのフルメタルジャケットは、幼よう女じよの前方十センチの位い置ちで弾はじけて四し散さんした。

「ようこそ」

　と、香こう炉ろが微笑ほほえんだ。

「わたしのスペルバウンド呪圏へ」

「くええええっ」

　そう鳴ないたコアラの腹はらは、すでに裂さかれていた。




　　　　＊＊＊




　綾あや羽はの白い首くび筋すじから牙きばを引き抜いた《不死人アーザール》は、力の抜けた肢し体たいに覆おおい被かぶさった。紅あかい唇くちびるを寄よせて、獲え物ものの唇に重ねる。

「ん……んん……」

　綾羽は苦くるしげに呻うめいた。しかしその声は虚むなしく《不死人》の口こう腔こう内ないに吸すい取られる。代わりに《不死人》は舌したを彼女の口に送り込んだ。

　綾羽の額ひたいが汗あせばむ。

　霞かすんでいく理り性せいの一いつ端たんがか弱い疑ぎ問もんの声を上げていた。

　──なぜだ……。なぜこいつは[image: たつみ]たつみでなくわたしを標ひよう的てきにしているのだ……？

　意い識しきの海の底そこから、不意に理り解かいの泡あわが広がった。加くわえて、それに倍ばいする焦あせりが。

　──そうか……。罠わななのだ。《不死人》と《魔術師フアルムテイ》が手を組んだということは……これは仕し組くまれたことだ……。わたしが《不死人》から[image: たつみ]を逃がすことは読まれていた……。すると[image: たつみ]は今いま頃ごろ……しまった……《魔術師》が襲しゆう撃げきする機き会かいを作ってしまった……。猫子一人では……。

　《不死人》の舌が容よう赦しやなく彼女の歯はを割わって奥おくへと侵しん入にゆうを果はたし、《不死人》は自分の唾だ液えきを舌に載のせて流し込んだ。

　とろけるような甘あまさが広がっていく。

「……ん」

　綾羽の白い喉のどがこくりと動いた。飲のみきれなかった唾液が合わさった唇から漏もれて頰ほおに透とう明めいな跡あとをつける。嚥えん下かを確かく認にんするように、《不死人》は綾羽の喉に指を這はわせていた。何度も喉が上下をするのを確かめて、《不死人》はようやく唇を離はなした。

「とっておきの媚び薬やくを調ちよう合ごうしてあげたわぁ全ぜん身しんの感かん度どが五倍近くまで跳はね上がるのぉぉほらぁ、もう感じてきたでしょうぅぅ？」

「やめろ……」

　頰がうっすらと染そまりつつある。首を振ろうとしても弱々しい動きにしかならない。

　《不死人》の手が綾羽の下か半はん身しんに移うつった。スカートをまくりあげる。

「色いろ気けのないものを履はいているのねぇぇぇ」

　一いつ気きに下着をずりさげた。膝ひざ裏うらに手を添そえて、綾あや羽はの片かた脚あしを上げさせる。露あらわになった下か半はん身しんに《不死人アーザール》の指が這はい回り、やがて一いつ箇か所しよに留とまった。

「あ……くっ……！」

「気持ちいいでしょうぅぅ今までに味あじわったことのない快かい楽らくのはずよぉぉあたしにしかできないことよぉぉきっと、やみつきになるわぁぁぁ」

　指が踊おどるように動く。

「教えてあげよっかぁぁあたしねぇぇ殺しなんかに興きよう味みないのよーぅだって死体を陵りゆう辱じよくしても死体は何も感じないじゃない？　ぃ生きているから色々な反はん応のうを楽しめるんだもん。だからあたしはあなたを殺さないのねぇぇずっと生かしておいてあげるのーぅたっぷり楽しませてもらうわようぅぅ言っとくけど死のうとしても無む駄だだからねぇぇほらぁぁもう……うふぅ。ずっとずっとあたしの指を味わっていたくなっているでしょ？　ほうらぁぁ」

「くぅ……！」

　絞しぼり出すような呻うめきが漏もれた。凄すさまじい快感が《不死人》の指から伝つたわってくる。どうすることもできず、綾羽は歯はを食いしばる。

「いったい何分間がまんできるかしらねぇぇぃ言っておくけどぉ、こんなのはまだ序じよの口よぉぉぉもっと激しくしてあげる」

　綾羽は身みをのけぞらせた。

「……ぐうっ！」

「ぁぁぁあたしはねぇぇ男が大だい嫌きらいなのおぉぉぉ好きなのはぁぁ女の子だけぇぇぇあんたもぉぉぉすぐにそうなるわようぅぅぅ」

　綾羽の身体からだが何度も痙けい攣れんに襲おそわれた。

「いい香かおりがしてきたわぁぁぁだんだんその気になってきたでしょぉぉぉ？」

　綾羽は抵てい抗こうを表あらわすように頭を振る。その唇くちびるを《不死人》は再ふたたび捉とらえた。存ぞん分ぶんに吸すってから、また唾だ液えきを注そそぎ込む。綾羽の喉のどを滑すべり落ちた《不死人》の甘あまい体たい液えきは、彼女にさらなる感かん度どを与えた。

「……く……」

　片かた手てで綾羽を責せめ立てながら、《不死人》はもう一つの手を震ふるえる胸むな元もとに差さし込んだ。

「とても熱いわよぉうぅ」

　堪こらえようのない呻きが綾羽の口から漏れた。精せい神しんが砕くだけ散ちりそうだ。

　蠱こ惑わく的てきな声が耳みみ元もとで囁ささやいた。

「あたしの奴ど隷れいになりなさぁいぃぃそうすればいつでも好すきなときにこうしてあげるからぁぁいくらでも何回でもねぇ」

　指の往おう来らいが速そく度どを増ます。《不死人》の冷たい指。

「こんなに震ふるえてぇ……ああぁぁもうぅぅぅ可愛かわいいぃ」

　声もなく喘あえぐ綾あや羽はの顔を《不死人アーザール》の舌したが舐なめ続ける。耳を嚙かまれた。犬けん歯しが耳たぶに突つき刺ささる。血ちが滲にじんだ。

　浮かび上がる血ちの玉たまを舐め取って、《不死人》は喉のどを鳴ならした。

「さあぁぁ服ふくを脱ぬぎ脱ぎするのようぅぅ邪じや魔まな布ぬのきれなんて取っちゃいなさいねぇぇ全ぜん身しんにあたしの歯は形がたをつけてあげるわぁぁ」

　《不死人》の首から下がどろりと溶とけた。粘ねばっこいゲル状じようの液えき体たいが綾羽の身体からだを這はい回り、容よう易いに制せい服ふくを引き裂さいていく。隙すき間まから生なま暖あたたかく湿しめったものが入ってきた。不ふ定てい形けいと化かした《不死人》の身体だ。巨きよ大だいな舌で全身が舐められているようだった。

「……ああ……」

　巨大な快かい楽らくが綾羽の奥おくを直ちよく撃げきする。繰くり返し押し寄よせる甘かん美びな波なみ。このまま身みをゆだね、されるがままになっていたい。永えい遠えんにこれを味あじわっていたい……。

　どこまで狂くるわず耐たえられるだろう。

　飴あめのように溶とけていく意い識しきの奥おくに、気き弱よわそうな少年の顔が不意に浮かんだ。

　──[image: たつみ]たつみ……。

　綾羽の唯ゆい一いつのよすがは、ただ時間のみだった。

[image: ]




　　　　＊＊＊




　ルビー細ざい工くのような唇くちびるが言こと葉ばを紡つむいでいる。

「ふしだらな《天使テイシユリー》や、よりふしだらで汚けがらわしい《不死人アーザール》と意い思しを疎そ通つうなどさせたくなどなかったのですが、しかたがありません」

　ハンドガンを全ぜん弾だん撃うち尽つくした猫ねこ子こは、次にバズーカを叩たたき込んだ。しかし魔ま術じゆつ師したちはつまらなそうに立っているだけで相あい手てにする素そ振ぶりも見せなかった。

「埃ほこりが舞まうだけですのでおやめなさい。わたしどもにとって《科マ学ー者ガ》は天てん敵てき、日にち夜や研けん究きゆうに打ち込んでおります。ましてやあなたは最も早はや旧きゆう式しき、単たん独どく行こう動どう下かにある偵てい察さつ戦せん闘とう機きごときに遅おくれをとることはありません」

　香こう炉ろはくいっと傍かたわらを見上げ、

「先生、朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみ様さまが自分から飛び込んでくださいましたわ。準じゆん備びを施ほどこした甲か斐いがありました」

「……ああ……ちょっと早いけど夏なつの虫むしだね……やあ、虫君くん……ここで死ぬのと弓ゆみ矢やで針はり千せん本ぼんになるのと……どっちを望のぞむかな……」

　どっちも嫌いやに決まっていた。[image: たつみ]はじりじりと後ずさった。猫子は[image: たつみ]の盾たてになる構かまえ。

「……死んだほうが楽らくになることもある……今の君きみがそうじゃないか？……いや……生きててもいいことなんてないよ……早めに死ぬことを勧すすめる……」

　青年は茫ぼうとした眼まな差ざしで、帽ぼう子しの縁ふちに触ふれた。

「……まあ……楽に死ねたらの話だけどね……」

　香炉にそのつもりはなさそうだった。爛らんと光る瞳ひとみに加か虐ぎやく心しんが浮き上がっている。

「本当は妖よう精せいさんの目もく前ぜんで殺して差し上げたいのです」

　唇くちびるを可愛かわいく尖とがらせ、

「ですけど、わたしどもは少しばかり予よ定ていを逸いつ脱だつして踊おどり始めているのです。予定表通りに働はたらくなんて面おも白しろくないでしょう？　本当はわたしどもの出番はありませんでしたの。わたしは自分の欲よつ求きゆうの従したがうところにより、こうして推すい参さんいたしました」

　くすり、と笑えみを落とす。

「先生も賛さん同どうしてくれるでしょう？」

「……どうでもいいね……香炉……賢かしこい君に任まかせるよ……」

「それではそういうことで」

　香炉は人形じみたお辞じ儀ぎをして、

「朝凪[image: たつみ]様、あなたを殺さつ害がいさせていただきます。死に至いたる苦く痛つうを存ぞん分ぶんに味あじわいますように」

　小さな手がコアラの片かた足あしを持って逆さかさに吊つった。

「くええええっ」

　ヌイグルミが不ぶ気き味みな声で鳴なき、[image: たつみ]たつみは心しん臓ぞうが汗あせをかくのを感じた。ここには綾あや羽ははいない。殺される。だが死への恐きよう怖ふ以上に、この期ごに及およんでも[image: たつみ]は綾羽が心しん配ぱいだった。

　どうせ死ぬならともにいたかった。

「うー、うーっ」

　猫ねこ子こはまだ抗あらがうつもりらしかった。凶きよう悪あくそうなガトリング砲ほうを取り出し、構かまえる。

　香こう炉ろがふっと息いきを吹ふいた。

　重じゆう火か器きは螺ね子じの一つまでバラされて分ぶん解かいして散ちらばった。ここは彼女の支し配はいする空くう間かんだ。

　打つ手もなく、[image: たつみ]は死ぬ──。

　それは間ま違ちがいのないことだと思われた。




　扉とびらを真っ二つに切り裂さき、小こ柄がらな女じよ生せい徒とが蹴け破やぶるように入ってきて、構えた剣けんの切っ先を香炉に向けるまで。




「あーっもうっ！　うっとうしいっ！」

　媛ひめは憤ふん激げきの表情で叫さけんだ。

「あんたらのおかげで、こっちの予よ定ていが狂くるったじゃないのっ！　どうしてくれんのよ、このバカ三さん羽ばガラスっ！」

「その罵ば倒とう語ごはわたしどもに言っておられるのですか？」

　香炉がくっきりした睫まつ毛げを危き険けんな角かく度どにして、

「先生、《剣メ精イ》が喧けん嘩かをお売りに参まいられましたわ。いかがいたしましょう」

「……任まかせると言ったよ……香炉……まあ、来るだろうとは思ったけどね……」

「実じつは、わたしも」

　ぺろりと舌したを出し、香炉はコアラのひしゃげた顔に指を伸のばした。

「ヘリコバクター」

「くええええっ」

「あなたの右目を拝はい借しやくします」

「くええええ!?」

　抗こう議ぎ虚むなしく、香炉の手がヌイグルミの顔がん面めんにめり込んだ。ぶちぶちと引きちぎる音を立て、引き抜かれた指が摘つんでいるのは、真っ黒な硝子ガラス玉だま。

　くしゃりと握にぎり潰つぶした拳こぶし、指の隙すき間まからサラサラと黒い砂すなが床ゆかに落ち、次ついで竜たつ巻まきのように巻き上がった。砂は人ひと影かげを作り出し、やがて異い装そうの少年へと帰き着ちやくした。

「だりぃ」

　ぞんざいな第一声を放った〝右目〟は、ぐりぐりと首を回して、

「まったくよー、気分よく死にかけてたのに出さねえで欲ほしいよなぁ。んで今度は誰だれだ。誰シバきゃいいんだ」

　〝右目〟は[image: たつみ]たつみに目を留とめ、あからさまに侮ぶ蔑じよくする顔となった。

「またこんにゃろうか。あのとっぽい姉ねえちゃんはどこ行った」

「おしゃべりはそこまでです」

　香こう炉ろは恐おそろしいほどの優やさしい声で言う。

「あなたのお相あい手てはあちらの剣けんの方。真ま面じ目めに務つとめないと、寸すん分ぶんも違たがえることなく輪わ切ぎりにされるでしょう。でなければ、わたしがあなたをこらしめます」

「そりゃかなわねーな」

　こきんと首を鳴ならし、〝右目〟は媛ひめの持つ剣を眺ながめた。

「あらよっと」

　片手を振った〝右目〟は、いつしか刀かたなを携たずさえていた。どこかで見たような刀だった。そしてどこかで見たような技わざ名めいを叫さけぶと、どこかで見たような攻こう撃げきを繰くり出した。

「ふんっ」

　媛は自じ前まえの剣を一いつ閃せん、使い魔まの放った一いち撃げきを消しよう滅めつさせる。

「このパクリ野や郎ろうっ！　そんなんであたしをどうかできるつもりなのっ？」

「知らねーな」

　〝右目〟は刀かたなの背せで肩かたを叩たたき、

「何だっていいのさ。パクって何が悪いんだ？　元もとを知らなきゃオリジナルと一いつ緒しよだろーよ。わざわざパクリだと断ことわってるだけマシだと思ってもらいてーな」

「死ねバカっ！」

　媛がジャンプして剣を振り下ろす。文もん様ようの刻きざまれた両刃の剣と、どこかで見たことのある刀が火ひ花ばなを散ちらした。

　〝右目〟がニヤリと笑う。

「ああいいぜ。俺おれを殺してくれ。もう一度目ん玉に戻るのはつれーしよ。遊ぼうぜぇ。《剣メ精イ》の姫ひめさんよ」

　媛はやさぐれた〝右目〟と鍔つば迫ぜり合いをしつつ、顔を[image: たつみ]に向けて言った。

「なにしてんのよこのバカ！　さっさと家に逃げ帰るなり、どっか行くなりしなさいよっ！　あたしが何のためにここにいると思ってんの？」

　言われて、ようやく[image: たつみ]の呪じゆ縛ばくが解とけた。

　そうだ。石のように固かたまっている場合ではなかった。しなければならないことがある。伝つたえなければならないことがある。綾あや羽はに。

　[image: たつみ]は身体からだを翻ひるがえし、顔だけを媛に向け、

「ありがとう」

　長なが々ながとした言こと葉ばは今は無む用ようだ。この少女とはまた、食しよく堂どうに行けば会えるに違ちがいない。その時にいくらでも礼れいを言おう。

　[image: たつみ]たつみが今居いるべき場所はこの生物教室ではない。

　綾あや羽はのもとだ。

「行こう、猫ねこ子こ」

「はぁい」

　斬きり倒たおされた扉とびらの残ざん骸がいを踏ふみしめ、[image: たつみ]は廊ろう下かに向かった。

「あら、[image: たつみ]さん。今こん晩ばんは」

　生物教室の外で、すみれ台だいが待まっていた。

「少々お待ちださい」

　すかさず飛ひ来らいした石の矢やを拳こぶしで叩たたき落とし、

「わたしが合あい図ずをしたら走ってくださいね。綾羽さんにもう少しの辛しん抱ぼうだとお伝つたえを」

　変わらない笑え顔がおを校こう舎しやの角すみへ戻した。

　エプロンドレスを舞まわせ、飛んできた矢を空中でキャッチ、二の矢を首を傾かたむけて交かわすと、つかんでいた矢を、つがえた者がいる場所へ投とう擲てきする。狙ねらいは美び術じゆつ室しつだった。

　遠くでガラスの破は壊かい音おん。五月雨さみだれのような矢が途と切ぎれる。

「今です、どうぞ」

　言うべきことを後回しにし、[image: たつみ]は全力で駆かけだした。猫子が忠ちゆう実じつに追おってくる。

　あそこに戻ってどうしようと言うのだろう。綾羽が無む力りよく化かされ、猫子の打だ撃げき力りよくも通用しない相あい手てに、[image: たつみ]が何をできるのか。

　──たとえ何もできなくても、綾羽のところへ。

　きっと綾羽は怒おこるだろう。逃げろと命めいじたのは彼女だ。[image: たつみ]が戻ってきても喜よろこびはしない。

　しかし、[image: たつみ]に他の選せん択たく肢しはなかった。

　綾羽が呼よんでいるような気がした。
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「朝あさ凪なぎ[image: たつみ]様さまの殺さつ害がいは叶かないませんでしたか。まぁ、いいでしょう」

　香こう炉ろはゆっくり目を閉じ、また開いた。

「なかなか逸いつ脱だつを許ゆるされませんのね。記しるされた予定は決けつ定てい事じ項こうなのでしょうか」

「……試ためした価か値ちはあっただろう……？　香炉……乱みだされた調ちよう和わはあるべき流れに戻される……僕ぼくたちはまだ調和の中にいた……」

「ええ、それが解わかっただけでも勉べん強きようになりました。次はどちらもの邪じや魔まをしてみようかしら」

「……僕たちは同どう属ぞくから追われることになるかもね……それもいいけれどね……」

「わたしが楽しいことは他の皆みなも楽しいに決まってます。なるべく多くの方々を巻まき込んで差し上げましょう。死に至いたる道にこそ娯ご楽らくは存そん在ざいするのです」

「……僕ぼくは死ぬことが最大の娯楽だと思うけどね……《不死人アーザール》には通用しない理り論ろんだ……」

「あれはあれで何とでも。あの方々の不ふ死しは病やまいの一つですわ。それも精せい神しん的てきな」

「……面おも白しろいことを言うね……いやあ……君きみは面白い……」

「まあ。先生」

　香炉は自分の巻まき毛げを大たい切せつそうにすきながら言った。

「そのようなこと、わたし、初めて言われましたわ」

　媛ひめと〝右目〟の一いち元げん的てきどこかで見たような能のう力りよくバトルを眺ながめつつ、香こう炉ろは退たい屈くつそうに欠伸あくびをした。
















「綾あや羽は！」

　全力で教室の扉とびらを開き、その光こう景けいを目まの当たりにした[image: たつみ]たつみの頭が瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうした。

　全ぜん身しんの力を奪うばわれた綾羽と、彼女を覆おおう異い形ぎようの化ばけ物もの──綾羽と同じ首を持つ、出で来き損そこないの巨きよ大だいアメーバだ。

　哀あわれな鮎あゆ川かわ家けの三さん姉し妹まいは、猫ねこ子この電でん撃げきを喰くらったそのままの状じよう態たいで倒たおれ伏ふし、[image: たつみ]の記き憶おく通どおりの位い置ちから動いていなかった。まるで用よう済ずみだと宣せん告こくされたかのように放ほう置ちされている。

「……ぅ」

　ぐったりしていた綾羽が、[image: たつみ]の声に反はん応のうして薄うすく目を開いた。

　《不死人アーザール》の唾だ液えきに濡ぬれた顔は羞しゆう恥ちの色に染そまっている。辛かろうじて全ぜん裸らでない、と表ひよう現げんするしかない格かつ好こうで、しかし綾羽は身みを隠かくすこともできずに両手足を投げ出したまま、動けない。

「ぁあらぁぁぃぃいい子ねえぇぇ戻って来るなんてぇぇぇぃいいのよおぉよおく見ていなさあいぃぃこの子のはしたないところをねぇぇぇ」

　首から上以外は粘ねん液えき状じようになっていた《不死人》は、再ふたたび人ひと型がたをとる。

「このほうがぁぁぁ興こう奮ふんするでしょうぅぅぅ？」

　[image: たつみ]に見せつけるように、綾羽の胸むねをすくい上げ、彼女と同じ顔をした《不死人》は剝むき出しの肩かたに舌したを這はわせた。すでに無数の嚙かみ痕あとと吸すわれた痕がついている。綾羽は苦くるしげな息いきを吐はき、喉のどの奥おくから漏もれる苦く鳴めいを上げた。

　[image: たつみ]は目を背そむけた。視し線せんの先に姉妹たちの横おう臥が姿すがたがあった。どこも見ていない目、黒い涙なみだ。だが生きてはいた。緩ゆるやかに肩が上下している。

「その子たちはもういいわぁぁぁとっくに可愛かわいがり尽つくしたからぁぁ、でねぇぇ、ぉこの子もぉぉもうあたしのものよぅぅ、ほうらぁこんなに従じゆう順じゆんに反応するしぃぃあんまり可愛いからぁ媚び薬やくと催さい淫いん剤ざいをたぁっぷり打ち込んであげたのぉぉぉ」

　怒いかりのあまり目め眩まいがした。香こう炉ろの言こと葉ばにそこだけは賛さん同どうできる。この《不死人》は汚けがらわしい。これより下を思いつかないほどに。

　[image: たつみ]の激げき情じように反応したか、猫子が狙そ撃げき銃じゆうを取り出し、撃うつ。

　《不死人》の顎あごから上が弾はじけ飛び──すぐに再さい生せいした。

　生せい理り的てきな嫌けん悪おを感じる、爛ただれた笑い声。溶よう鉱こう炉ろに放り込んでやりたい。だが、そんなもの学校のどこにもない。為なすすべもない自分に怒り心しん頭とうになった。

「猫子……」

　我われながらしわがれた声だと思う。

「何か武ぶ器きを……僕に使えるものを……」

「ふえぇぇ？」

　猫子が目を丸まるくした。

　銃じゆう器きのたぐいが通用しないのは解わかっていた。それでも、一いち矢や報むくいたい。殴なぐっても蹴けっても無む駄だだろう。せめて綾あや羽はから引きはがしたかった。

「うー」

　マイクロセカンド秒びようほど考え込んだ猫ねこ子こが取り出したのは、銃じゆう剣けんだった。

　《不死人アーザール》は喜き劇げきを観みているような表情をする。

　[image: たつみ]たつみは銃剣を受け取り、怒いかりを飛び越えた冷れい静せいさで憎にくむべき敵てきを睨にらみつけた。綾羽の顔をしていながら、まったくの別人にしか見えない。嗜し虐ぎやくに湾わん曲きよくした笑え顔がおは邪じや悪あくそのものだ。

　銃剣の柄えを握にぎる手のひらが汗ばむ。自分に刺させるのか？　人じん外がいとは言え、人の姿すがたをした者にこれを振り下ろせるか？

　やってみよう、と[image: たつみ]は思った。

　綾羽のあられもない姿、混こん濁だくした虚うつろな目を見ないように、極きわまったような吐と息いきを聞かないように、[image: たつみ]は《不死人》を目指す。

　銃剣を握り直す。

「うふふふぅぁはははぁぁぁ」

　次の瞬しゆん間かん、[image: たつみ]の意い識しきが夢ゆめに包つつまれた。

　まただ。目め覚ざめながら夢を見ている感かん覚かく。自分の身体からだと意識が自分のものでなくなる。

「バカな子ねぇぇぇ」

　嘲ちよう笑しようを含ふくんだ声が耳に入る。

「そんなにぃぃぁあたしを殺したいのぉぉ？　はぁぁん、だったらぁぁこの子をやっちゃえばぁぁぁ？　じゅうぶん楽しませてもらったしぃぃぃ飽あきちゃったからねぇぇぇ」

　振り上げた切っ先が綾羽に向いた。激はげしく上下する胸むねを狙ねらっている。[image: たつみ]の持つ剣先が。

　──くそ、しまった……！

　身体が再さい度ど操あやつられる。腕うでの筋きん肉にくが凝ぎよう固こした。はだけた胸も露あらわな綾羽の心しん臓ぞうに、銃剣を打ち込もう手が勝かつ手てに的まとを絞しぼる。

　震ふるえが走った。どうしても止められない。腕が止まらない。

「どぉぞぉぉ一いつ気きにぃ一気にねぇぇぇ」

　《不死人》の声が後押しをした。額ひたいに汗あせが浮く。振りかぶられる鋭するどい剣けん。

　[image: たつみ]は全ぜん霊れいを右みぎ腕うでに集中させた。この腕を今すぐ斬きり取られたい。他人の意い志しで動くような腕なら、そんなものは[image: たつみ]は要いらない。

　──動くな！　いや、動け！

　[image: たつみ]の精せい神しんが絶ぜつ叫きようを上げた。

　銃剣が振り下ろされる。

　どこかでノイズが走ったような音がした。




　激げき痛つう──。




　銃じゆう剣けんは[image: たつみ]たつみの太ふと股ももに刺ささっていた。

　刺しているのは[image: たつみ]の手。[image: たつみ]は自分の目でそれを見た。かくんと膝ひざが落ちた。

「あらぁぁぁ？」

　《不死人アーザール》の声がやけにはっきり聞こえた。夢ゆめから覚さめている。身体からだが自由を取り戻した。もっとも、今度は痛いたみで動けないが。

「へえぇぇぁなかなかの意い思し力りよくねぇぇ」

　本気で感かん嘆たんしているようだ。

「なぁるほどねぇぇ、本当だったのねぇぇぇそうぅぅあんたがぁぁそうなのぉぉぉ」

　何がだ。深々と刺さった金きん属ぞくの刃は。その視し覚かく効こう果かは絶ぜつ大だいだった。傷きずの痛みよりもショックが大きい。血ちの気けが引いていく。

　《不死人》が立ち上がった。ごとりと綾あや羽はが床ゆかに転ころがる。味あじわい尽つくした獲え物ものに用はないというように、《不死人》は[image: たつみ]に目を向けた。

「面おも白しろいわぁぁ、あんたとはまた会いたいものねぇぇぇぇ」

　屈かがみ込んだ《不死人》は、白い腕うでを[image: たつみ]の首にからみつけた。開かれた唇くちびると、伸のびた二つの犬けん歯し。[image: たつみ]の首に顔を埋うずめ、彼女は牙きばを突つき立てた。

　温あたたかい液えき体たいが入ってくる。

「さようならぁぁぁぁ」

　激げき烈れつな睡すい魔まがやってきた。身体が麻ま痺ひし、痛みすら感じなくなる。

　それでも何とか対たい抗こうしようと、[image: たつみ]は手に力を込めた。込めようとした。

　──動け！

　気力と体力を総そう動どう員いんさせ、[image: たつみ]はおのが脚あしに刺さった銃剣を引き抜いた。迸ほとばしる血。痛つう覚かくが鈍にぶくなっていることが幸さいわいした。まだ動ける。

　[image: たつみ]は手を振り上げ、ぼやける視し界かいの中にある《不死人》に切っ先を向けた。最後に残った力で、怪かい異きなる敵てきを討うとうと……。

　相あい手ては避よけない。

　剣先は《不死人》の胸むな元もとにめり込み、そこを中心に波は紋もんが一つ広がった。湖みずうみに水すい滴てきを落としたような、静しずかな波紋。[image: たつみ]に成なしえたのはそれだけだった。

「ぅうふううううがんばりやさんねえぇぇぇ」

　もう一度だ。今度こそ《不死人》の顔に……これで……綾羽を……助け……。

　《不死人》が笑いながら言う声。

「ぉおやすみなさあぁぁぁいぃぃ」

　今度は指一つ動かせなかった。

　手足の感かん覚かくが消え失うせ、目ま蓋ぶたが強きよう制せい的てきに閉じられる。

　意い識しきが暗あん黒こくで包つつまれる直前、[image: たつみ]たつみの耳は波は濤とうのような水みず音おとを聞いた。
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　目め覚ざめた[image: たつみ]が最初に見たものは、古ふるびた教室の天てん井じようだった。

　明かりが灯ともっている。すっかり暗くら闇やみに慣なれていた目に、蛍けい光こう灯とうは目ま映ばゆすぎた。

「思ったより早かったわね」

　媛ひめの声だ。疲ひ労ろうの色が濃こい。

「そうですね。意識して器うつわを出たのかもしれません。そうでなくとも時間の問もん題だいではあったと思いますけど」

　これはすみれ台だい。いつもの柔にゆう和わな口く調ちようだった。

「あ。起きたみたいよ、こいつ」

　媛の顔が視し界かいに現あらわれた。覗のぞき込んでいる。しかめ面つらだ。

「いつまで転ころがってんのよっ。さっさと起き上がんなさいよ、このバカバカ三連発っ」

　[image: たつみ]は身体からだを起こした。奇き妙みように身体が軽く、爽さわやかな目覚めだった。まるでミントティーを飲のんだ後のような。

　教室を見回し、まっ先に綾あや羽はを探さがす。仰あお向むけで目をつむる綾羽の上に、すみれ台のエプロンドレスが被かぶせられていた。

　安らかな寝ね顔がおだ。

「綾羽さんは大だい丈じよう夫ぶです。身体に入った薬物を中ちゆう和わするのに少し時間がかかりましたが、もう心しん配ぱいありません」

　すみれ台がハタキを手にして微笑ほほえみかけた。

　[image: たつみ]は喉のどをさすり、何度か口を開かい閉へいさせる。声の出し方を忘れてしまったみたいだった。

　彷徨さまよう視し線せんは、伏ふし続けている鮎あゆ川かわ姉し妹まいで止まった。

「そちらの方々はこれからです。ですが、《不死人アーザール》が消しよう滅めつした今では慌あわてなくともよいですわ。〝断だん片ぺん〟も崩ほう壊かいしたはずですから」

　そう言いながら、すみれ台は一かず巳みの横にしゃがみ込んだ。少女の顔を横向かせ、下け腹ふく部ぶに片かた手てを当てる。力を込めたとも思えない。しかし──。

　びくん、と一巳は痙けい攣れんし、口から一ひと塊かたまりの黒い液えきを吐はき出した。開いていた目が閉じている。

　すみれ台は同様の措そ置ちを次つぎ絵えと三み弥やにおこない、両手を打ち鳴ならした。

「これでいいでしょう」

　[image: たつみ]はよろよろと立ち上がり、そこで傷きずの痛いたみが皆かい無むであることに気づいた。

「これも……」

　何とか声が出た。

「すみれ台だいさんがやってくれたの？」

　裂さけたスラックスから覗のぞく太ふと股ももに目立った外がい傷しようはない。

「少し」

　すみれ台は小首を傾かしげた。

「わたしたちが来たとき、傷きずはほとんど治ち癒ゆしていました。《不死人アーザール》が細さい胞ぼう活かつ性せい剤ざいを調ちよう合ごうしたのでしょう。理り由ゆうは解わかりませんが」

　大だい事じなことを思い出した。その《不死人》は……[image: たつみ]たつみの敵てきは……？

　教室の真ん中、そこに大きな黒い水溜たまりがあった。

　[image: たつみ]の視し線せんを読み、媛ひめがぶっきらぼうに答えた。

「それがあいつの残ざん骸がいよ」

「残骸……」

「見りゃわかんでしょ」

　[image: たつみ]は二人組の《剣メ精イ》を見た。

「君きみたちが……？」

「違ちがうわよ」と媛。

　[image: たつみ]は自分が銃じゆう剣けんを握にぎったままであることに気づいた。あの苦くるし紛まぎれの最後の一いち撃げきが功こうを奏そうしたのだろうか。

「まさか……じゃあ、僕ぼくが……？」

「なわけないじゃん」

　媛の応こたえはそっけない。[image: たつみ]は混こん乱らんしつつ、

「どうなったの？　だったら……これって……？」

「なに、あんた。知らなかったの？」

　媛は目を丸まるくして、

「勝かつ手てにそうなったのっ。綾あや羽はから《不死人》の連中のこと、聞いてなかったわけ？」

　すみれ台が後を継ついだ。

「《不死人》……彼女たちは不ふ死しです。ええ、本当に。でも不ふ死じ身みではないのですよ。不ふ滅めつなのは精せい神しんです。その代だい償しようとして彼女たちは壊こわれやすい器うつわを与あたえられました。この水がそうです」

　すみれ台は黒い水溜まりに指を浸ひたした。

「彼女たちは何度でも転てん生しようします。記き憶おくを失うしなうことはありません。成せい長ちよう速そく度ども異い常じように速はやく、そうですわね、[image: たつみ]さん、あなたの一日が《不死人》にはおよそ十年に相そう当とうします。器はそれほど長く保もちません。ですから、彼女たちの肉にく体たい寿じゆ命みようは約十日です。十日ごとに《不死人》は古い器を脱ぬぎ捨すて、新あらたな器に移うつるのです」

「それじゃあ……」

「はい。待まつだけでよかったのですわ。入れ物の寿命をじっと待つ。それが《不死人》への最もつとも適てき切せつな対たい処しよ方法です」

　すみれ台だいはふふと笑い、

「《不死人アーザール》は繁はん殖しよくに熱心ではなく、個こ体たい数すうも多くありません。なにせほとんどが同どう性せい愛あい者しやなのですから。彼女たちと真ま面じ目めに渡わたり合おうなど、そんなことを実じつ践せんするのは精せい神しん攻こう撃げきのお得とく意いな《魔術師フアルムテイ》の方々くらいですね」

　何とも言えない気分になる[image: たつみ]たつみだった。

　《不死人》が最後に見せた好こう意いじみたものは何なんだ？　彼女の目もく的てきはどこにあったのだろうか。狙ねらわれていたのは明らかに綾あや羽はのほうだ。[image: たつみ]ではなく。だいいち、[image: たつみ]を殺すなら、何度でも殺せたはずだ。一かず巳みたちを操あやつり、綾羽を嬲なぶりものにして、《不死人》にどんな益えきがあったというのか。

　[image: たつみ]をいたずらに激げつ高こうさせただけだ──。

　ふと横を見ると、猫ねこ子こは教室の壁かべにもたれて寝ね息いきを立てていた。よくできている人ひた型がた兵へい器きだ。きっと人並なみに疲つかれるのだろう。

「バカみたいだったわ、あたし」

　よく見ると、媛ひめの制せい服ふくは綾羽ほどではないがボロボロだ。《魔術師》との戦せん闘とうで色々あったと思われた。きっと絵えにも描かけないようなバトル模も様ようが展てん開かいされたのだと想そう像ぞうされる。

　夜の校こう舎しやは静せい謐ひつなまでにしんとしていた。その静せい寂じやくを破やぶって、

「ちょっと！」

　媛がにらみつけてきながら、

「あんま、こっち見てんじゃないわよっ」

　[image: たつみ]は破れた服を手で隠かくす媛から目を逸そらし、

「……これで終わったの？　他の人たちは？」

「《魔術師》は飽あきたんでしょうね、立ち去さりました。《天使テイシユリー》はまだ校内にいますが、とりあえず今夜の手出しは終しゆう了りようでしょう。召しよう喚かん時間と矢やに限かぎりがあるようです」

　すみれ台の返へん答とうに、ホッとしていいのかなと思う[image: たつみ]だった。詳しよう細さいはほとんど解わからないものの、綾羽や一巳たちが無事なようで一ひと安心だった。特にこの三人姉し妹まいは、正しよう真しん正しよう銘めいの被ひ害がい者しやである。[image: たつみ]の付近にいたばかりに、こんな目に遭あわねばならなかった。

　一つ、気がかりなのは綾羽の心だ。あんな姿すがたを[image: たつみ]に見せて、果はたして平へい気きでいられるだろうか。《不死人》にいいようにされ、何もできなかった綾羽。プライドに入った亀き裂れつはさぞ大きいと思われた。

「そちらは[image: たつみ]さんにお任まかせします」とすみれ台。「わたしの想像では、そんなにヒドいことになるとは思いません。《不死人》が相あい手てですもの。綾羽さんも解っていることと思います。かえって絆きずなを深める役やくに立つかも、ですわ」

　[image: たつみ]は黙だまったままでいた。

　今回のことで思い知った。どんな事じ情じようがあれ、綾あや羽はが苦くるしむ姿すがたを見たくない。絆きずな。そんなもの、どうやったら深まるのかは知らない。しかし、そうなればいいなと[image: たつみ]たつみは思う。綾羽がどう感じ、何を思うかは彼女にしか解わからない。
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　単たんなる布ぬのきれとなった綾羽の衣い服ふくは、すみれ台だいの持ってきた真ま新しいものと交こう換かんされることになった。

「下した着ぎを含ふくめて媛ひめのものですからね、綾羽さんにはかなりキツいでしょうが、ご勘かん弁べんを」

「かなり？」と媛。

「では、ちょっと、で」

「それなら、よし」

　破やぶれた服を隠かくすのも忘れ、媛は胸むねを反そらして鼻はなを鳴ならした。

　すみれ台が眠ねむり続ける綾羽の服を着き替がえさせている間、[image: たつみ]は黒こく板ばんを眺ながめていた。

　考えることが多すぎる。

　自分はいったい何なんだろう。かつて綾羽が言ったように世せ界かいの駒こまなのか。《不死人アーザール》が最後に漏もらした「あんたがそうなの」の真しん意いは何だろう。そもそもどうして彼女は[image: たつみ]の傷きずを治なおしてくれたのか。《魔術師フアルムテイ》とか《天使テイシユリー》とやらの思おも惑わくも理り解かいできない──。

[image: ]

「もう、いいですよ」

　すみれ台だいの声に、[image: たつみ]たつみは振り返る。

　首をうなだれて目を閉じる綾あや羽はの制せい服ふく、なるほど、いつもより丈たけが短く感じられる。見るからに窮きゆう屈くつそうだった。

「さて、媛ひめ。わたしたちはもう一ひと仕し事ごとしなければ」

　すみれ台は一かず巳みたちを指し示しめし、

「この方々をご自じ宅たくまで帰しませんと。それに処しよ置ちを施ほどこさなければならない方が、もう少しいるでしょう」

　鮎あゆ川かわ家けの両親のことだろう。姉し妹まい三人が毒どく牙がにかかっていたのだ。一いつ家か全ぜん員いんがそうなっていても不ふ思し議ぎではなく、一巳の転校について何も言わなかった母親はまず間ま違ちがいない。彼女の転校自じ体たいが《不死人アーザール》の手引きだろう。

「なんでっ、あたしたちがっ！」

　不ふ平へい顔がおの媛に、まあまあと微笑ほほえみ、すみれ台は[image: たつみ]に語りかけた。

「[image: たつみ]さん、綾羽さんをお願ねがいします。眠ねむっておりますけれど……」

　ふふ、と笑い、

「持って帰ってくださいね。すぐに目を覚さまします。必かならず」




　すみれ台の予よ言げんは当たった。

　[image: たつみ]はまず寝ね顔がおの猫ねこ子こを起こし、それから媛の手を借かりて綾羽を背せ負おった。くれぐれも一巳たちをよろしくと伝つたえ、教室を後にする。

　校こう門もんを出て夜道を歩いてる間、猫子はずっと[image: たつみ]のシャツをつかんでいた。

　その道半なかばで、低く小さな声が[image: たつみ]の耳じ朶だを打った。

「……愚おろか者」

　寝言にしてははっきりした声である。

「うん」

　[image: たつみ]も小声で返した。綾羽が途中で目を覚ましていたことは解っていた。たぶん、すみれ台に着きせ替かえられている少し前くらいに。

「……どうして戻ってきた。逃げよと言ったはずだ」

「綾羽が心しん配ぱいだったから」

「愚か者。お前にできることなど何もなかったのだ」

「うん。それでも、何かできるんじゃないかと思ったんだよ」

「死んだらどうするつもりだ。お前が死ぬくらいなら、わたしが死ぬ」

「同じじゃないかな。君を見み捨すてるくらいなら、死んだほうがマシだと思ったよ」

「……愚おろか者」

「そうだね」

　しばらく沈ちん黙もく。

「綾あや羽は」

「何だ」

「ありがとう」

「礼れいを言われる筋すじ合あいはない。わたしは何もできなかった」

「教室まで来てくれたじゃないか」

「行ったのは事実だが、行っただけだ。わたしに礼を言うなら、猫ねこ子こにも言え」

「あ、うん。猫子、ありがとう」

「ふぁぁい」猫子は眠ねむそうだった。

「それから……、綾羽。ごめん」

「何がだ」

「綾羽が正しかった。一かず巳みちゃんのこととか……。僕ぼくがもう少し頭を働はたらかせていたら……」

「もういい。黙だまれ」

　口く調ちようが元気を取り戻しつつあった。しかし綾羽は降おろせとは言わず、[image: たつみ]の肩かたに頰ほおをつけている。[image: たつみ]は綾羽の温ぬくもりを感じながら、夜空に流れ星ほしを探さがしていた。ややあって、

「[image: たつみ]」

「なんだい」

「お前の謝しや意いを受け取る代わりに、一つ頼たのみがある」

「綾羽が頼み事するなんて珍めずらしいなぁ」

「いいから黙だまって聞け」

「何でも聞くよ」

「……あの時の、その、わたしの姿すがたを忘れろ」

「あの時？」

　逡しゆん巡じゆんするようなしばしの沈黙ののち、綾羽はゴニョゴニョとした口く調ちようで、

「……戻ってきた教室でお前が見たものだ」

「ああ……。あれね……」

　難むずかしい注ちゆう文もんだった。いろんな意味で忘れがたい。忘れてはいけないような気もする。

「きっとだぞ」

　強い口調が戻りつつあった。

「あれは本ほん来らいのわたしの姿ではない。《不死人アーザール》に忌いまわしい薬くすりを……おい、聞いているのか。わたしはもっと恥はじらいというものをだな」

「解わかってるよ」

「解わかるのではない。忘れるのだ」

「努ど力りよくする」

「努力などいい。確かく約やくしろ」

「うん」

「本当だな？」

「うん」

「ならば、いい」

　再ふたたび綾あや羽はは口を閉ざし、アパートに帰るまで[image: たつみ]たつみの背せでじっとしていた。

　真夜中の街まちは冴さえ冴ざえとしている。耳みみ元もとに当たる綾羽の髪かみと、吐と息いきの感かん触しよくが夜風を気分のいいものにしていた。

　部へ屋やに戻った三人に、

「おかえり」

　ふすま越ごしに、姉あねがそれだけを言った……。
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「……香こう炉ろ……少しは気が晴はれたかい……？」

「あまり」

　香炉は手のひらの上で黒い硝子ガラス玉だまを転ころがしながら答えた。

「快かい楽らくを満みたすには不ふ十じゆう分ぶんでしたわ」

　眠ねむたげに言いつつ、香炉はもう片かた方ほうの手を顔の前に上げた。ズタズタになったヌイグルミをじっと見つめる。コアラの片目は虚うつろな空くう洞どうになっていた。

　鍔つば広ひろ帽ぼう子しの主ぬしが言った。

「……だろうね……《剣メ精イ》は遊あそび相あい手てにふさわしくない……真ま面じ目めだからね……」

「ですけれど、多少見えて参まいりました」

「……何をだろう……聞かせてくれるかな……」

　香炉はヌイグルミから手を離はなした。ぽとり。隻せき眼がんのコアラは地に落ちた。

「朝あさ凪なぎ[image: たつみ]様さまとあの妖よう精せいさんの間にある、それは絆きずなの糸いとです」

「……ふふ……さすがだね……見えるはずのないものを見る……君きみの目を譲ゆずり受けたいよ……」

　その要よう求きゆうには答えず、

「おぼろげながら、各かく世せ界かいからわたしどものような者たちが派は遣けんされている意味も。一人の人間の周まわりにわたしどもが群むれ集っている理り由ゆう。世界の破は滅めつ予定と無む関かん係けいではございませんのでしょう？」

「……そうだね……香炉……彼に課かせられた役やく割わりは他ほかの誰だれよりも巨きよ大だいだ……ある意味で……彼は《不死人アーザール》よりも死ねない人間だよ……」

「まあ先生。わたしとは別のものを見ているのですね」

「……かもしれない……僕ぼくの目は君きみのものではないからね……交こう換かんしようか……」

「けっこうです。わたしは自分の見たいものしか見たくありません」

　香こう炉ろの瞳ひとみが不ふ穏おんに輝かがやき、視し線せんの先でコアラが燃もえ上がった。異い臭しゆうを放つ炎ほのおから目を逸そらし、足あし元もとにあった新しいヌイグルミを持ち上げる。長い尻尾しつぽを握にぎられ、ぶらぶらと揺ゆれるそれは、オポッサムの姿すがたをしていた。ただし相そう当とうに戯ぎ画が化かされた有ゆう袋たい類るいだ。そして右目がない。

「クロストリジア、ヘリコバクターにさよならを」

「くええええっ」

　オポッサムが耳障ざわりな声で鳴なく。

　香炉は弄もてあそんでいた硝子ガラス玉だまを、ぽかりと空あいていた眼がん窩かに押し込んだ。

「くえっ……」

　無理に裂さいたような口を閉じ、ヌイグルミは沈ちん黙もくする。

「先生」

　愛いとおしげにヌイグルミを抱だきしめ、香炉は長ちよう身しんの青年を見上げた。

「世せ界かいはどうなってしまうのですか？　世界をどうしたいのですか？」

　青年は帽ぼう子しを押さえて目め元もとを隠かくし、

「……それはね、香炉……僕たちに知れたことではないんだ……なぜなら……僕たちは世界の内部にいて……世界とともに移うつろいゆく存そん在ざいだからね……」

「誰だれになら解わかるのでしょう」

　小さな弟で子しの直ちよく接せつ的てきな質しつ問もんに、青年は陰いん鬱うつに笑った。

「……ふふ……言うまでもないよ……どこか別のところにいる、僕たち以外の誰かさ……」
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　そして、別の場所でも会話がなされる。何種しゆ類るいもの声で。

「《不死人》による離り間かん策さくは功こうを奏そうした」

「満まん足ぞくできる結けつ果かと言えるだろう。朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみの感かん情じよう値ちが適てき切せつな数すう値ちを示しめしている」

「再さい考こうの余よ地ちがあるのではないか。《妖精アプリリス》の負ふ担たんが大きすぎる」

「私し情じようを挟はさむな。もともとその予よ定ていだ」

「《魔術師フアルムテイ》に罰ばつを与あたえなくてよいのか」

「かまわん。予定内の行動だ」

「楽らつ観かん的てきすぎる」

「咎とがめるならば《天使テイシユリー》だろう。別のやり方があったはずだ」

「それを言うのであれば──」

「よせ。確かく認にんできた。朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみは少なくとも二度以上死んでいたはずだ」

「《妖精アプリリス》は一度だ」

「だが生きているぞ。どちらも」

「片へん鱗りんだ。計画の進しん行こうに遅おくれはない」

「そのために準じゆん備びをしてきたのだからな」

　どこか疲つかれた声が言った。

「この十五年間を無む駄だにするわけにはいかない。終わりの日は必かならず来る」

　無数にあった気け配はい、その全員が沈ちん黙もくした。

　まるで祈いのりを捧ささげるように。








あとがき






　夢ゆめの話です。

　眠ねむりが浅あさいせいなのか二に度ど寝ねを繰くり返しているからなのか、昔むかしからけっこう夢を見るほうなのですが、不ふ思し議ぎと言えば不思議なことに自分の小しよう説せつの登とう場じよう人じん物ぶつが出てくる夢を見たことがありません。ほとんど四し六ろく時じ中ちゆう彼かれ等らのことを考えているというのに、たまには出てきて何か勝かつ手てにストーリーを組み上げて欲ほしいと思うことしばしですが、出てこないわけも何となく思い当たるフシがあります。

　僕ぼくは映えい像ぞう的てきに物もの事ごとを考えることが不ふ得え手てで、たとえば「そこは暗い森の奥おく深ふかくであった。一人の少女が悲ひ痛つうな表情で疾しつ走そうする、その背せ中なかを焦こげ茶ちや色いろの熊くまが猛もう然ぜんたる勢いきおいで追っていた」という文ぶん章しようを読んだとして、パッと映像が浮かんできません。そのまま書いてある文章をつるりと飲のみ込んでしまいます。逆ぎやくに何か書いている場合も同じで、頭に浮かんだ映像をスケッチするように文章化することはあまりなく、どうやらまず言げん語ごありきで考える習しゆう性せいを持っているようです。むしろ考えずに書いていると言えるかもしれません。

　当とう然ぜん、登場人物たちの行動も文章の状じよう態たいで考え続けているため、映像の形では脳のう裏りに存そん在ざいしにくく、それが夢に出てきてくれない原げん因いんの一つではないかと考えられます。そしてこんなことを考えるたび、自じ著ちよに絵えをつけてくださるイラストレーターさんに深く感かん謝しやするのです。僕が全ぜん然ぜん描写表ひよう現げんしていない人物たちを魅み力りよく的てきに描えがいていただいて、途と方ほうもなくありがたいと常つね々づね思っています。この場をお借かりして、お礼れい申もうし上げます。




　あとがきの話です。

　電でん撃げき文ぶん庫こに限かぎらずこの手の文庫形けい態たいの書しよ籍せきには筆ひつ者しやによるあとがきがほぼ義ぎ務むづけられていると言っても過か言ごんではなく、実じつ際さいに「これは義務です」と言われたことすらあるのですが、薄うすっぺらい人生を送っているせいでしょう、正しよう直じき申もうしまして書くことがそろそろなくなってきました。

　思うに、優すぐれたあとがきとは作さく品ひんのプロモーションになりつつ、またそのあとがき自じ体たいが一つの文章的エンターテインメントとして成立しているようなものだと思われます。事じ前ぜん情じよう報ほう皆かい無むの本を手に取ったとき、まずあとがきから目を通す行こう為いは割わりと普ふ通つうであり僕も自し然ぜんにそうします。ようするに本文を読もうという気にさせ、なおかつあとがきそのものが面おも白しろい読み物になっていることが理り想そうなのです。

　ええ。僕には無理です。なので、いつも曖あい昧まい模も糊ことした話でお茶ちやを濁にごしてしまいます。




　猫ねこの話です。

　暖あたたかな朝の日ひ差ざしに包つつまれてヌクヌクと眠ねむる猫ねこを眺ながめていると、この世よに不ふ幸こうなことなど何一つ発はつ生せいしてはいけないのではないかという気分になります。いっそ、みんなで猫になってしまいませんか。いいアイデアだと思うのですが。




　どうでもいい話。

　僕ぼくは親おや指ゆびシフターです。







　さて今回も様さま々ざまな方々のご尽じん力りよくをもって本を出させていただく算さん段だんとなりました。特とくに担たん当とう編へん集しゆう三み木き様さま、元もと担当編集で今も担当のような峯みね様、そしてイラスト織お澤ざわあきふみ様には特とく別べつに頭が下がる思いです。というか下げてます。この中で一番時間を持て余あましているのは僕に違ちがいないのに作さ業ぎよう速そく度どが遅おそくてすみません。

　もちろんパソコン上のテキストでしかない状じよう態たいから出しゆつ版ぱん物ぶつとして世に出る工こう程ていのすべてに関かん与よしてくれた方々と、読んでいただけている読どく者しやの方々に隣となりの星せい雲うんにまで届とどかんばかりの感かん謝しやの意いを表ひよう明めいしつつ、それではまたっ。
















谷たに川がわ 流ながる

１９７０年生まれ。兵庫県出身。『涼宮ハルヒの憂鬱』で第８回角川スニーカー大賞＜大賞＞を受賞。２００３年６月10日、同受賞作と電撃文庫『学校を出よう！』シリーズ第一作との二作同時刊行デビューを飾る。最近は、趣味のバイクもご無沙汰とのこと（編集談）。
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イラスト／織お澤ざわあきふみ

編集者の熱意にうたれて（？）、今作のビジュアルを担当する、某ＰＣゲーム会社に所属する関西在住の若手イラストレーター。一部では「親父好き」という寸評あり。
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